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　０　そもそもすべてが始まった







　それもこれも自分がこんなにも美しく生まれついてしまったからいけないのだ。

　珀はく蓮れんはそう自覚していた。

　吟遊詩人デイヒルーだって惜おしげもなく彼女のその美しさを歌にする。黒こく檀たんの艶つややかさを持つ黒くろ髪かみ。新雪のような白い肌はだ。

　麗うるわしい白しら雪ゆき姫ひめ。

　確かに。

　自分は美しい。

　それは客観的に見ても明らかな事実なので、彼女は今更それを否定しようとは思わなかった。けれど美しいからという理由だけでこんな仕打ちを受けるのであれば、それは公こう然ぜんと抗こう議ぎせねばなるまい。彼女が美しいのは彼女のせいではないのだ。

　彼女は今森にいた。

　春である。

　広こう葉よう樹じゆに囲まれた森は、冬が終わり、春の到とう来らいを喜ぶ雰ふん囲い気きに満みちている。花の蕾つぼみが今にも破は裂れつしそうに身を膨ふくらませ、柔やわらかい風に木々が揺ゆれる。漂ただよう花の甘い香りに誘さそわれて、冬とう眠みんしていた動物達も目を覚ます。

　穏おだやかなその雰囲気とは裏うら腹はらに、しかし彼女の心はすさんでいた。

　三日間。

　この森をさまよっているのだから無理もないかもしれない。

　黒檀の黒髪はここ数日洗っていないのでその艶やかさを失っているし、白い肌には切り傷がある。お気に入りだった藤ふじ色いろの部屋着はあちこちにかぎ裂ざきができ、土で汚れていた。

　念のために明記しておくが、彼女は、北の国の王女である。

　その美しさゆえに蝶ちようよ花はなよと育てられた。王宮の奥深くで、白雪姫と呼ばれ、本よりも重いものなど持ったことがなかった。

　それなのに今手には先ほど木によじ登って得た木の実を握にぎっている。木によじ登る？　数日前の彼女であったら一いつ笑しようしてこう言っただろう。猿さるがすることだわ。想像するだに腹が立った。

　だから。

　彼女は反対したのだ。

　どこの。

　馬の骨ほねとも知れない女を妻つまとするなんて。

　父王が再婚相手に連れてきた女は、最初から気に入らなかった。

　妖よう艶えんで、それでいてひどくプライドが高い女。自分の部屋を怪あやしいインテリアで埋めて、そこに籠こもったりしていた。頭がおかしいのではないのかとさえ思った。鏡に向かって話しかけているところを見た時などはなんて痛い女だろうと思ったものだった。

　珀蓮はぎりりと奥歯をかみ締める。

　彼女が今、北の王宮ではなく遠く離れたこの《赤い森》にいるのは、その、継まま母ははのせいだった。

　彼女は無理やり追い出されたのだ。王宮から。

　理由は呆あきれるほどに明めい解かいだった。

　珀蓮が、美しすぎるから、である。

　馬ば鹿かかと言ってやりたい。

　許されるわけがないだろう。

　そんな、くだらない理由で、この、自分に、猿のような真ま似ねをさせるなんて。

　ぐしゃり。

　彼女は怒りのあまり手に持っていた木の実を握りつぶした。

　怒りが身体からだを焦こがすようだ。

　炎ほのおが己おのれのうちにあった屈くつ託たくをすべて焼き、灰はいにし、新しい身体を手にした気持ちにさえなった。

　この屈くつ辱じよくに比べれば。

　他はすべて些さ事じだ。

　あの女。

「生まれてきたことを後こう悔かいさせてさしあげてよ」

　彼女は微ほほ笑えんだ。

　どんな姿になっても、彼女の美しさはあせない。それはまるで女め神がみの微笑みだった。

　女神は哄こう笑しようした。

　そして次の瞬間、ぱたりとその場に倒れた。

　意識を失ったのだ。

　空腹のあまり。

　女神は餓が死し寸前だった。
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「冗じよう談だんでしょう？」

　鳥とり代しろは声を上げた。

　そこは東の国の王おう妃ひのお茶会で、王妃の側そばには彼女と親しいご婦人方が顔を並べている。いずれ劣おとらぬ美女ばかりで、夫の頭が上がらない恐きよう妻さい揃ぞろいだ。

　母である王妃が中心となって開くそのサロンに招待された時、東の国の第一王子である鳥代は少なからず悪い予感を覚えたが、少しでも顔を出さなければ後々まで文句を言われるのはわかっている。

　だから彼は紅茶を一杯飲む間だけという条件付きで、この場に参加しているのだ。

　そこでとんでもないことを言い渡わたされた。

「冗談だなんて、殿下」

「私の娘も参加させていただく予定ですのよ。覚えていらっしゃるかしら？　以前ご紹介したと思うのだけれど」

「まぁ。抜ぬけ駆がけは駄だ目めよ。それを言うなら私の姪めいっ子こだって」

　口々に言い始めたご婦人方を、王妃が軽く手を上げて制した。王妃は、そのままその手を口にあて、上品に微笑んだ。

「もう決まったことなのよ、鳥代」

　王妃の声は鈴すずの音ねのようだ。

　可か愛わいらしいのに、意外なほどに響ひびく。

　鳥代は口の端をひきつらせた。

「次の舞ぶ踏とう会かいで、お前には花はな嫁よめを見つけてもらいます。もういつまでも遊んでいていい年ではないのよ。わかっているでしょう？」

「しかし、ですね」

　なんだって？

　花嫁探し？

　悪い冗談だ。

　鳥代が抗議の言葉を紡つむごうと口を開けた時、王妃の夜よ闇やみのように黒い双そう眸ぼうがすっと細められた。

「以前噂うわさになった北の国境近くの子し爵しやくのご令れい嬢じようとはどうなったの？」

　鳥代はぎくりとした。

「この間は、異蛇領イーダルの侯こう爵しやく夫人から贈り物が届いていたようだけれど」

　彼は思わず目を逸そらした。

「私が紹介したはずの典てん里り公こう爵しやく夫人の従い姉と妹こ殿はどうしたのかしら？」

　鳥代は口を真一文字に引き結んで俯うつむいた。冷や汗がだらだらと流れてくる。ご婦人方の視線が痛い。

　なぜだ！　と鳥代は心の中で叫さけんだ。

　なぜ第一王子の女性関係をこの王妃は熟じゆく知ちしているのだろう。

　なんだかもう恐おそろしくて顔が上げられなかった。

　絶望的だ。

　間違いない。この人は本気なのだ。

　王妃はにっこりと微笑み、とても三人の子持ちとは思えない軽かろやかさで言った。

「嫁の顔を見るのを、楽しみにしていますよ」
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「灰かぶりシンデレラ。お前、ちょっと西の森へ行ってきてちょうだい」

　早苗さなえの二人の義あ姉ねは、まるでちょっと町まで買い物に行ってきてちょうだいとでもいうような気安さでそう言った。

　彼女達が早苗を灰かぶりシンデレラという愛あい称しようで呼ぶようになったのは、暖だん炉ろの掃そう除じをしていて珍めずらしいその金色の髪さえも灰だらけになった早苗を指差して大笑いした時からだ。

　お似合いね、と二人の義姉は笑った。

　二人は早苗の父の再婚相手の連れ子であった。再婚相手が家を出て行った時に彼は二人を引き取り、自分の娘と同じように育てた。

　義姉達は癇かん癪しやくもちで我が慢まんがきかず、早苗の父親が死ぬと家に仕えていた使用人は全員やめてしまった。するとあらゆる家事を義いも妹うとにおしつけ、自分達は着飾って頻ひん繁ぱんに社交界に出かけるようになった。

　その時から早苗の着る服は綺き麗れいなドレスからメイド服になったのだ。

　ある日、彼らの屋敷に東の国の王宮で開かれる舞踏会の招待状が届いた。

　王宮！　二人の義姉は舞い上がった。

　亡なき早苗の父は一代で成り上がった商人で、金はあっても社交界での地位は決して高くはない。招待される社交場も田舎いなかに引きこもった貴族がひっそりと開くパーティばかりだ。王族が主しゆ催さいするパーティとは格が違う。

　彼女達はその一世一代のチャンスに向けて、準備を怠おこたるわけにはいかなかった。新作のドレスがあると聞けば取り寄せ、髪を艶やかにする方法があると聞けばすぐ試した。

「木杷トウパをすりつぶしたのが肌にいいんですって」

　鶏とりがらのような身体とつり上がった目をした上の義姉が言った。

「もぎたてじゃないと意味がないようなのよ」

　豚ぶたのように鈍どん重じゆうそうな身体と細い目をした下の義姉が言った。

　彼女達が手にしているのは今王都で流行の婦人雑誌で、今月のテーマは『舞踏会に向けて最後の美容法』とあった。

　木杷トウパは広葉樹で、赤い実をつける。ビタミンが豊富だ。

　早苗は花がほころぶように柔らかく笑って答えた。

「わかったわ、お義ね姉え様」

　早苗が義姉達の我わが侭ままに否いなと言ったことなど一度もない。義姉達は満足そうに微笑み、お願いねと言った。

　西の森、つまり《赤い森》は東、西、南の三国の中央に位置する不ふ可か侵しんの森だ。舗ほ装そうされた道はなく、早苗達のように森の側で育ってきた人間でなければ入ろうなどと思いもしないような場所だった。

　早苗は次の日の早朝に起きて、家事をすべてすませてから出かけた。

　森の入り口の方にはまだ木の実を採とりに来た村人達が作った道とも言えない道があるが、木杷トウパは森の奥の低地に生はえる樹である。早苗は道がなくなってからも、さらに奥に進まなくてはならなかった。

　鳥の鳴き声がする。

　春の森は、ざわざわと揺らめいていた。あらゆるものが動き出す季節だからだ。

　生まれ出いでる季節。

　始まりの象しよう徴ちようだ。

　樹の幹から出た小さな芽。

　冬の間動物達が隠れていた穴あなの跡。

　まだ少しだけ冷たい空気。

　早苗は下生えを踏んだ。

　鬱うつ蒼そうと茂しげった木々のざわめきはしかし、春を寿ことほぐ音楽のように聞こえる。

　伸びる枝を避けて、導みちびかれるように奥へ行く。

　早苗は春が好きだった。

　森の中をしばらく歩いた先で、彼女は奇妙な物体を見つけた。

　うつぶせに倒れているので、一見してすぐに判断はつかなかったが、ぼろぼろの衣服から伸びている白いものは確かに人間の手足に見える。

　彼女はその人間らしき物体に近づいて、優しく助け起こした。

　軽い。

　長い黒髪がさらりと揺れる。

　早苗は驚いて目を見開いた。

　それは絵から抜け出てきたかのように、美しい女性だった。

　あら。

　と彼女は声を上げた。
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「広ひろ兼かねが行くのは今日か」

　言ったのは第三王子の広ひろ智ともだった。

「どこに行くんだっけ？」

　これは第五王子の広ひろ忠ただ。

「東だろ。なんでも鳥とり代しろの花嫁探し大会があるらしいぞ」

　第二王子広ひろ信のぶ。

「ほう。なぜそれに広兼まで行くんだ」

　第一王子である広ひろ義よしである。

「舞踏会だよ。春の」

　第六王子の広兼が訂正した。

　そこは南の国の王宮の食堂で、長いテーブルを、五人の王子と一人の王子妃、国王、王妃とそして四人の側室が囲んでいる。第四王子が不在なのは、今現在出しゆつ奔ぽん中ちゆうであるからだ。出奔といえば聞こえはいいが、要は家出である。三年前の話だ。

「春迎祭イビターの舞踏会ですよね」

　微笑んだのは第五妃。つまり国王の四人目の側室である。まだ子供はないが、国王のこの妃きさきの数と息子の数を考えれば、まだまだ望みはあると言えよう。

「私達も後から行くわ」

　王妃がそう言って微笑んだ。南の国から今年の舞踏会に参加するのは第六王子である広兼と、王妃と第五妃の三人である。

「いいなぁ。私も行きたかったわ」

　ため息をついたのは第三妃。第五王子広忠の母親である。

「来年は私と三妃殿下で行きましょうね」

　柔らかく笑ったのは広信と広兼の母親である第四妃だ。

　舞踏会のような社交の場が苦手な第二妃だけが、黙もく々もくと目の前の朝食を口に運んでいる。

「花嫁探しってなんですの？」

　夫にこっそりと聞いたのは、第三王子妃である。六人の王子の中で、第三王子だけが既き婚こん者しやだった。

「なんでも今回はそういう趣しゆ向こうらしいが……本当のところはどうなんだ？　広兼」

　適てき齢れい期きの姫君が一人もいない南の国では、東の国の王子の花嫁探しは、蚊か帳やの外のお話だった。詳しいことは誰も知らないのだ。

「鳥とり馬ば鹿かの女好きに国王がうんざりしたんじゃないの」

　末の息子のこの台詞せりふに、国王が豪ごう快かいに笑った。

「まさか。鳥代殿下はあそこの王そっくりだ。うんざりしたとしたら妃殿下の方だろう。あの方は、夫と息子の女おんな癖ぐせの悪さには日々辟へき易えきしているはずだからな」

　国王のその言葉に、五人の妃が笑う。

「五人も妻がいる父さんが言えることじゃないと思うけど」

　広忠が苦笑して言った。全くその通りだと広兼は同意した。

　東の王はなんだかんだ言って一人も側室を持っていない。普通、王ともなれば複数の妻を持つものだけど、そうしないのだから南の王よりも誠実かもしれない。

「あら。陛下はいいのよ」

　まず王妃がにっこりと笑った。

「そうね。陛下はいいのよね」

　第四妃も微笑む。他の妃達も「そうよね」と次々に同意を示し、あまつさえ第三王子妃までもがそうですよねと頷うなずいた。これに顔色を変えたのは愛妻家の第三王子だ。

「ちょっと待て。なんで君まで同意する。まさか。陛下目当てで僕と……」

「まぁそんな。広智様のことも大好きですわ。特にお顔が」

　小さく首を傾かしげて第三王子妃が笑う。「ああ」と広信が言った。

「そういや智君は一番父上様に似てるもんな」

「こら信。話をややこしくするな」

　広義にたしなめられ、広信は肩をすくめた。

「噓うそだ！」

　広智は衝しよう撃げきを受けた様子でがたんと椅い子すから立ち上がった。目には涙さえ浮かべている。

　第三王子の次の行動をその場にいた全員が正確に予想できた。王妃はテーブルが揺れた時のために王と自分のグラスをそっとおさえた。

「噓だぁあああ！」

　そしてその予想通り、第三王子はガタン！　と椅子をけっ倒してテーブルを揺らし、食堂から飛び出していってしまった。後に涙の輝きを残して。

「はっはっは。広智は忙しいなぁ」

　王が豪快に笑うと、妃達も続いて笑った。

「広智様はとてもかわいらしいですわ」

　第三王子妃は楽しそうに言う。

　広兼はため息をついた。

　南の国では、可能な限り皆で食卓を囲むのが習慣である。仲はいいのかもしれないが、時々うるさい。

　彼は、静かな東の国に思いをはせた。あそこでなら誰だれにも邪じや魔まをされずにゆっくりできるだろう。南の第六王子は、それだけが楽しみだった。

　彼は手を上げて給仕を呼ぶと、さっきの衝撃でグラスが倒れ、台なしになった朝食をさげさせた。
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　王おう伊いは、なるべく城にはいないように努めていた。

　そうすることで可能な限り面倒事から遠ざかっていたかったのだ。彼には兄が一人いるが、その兄は彼を警けい戒かいしている。兄が側室から生まれ、弟である自分が正妃から生まれてしまったがために、第一王子として彼が所持している王位継承権を奪われるのではないかと危き惧ぐしているのだ。

　もちろん王伊にそのつもりはない。

　国王になるなど面倒なだけだ。

　だからこそ彼は自分が王位を狙ってなどいないと暗あん黙もくの主張をするために、たびたび王城を空けた。

　今回東の国で開かい催さいされる舞踏会に出席するというのも、格かつ好こうの口実だった。これを機に向こうに数日滞在すればいい。面倒な継承問題から少しでも離れられるのならそれだけでも行く価か値ちはあった。

　王伊は。

　ただ一人が手に入ればそれで満足だった。

　彼には幼い頃から想おもっている女性がいた。

　名前はわからない。

　どこの誰なのかもわからない。

　今現在、生きているのかさえもわからない。

　けれど覚えている。夢に見るのだ。何度も。

　赤い髪。

　透すき通る声。

　甘い笑顔。

　ここ最近、ひどくそわそわとしていた。

　重要な何かが今現在進行し始めていると、そういう予感があった。

　それが具体的になんなのかはわからなかったが。

　うずく。

　彼は揺れる馬車の中で目を瞑つぶっていた。

　おそらくあと半日ほどで東の国に着くだろう。

　今年の舞踏会は、彼の友人である東の第一王子の花嫁探しも兼ねているという。多くの女性が集まるから、もしかしたら彼が探し続けた赤い髪もあるかもしれない。

　そう期待する一方で、それはないだろうと否定する気持ちもあった。

　もっと。

　きっと運命的だ。

　自分と、彼女の再会は。

　赤い髪。

　透き通る声。

　甘い笑顔。

　目を瞑るだけで鮮せん明めいに思い出せる。

　せめて名前を思い出せたなら、その名を何度でも呟つぶやくのに、と。

　王伊はため息をついた。
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　彼女には約束をした人がいた。

　生まれてすぐ悪い魔女に呪のろいをかけられ、十八になったら永と遠わの眠りにつく運命を負っていた。それは容よう易いには破れない魔法で、その代わり彼女は生まれ変わって会おうと恋人と約束した。

　十八になり。

　眠りに落ち。

　彼女が眠る塔とうはそれを守る茨いばらに囲まれ。

　彼女に近しい者は皆死に。

　そして彼女は一人になった。

　けれど彼女は眠り続けた。

　彼女が眠っている間に、王国は滅ほろびた。彼女の眠る塔は森の中に閉ざされ、その周りに三つの国ができた。

　魔女さえも彼女のことを忘れ、森に住む鳥や獣けもの以外は三国の誰も彼女の存在さえ知らなかった。

　ただ彼女の物語だけが眠り姫という童話となって、国の子供達の子こ守もり唄うたとなった。

　彼女は夢を見ていた。

　ずっと在ありし日の夢を見ていた。

　――生まれ変わって迎えに行く。

　彼はそう言った。

　――君の名を呼ぶから。

　彼以外、誰も呼ぶことのないこの名を。

　――だから待ってて。

　待ってて。
















　さて。

　あるところに白しら雪ゆき姫ひめと呼ばれる女がいた。彼女は雪のように白い肌と黒檀のように輝く黒髪を持って生まれた。そして白雪姫と呼ばれ皆に愛され、美しく成長して美しい娘になった。けれど彼女の継まま母ははである王妃は彼女のその美しさを妬ねたみ、ついには彼女を城から追い出してしまった。

　あるところに灰かぶりシンデレラと呼ばれる女がいた。裕福な商家に生まれながらも、幼い頃に母を亡くし、次ついで父も亡くした彼女は、父の再婚相手の連れ子である義姉達と暮らしていた。義理の姉達は彼女を灰かぶりシンデレラと呼んでメイド同然に扱った。料理がまずいと言ってはスープを投げられ、廊ろう下かを歩くのに邪魔だと言っては掃除中のバケツをけり倒された。周囲は彼女が哀あわれだと、ただ同情するだけだった。

　あるところに眠り姫と呼ばれる女がいた。二百年ほど前、ある王国の王女として生まれた彼女は当時仲間はずれにされていた魔女の逆さか恨うらみをうけて、悪い魔法をかけられてしまった。その魔法通り、彼女はやがて魔法の眠りについた。彼女を守るのは彼女が眠る塔に張り巡らされた茨のみで、長い年月の中で彼女に近しかった王も王妃も召使い達も皆死んでしまった。二百年という時間が、彼女を森の中に一人取り残してしまったのだった。

　あるところに三つの王国があった。

　アザミの花と笛ふえの紋もん章しようをいただいた東の国には、女好きな第一王子がいらっしゃった。

　糸巻きと馬の紋章をいただいた南の国には、自分に正直な末の王子がいらっしゃった。

　小麦と剣の紋章をいただいた西の国には、ロマンチストな第二王子がいらっしゃった。

　あるところに《赤い森》と呼ばれる森があった。

　それは東と西と南の三国に囲まれ、どの国の領土にも属さない不可侵の森だった。

　その森で。

　そもそもすべてが始まった。







　１　あるところに一人の魔女がいました







「諸しよ君くん。由ゆ々ゆしき事態だ」

　目の前の卓を大げさに叩たたき、東の国の第一王子はのたもうた。

　ここは王都から馬車で二日と半分ほどの距離にある、《赤い森》に隣り合った小さな領地だ。東の国の第一王子は成人するとこの地で領主を務める習ならわしだった。ここはその領主の屋敷の、領主のための執しつ務む室である。

　今この屋敷の主人は、ある重要な会議に使うからと人払いをし、きたる舞ぶ踏とう会かいのために東の国に入国した西と南の友人をこの部屋に集めていた。

　けれども彼の友人である二人の王子は各おの々おのくつろぎきった格かつ好こうで本を読んだりあやとりをしたりしていて、この部屋の主あるじの発言には興味が薄そうだった。

「なんで？　国の内外から女性が集まってくるんでしょ？　その中からとびきりの美女を見つけ出して奥さんにすれば？」

　ふかふかの一人掛けソファに座り、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけて本を読む西の第二王子、王おう伊いが適当そうに言った。

　彼の側そばには布に包まれた細長いものが立てかけてある。中身は王伊愛用の大剣で、彼はいつも、肌はだ身み離さずそれを持ち歩いている。

「お前は王になるんだし、結婚してからいい女が見つかれば後宮に入れればいいじゃねぇか」

　南の第六王子は、寝ね椅い子すにだらしなく寝っころがりながら器用に紐ひもを操あやつっていた。あやとりをしながら頭の中で盤チ遊エ戯スをするのが最近の彼のお気に入りの遊びだ。肌が浅黒く、少し目つきが悪いのは何もあやりとをしているからではなく、生まれつきだった。

「いいわけあるか！」

　東の王子、鳥とり代しろは叫さけんだ。

　彼はその真っ黒な双そう眸ぼうを潤うるませ、わなわなと身を震ふるわせた。顔色が悪い。

「うちの父を見てみろ。少しでも他の女に色目を使おうものなら後宮から追い出され数日間口もきいてもらえない。一国の王がだぞ。側室なんて口にしただけで殺されるんじゃないかと怯おびえてる。あんなの地じ獄ごくだ。ありえん。絶対ごめんだ」

　数日前に母である王おう妃ひに花はな嫁よめ探しの件を言い渡わたされてから、鳥代は執務が全く手につかなかった。

　どうにかして。

　なんとしてでも。

　回かい避ひしなくてはいけない非常事態だ。

「お前の親おや父じ、可か哀わい想そうだな」

　南の王子の広ひろ兼かねがあやとりの手を止めずに同情のまなざしを投げた。

　南の国には王妃も含めて妃きさきが五人いる。それも皆仲がいいのだ。状況が天と地ほども違う。

　鳥代はなおも言った。

「あの人の性格なら、俺にも絶対父と同じものを求めてくる。王妃以外に目を向けようものならチクチクチクチクと嫌みたらしい言い方で責めてくるに決まってるんだ。女は王の愛だけを頼りに輿こし入いれしてくるのよ。それをないがしろにするつもり？　一人の女を幸せにできない人間が国を支えられるだなんて思わないことね。とかなんとかあー！　いやだ！」

　鳥代は頭を抱かかえてしゃがみ込んだ。はっきり言って情なさけない姿だ。領民にはとてもではないが見せられない。

　王伊は仕方なさそうにため息をつくと、本を閉じてそれを隣の小さなテーブルに置いた。肘ひじ掛かけに寄りかかり、頭を抱える鳥代を覗のぞき込こむようにする。

「はいはい。わかったから。やめてよ一国の王子がそんな情けない格好するの」

　自分が興味を持たないことには指一本動かそうとしないはずの西の王子のその言葉に、鳥代はぱっと顔を上げて輝かせた。

「王伊！」

「考えるのは広兼だけどね」

　王伊は寝椅子に寝たままの南の王子を見た。彼はあやとりを続けている。

　広兼は三人の中で一番頭の回転が速かった。子供の頃からどんな悪戯いたずらでも、最初に思いつくのはこの大家族の末っ子だったのだ。

「要は」

　広兼は言った。目線はあやとりのまま。

「お前の母親を納得させられればいいんだろ？」

　花嫁探しを言っているのは王妃だけだ。王は静せい観かん態勢にあり、どちらかというと鳥代に同情的な雰ふん囲い気きさえあった。

「そうだな」

　鳥代は頷うなずいた。だがその王妃の説得こそが難関なのだ。

「なら簡単じゃねぇか。ある理由があって結婚が難しいような女を連れて行く。そんで自分は彼女を心から愛していて、彼女以外の女性とは結婚したくないんですって言えばいい」

　広兼はニヤリと笑って鳥代を見た。

「東の王妃ならそれを聞いて他の女との結婚を無む理り強じいしようとはしないだろうな。『女は王の愛だけを頼りに輿入れ』するんだろ？　王の愛が最初から別の女に向いているんなら、王妃は最初から不幸になると決まってる」

　王伊は片目を細めて頰ほお杖づえをついた。

「でもそれだとその連れて行った人と結婚させられちゃうんじゃない？」

「だから、『ある理由があって結婚は難しい』のが条件だ」

「たとえば？」

「身分」

「ああ」

　王伊は納得したように言った。

「ロマンチックだね」

「身分が低くて、文句のつけようのない美人がいい。鳥代が惚ほれたっていうのに信しん憑ぴよう性せいが出る美人だ」

　噓うそだと見破られればそれで終わりだ。

　結婚は逃れられない。

「で？」

　王伊は鳥代を見た。

「いるの？　そんな美人」

「北の王女くらい美人なら文句のつけようもねぇだろうな」

　広兼は鼻を鳴らして笑った。

「性格わりぃけど」

「ああ、珀はく御ご前ぜん？」

　珀御前とは彼らが子供の頃につけたあだ名だ。北の王女の。

　誰だれもが知っている。今は亡なき北の国の王妃は、魔女に頼んだのだ。黒こく檀たんのように黒い髪と雪のように白い肌と血のように赤い唇くちびるを持った姫君が欲しいと。

　そうして生まれた姫君は誰もが目を見み張はる美しさを持っていた。

　美しい白しら雪ゆき姫ひめ。

　吟遊詩人デイヒルーはそう謡うたう。

「あの歌大げさだよね。そんなに綺き麗れいな子でもなかったと思うけど」

「うわ。でた。お前ほんっと目が悪いね」

　さらりと王伊が言った言葉に広兼が顔をしかめた。

　広兼は北の王女にあまりいい感情を持っていないが、かつて会った彼女が稀まれに見る美少女であったことは否定しない。妖よう精せいのようだった。父王に導みちびかれ、口を真横に引き結び、少年達の目の前に現れた彼女は。

　その、口を開く一瞬前までは。

　しかし王伊はにっこりと笑って言った。

「だって僕の彼女の方が美人だもの」

「その夢の話はもういいデスから」

　南の王子はため息をついて紐から離した片手をひらひらと振った。

　さすがに王伊は気分を害がいしたようだ。

「ちょっと。その言い方はないんじゃないの？」

「だって夢だろ？」

「何度も見るんだ」

「でも夢だ」

「彼女は実在してる」

「へぇ？」

　広兼は笑った。

「いる」

　声を上げたのは鳥代だった。彼は立ち上がった。

「いる。いるぞ。身分が低くて結婚に障害のある美人」

　身も蓋ふたもない言い方である。

「あ、何今ずっと考えてたんだ。諦あきらめて絶ぜつ望ぼうしてるんだと思った」

「俺も」

「完かん璧ぺきだ。うん。彼女なら条件次第で協力してくれる。やった。やったぞ！」

　鳥代は歓かん喜きの声を上げた。

「どんな美人？」

　広兼が身体を起こして聞いた。

　鳥代は自信たっぷりに答えた。

「控ひかえめで、柔にゆう和わ。笑顔が最高に愛らしい」

「身分は？」

「商家の娘」

「なるほど。そこそこに障害だね」

　王伊が頷く。

「それだけじゃない。彼女には西大陸の血が流れてる。髪は輝かがやかしい金で、目は空のような青だ」

　西大陸は海のずっと向こうにある巨大な大陸だ。科学が発達していて、西大陸人は皆色しき素そが薄うすいのが特とく徴ちようだった。

　東の国は、三国の中でも最も血を重んじている。王族が皆黒い髪に黒い眼めを持っているのがその証あかしだ。そこに異国の血を混ぜるのは禁きん忌きに近い。

「へぇ。完璧じゃねぇか」

　広兼は片かた眉まゆを上げた。

　西大陸との混血の子供はたまに見かける。かの大陸は各地で戦争が絶たえず、それを嫌けん悪おして流れてくる人間がいるからだ。ただ東大陸の血の方が濃く出るのが大方で、金きん髪ぱつ碧へき眼がんは珍めずらしいと言える。

「顔立ちは東よりだな。それに色が違うのがまた神秘的なんだ。普段は化け粧しようっ気けがないからわからないけど、着飾ったらかなりの美人になる逸いつ材ざいだ。いつか口く説どこう口説こうと取っておいたんだが、いや、よかった。早さつ速そく約束を取り付けよう」

「へぇー。『美女はすべて俺のもの』を座ざ右ゆうの銘めいにする鳥代殿下が、なんですぐ口説かなかったの？」

　王伊が楽しそうに聞いた。

「ちょっと変わった女性なんだ」

　鳥代はいそいそと執務机に回って便びん箋せんを取り出す。彼はいつでも恋人に文ふみをしたためられるように、机の中には常に香りつきの便箋を入れているのだ。

「普段は下げ女じよの格好をしている」

「は？　下女？」

「そう。父親が死んでから、彼女の姉が、姉って言っても義理の姉なんだが、この姉が家業を継ついでいる。で、その姉のあまりの横暴ぶりに屋敷中の使用人がやめてしまって、彼女が家事の一切を担になっているらしい」

「うわ、何それ。本当？」

「どうかな。ただ彼女自身はそれを苦にした様子はないみたいでな。ちょっと、他の女性とは違う感じがするんで、まぁ、万ばん全ぜんの態勢を整えて口説く必要があるな、と」

「なんだ。既すでに振られたんだ」

　歯切れの悪い言い方をする友人に、王伊が笑う。

　鳥代はむっとした。

「まだ振られてないぞ」

「でも一回万全の態勢を整えないで口説いたんでしょ？」

「振られてない。……相手にされなかっただけだ」

「駄だ目めじゃない。そんなで協力してくれるわけ？　それとも騙だますの？」

「人聞きの悪いことを言うな。安心しろ。条件次第で彼女なら協力してくれる。これは商取引だからな」

　広兼がああ、と納なつ得とくした声を上げた。

「なるほど、商家の娘か」

　東の王子は大きく頷いた。

「合理的なんだ」

「面倒くさそ」

　広兼は言って再び寝椅子に寝っころがった。あやとりを再開する。全く興味を失ってしまったようだ。

「何も考えてないような脳みその軽い女性がお前の好みか？」

　鳥代が笑った。この友人の性格はわかっている。

　物心ついた頃から夢で見る女性に焦こがれてきた王伊と、世界中の女性は自分のものだと豪ごう語ごする鳥代とは違うのだ。

「一晩の相手ならそれで十分だろ。妙みような欲が出てくると女はうざいんだ」

「うわー。広兼最悪だね」

　呆あきれた様子で王伊が言った。

「まぁ見てろよ」

　鳥代は肩をすくめる。そして悪戯っぽく目を細めた。

「お前も恋を知ったら変わるさ」

　恋？

　広兼は鼻で笑った。そういえば昔そんなことを言った男がいたなと思い出す。

　そして心の底から嘲ちよう笑しようして言った。

「ばっかじゃねぇの」
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　その女は、二年前に、突然北の国に現れた。

　王が狩りに出た際に連れ帰り、そのまま王妃となった。母を亡くしてもう十年近くが経たつので珀はく蓮れんとしては父王の再婚に反対などしたくはなかったが、この女はあまりに怪あやしすぎた。

　妙みよう齢れいの、妖よう艶えんな美女であった。

　長い睫まつげが影を落とす双眸は曇くもった空の色で、肌は透すけるように白かった。出るべき所が出た豊満な身体からだは、男が一度は手に入れてみたいと思う類たぐいのものだ。

　また、美しいだけではなく、知識も持っていた。特に歴史や、様さま々ざまな国の事情に詳くわしかった。

　当然だ。

　女は魔女だった。

　それは周辺の国々でまことしやかにささやかれる噂うわさであったが、珀蓮はそれが事実だということを知っていた。

　数百年前にはそれなりの権けん威いを誇ほこっていた魔女も、今ではその数も減り、伝説に近い存在になっている。魔法も同じだ。文ぶん献けんはあれど、一般的な人々にはそれはお伽とぎ話ばなしの中の方がなじみのある種類の言葉だった。

　けれど、北の王妃となった女は魔女だった。珀蓮はそう確信していた。

　それはただの勘かんではあったが、彼女は自分のその勘を何よりも信用していたし、王妃が自分の部屋で何やら鏡に話しかける怪しい場面も目撃している。

　だから珀蓮はずっと、この新しい母親をどうしても好きにはなれなかった。正体がわからぬ者を好きになれという方が無理というものだ。彼女は二年間ずっと、この外見だけは若すぎる継まま母ははと距離をおいていた。けれどその日、話しかけてきたのはその継母の方だった。

「殿下」

　後宮の中庭に面した場所にクッションを敷き、読書にふけっていた珀蓮を後ろから呼ぶ声がした。振り向くと、王妃が立っていた。

　王妃はその豊満な胸を強調するような黒いナイトドレスを身にまとっていて、首から大きなペンダントをさげている。丸い銀で、中央に赤い宝石が埋め込まれていた。

　清せい廉れんな美しさを持つ珀蓮とは違い、王妃には貪どん欲よくな人間らしい美しさがあった。凄せい絶ぜつで、現実的な美しさだ。

　彼女は珍しく供の者を誰も連れていない。珀蓮は立ち上がり、礼をした。

「これはお義か母あ様。ごきげんうるわしく」

　形だけだ。

　珀蓮は自分が王妃を信用していないことを、隠そうとはしなかった。

　むしろあからさまに、それを表現していた。

「何かご用ですか？」

　珀蓮は聞いた。

　王妃は微ほほ笑えんだ。

「物語を、ご存知？」

　珀蓮はあからさまに眉び宇うをひそめた。

「唐とう突とつですわね」

　王妃は彼女の言葉を無視して続けた。

「かつてこの地には一つの大きな国がありました」

　王妃の声は。

　まるで楽器のようだった。単音、和音。色いろ鮮あざやかな鍵けん盤ばんで作り上げられたような声。

　王が彼女の声を絶ぜつ賛さんしているのを珀蓮は知っていた。けれど彼女はこの声があまり好きではなかった。

　何か。

　引きずられるようだ。催さい眠みん術じゆつをかけられているよう。

　王妃は微笑んでいる。

　目を細めて。

　首にさげた、赤い宝石が血の固まりのように見える。

「その国にはすべての英えい知ちを得て魔法を操る魔女達と、その魔法を破る破は魔まの一族と、勇ゆう猛もうな軍人の一族と、知ち略りやくに長たけた賢けん者じやの一族がいたのです。四者は皆均きん衡こうした力を持っていました。けれどその国で一番強いのは魔女達でした。なぜなら、彼女達は多くのことを知っていたからです。世界の理ことわり。世の輪りん廻ね。あるべき姿。天と地。流れ」

　それは吟遊詩人デイヒルーも謡う物語だ。

　一つの大きな国とは、ここより南方にある三国のこと。《赤い森》を囲んだ三つの国は、かつて一つの国だった。これは、史実だ。

　有名な話だった。

「魔女は万能だった」

　王妃が言う。

「敬うやまわれ、畏おそれられるべき存在だった。そうね。神のように。崇あがめられるべき存在だったの」

　彼女は謡うように言う。

「昔、あるところに一人の魔女がいました」

　珀蓮は一歩後ろに下がった。

　王妃が、一歩足を前に出したからだ。王妃は彼女のその、無意識と思われる後退を見て笑った。珀蓮は舌打ちをしそうになった。

「彼女は魔女が、人間達と同等に扱われている王国を憂うれえていた。本来一番に扱われるべきは魔女なのに、一番は国の王だった。愚おろかだとは思わない？　血筋だけで連れん綿めんと続く一族よりも、真実能力を持つ者の方が優秀なのは誰の目にも明らかなのに」

「無条件に行こう使しできる力を持つ者が頂点に立つことこそが愚かですわ。それはただの独裁にしかなりえないもの」

　珀蓮はかろうじてそう言い返した。

　彼女も、王族だ。

　王の仕事を理解している。それは民を導き、守る。決して力でおさえつけるようなものではない。王は国のために存在するのではなく、民のために存在するのだ。

「弱者の考えね」

　王妃は無知な者を見るように憐あわれんだ様子で言った。

「殿下――いえ、珀蓮。そうね。最後くらい、母親らしく、一つ、教えておいてあげる」

　最後くらい？

　珀蓮は目だけですばやく周囲の様子を確認した。

　背後は中庭だ。扉とびらは王妃の後ろにある。この場から逃げ出すには、中庭を突っ切り、開け放たれた窓を越え、外庭から回っていかなければいけない。彼女は頭の中で最もふさわしい経路を探索した。

　王妃は。

　既に、その正体を露あらわにしていた。

　別にその姿形が変わったわけではない。

　けれど。

　その。

　雰囲気が。

　ひどく気持ち悪い。

　吐はき気けがする。

　王妃ではない。

　人ではないのだ。

　貪欲で、強ごう欲よくで、美しい。

　人の形をしたもの。

「なんの力もない普通の人間が、魔女に勝るなどあってはならないのよ。吟遊詩人デイヒルーが謡う、白しら雪ゆき姫ひめ」

　まるで世界の理のように言う。

「あなたは、誰なの」

　珀蓮は誰すい何かした。その声が震えなかったのは、彼女の矜きよう持じだ。

　すると、女は哄こう笑しようした。

「まぁ。聡明なあなたともあろう方がとんだ愚ぐ問もんだわ」

　女は右手で首にさげたペンダントを撫なでた。

　銀は月に通じている。月には魔力を高める効力がある。

「あたしはね」

　なんて。

　不思議な。

　声だろう。

「魔女よ」

　この時、珀蓮に躊ちゆう躇ちよはなかった。本能ともいえる反射神経で、踵きびすを返してその場から逃げようとした。

　しかし遅かったのだ。

　彼女の背後で、魔女がペンダントの裏を掲かかげた。

　それは鏡だった。

　第三者がそれを見ていたら自分の目を疑っただろう。逃げる北の王女の背を映した鏡が突然歪ゆがみ、波打った。そして次の瞬間には、黒い何かが鏡を飛び出していた。

　鏡の中から出てきた黒いどろどろとしたものが珀蓮を捕らえる。囲い込む。

「安心なさい。殺しはしないわ。直接はね」

　魔女が哄笑した。

　けれどそれももう珀蓮には聞こえなかった。

　ひどくツンとしたにおいと暗い闇やみに搦からめ捕られる感覚に背筋が凍こおる。

　もはや彼女は闇の中にいた。身動きがとれない。意識が遠のく。

　珀蓮は、自分があまりに美しすぎるせいでこれらの災さい厄やくがまいこんだのだと承知していた。頭のいかれたあの王妃はいつも自分の持っている鏡にこう話しかけていたのだ。

　鏡よ鏡。世界で一番美しいのは誰？

　例えば珀蓮が確信していたように、あの女が人間ではないのなら。そう、魔女、であるのなら。

　鏡はなんと答えただろう。

　珀蓮が王妃に勝っているものといえば、その美しさだった。

　成長して、大人おとなの女性となった北の王女は、誰もが息を呑のむ美しさを持っていたのだ。

　鏡は答えたに違いない。

　北の国の王女が一番美しい。

　世界で。

　もっとも。

　一度も、それを望んだことはないのに。
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「ありがとう、伊い央お」

　玄関先のソファに女性を下ろし、石でできた床の上に四つんばいになってぜーはーと肩で息をする伊央に、早苗さなえは台所から水を汲くんで持ってきた。

「ちょ、待って。早苗、俺、運ぶ。部屋、まで」

　途と切ぎれ途切れにそう言うと、伊央は座りなおして早苗から受け取った水を一気に飲み干ほした。

　伊央は今年で十二になる。この町に一人しかいない医者の息むす子こだ。

　早苗は森で見つけた美女を背負い、伊央の父の診療所に行った。伊央の父の見立ては栄養失調。今診療所の二つしかないベッドは他の患かん者じやで埋まっていたため、早苗が件くだんの美女を連れて帰ることになったのだ。

　早苗が美女を家に連れて帰るのを手伝うために呼ばれ、早苗が一人で森に入ったことを聞かされた伊央は真っ先に早苗を叱しかった。

　馬ば鹿かじゃないのか早苗。なんでそんな危ないことするんだ。

「十分よ。部屋まですぐそこだもの。それより、荷台から私の荷物を持ってきてもらえると助かるわ。驢ろ馬ば達も、あのままにしておくと逃げてしまうかもしれないわよ」

　早苗がなだめるようにそう言うと、伊央は口を尖とがらせる。

「だい、じょうぶだ」

　まだ少し肩で息をしている。

　早苗は笑った。

「ありがとう伊央。でも本当に大丈夫だから。ね」

　早苗は手を伸ばして、汗で張り付いた伊央の前髪を払ってやる。彼は心ここ地ちよさそうに目を細めると、すうと息を吸って、はぁーと大きくため息のような息を吐はいた。

　そして息を整えて、目の前に階段のある広い玄関を見回す。

「あの、クソ女達はいないの？」

「伊央」

　クソ女が誰を指すのかわかったので、早苗は顔をしかめて目の前の少年をたしなめた。

「私の義あ姉ね達よ」

　早苗の二人の義姉は、今夜隣町の男だん爵しやく家で行われる社交パーティに出席するために今け朝さ早く馬車で出かけていった。おそらく帰ってくるのは明日になるだろう。

「どこが。あんなん早苗の姉ちゃんじゃないだろ。似てないし、大体、早苗を一人で森に行かせるなんて、馬鹿じゃねぇのか。早苗だって、あの森、普通の森じゃないの知ってるだろ。俺らだって道がある所までしか入らないんだぞ」

　伊央は目をつり上あげて早苗に詰つめ寄よった。

「早苗が無事出てこられたことの方が不思議なくらいなんだからな。昔あの森に入って、出てこなかった奴が何人もいるって、親父が言ってただろ」

　けれど早苗はあら、と反論した。

「でも先生は私が森に入って彼女を見つけていなかったら、彼女はそのまま死んでいたかもしれないともおっしゃっていたわ」

「こんな重い女どうだっていいよ。とにかく、あのクソ女達甘やかすのもいい加か減げんにしろよ。本当なら早苗がこの家の主人なんだから、あんな奴ら追い出してやればいいんだよ」

「お義ね姉え様達をそんなふうに呼んじゃだめよ」

　そう言うと、早苗は人差し指を立てて、とても重要なことを話すように「それに」と続けた。

「この人を重い女だなんて言って、後こう悔かいするわよ。こんなに綺麗な人、国中探したって他にいないかもしれないんだから」

　肌には切り傷があって荒れているし、髪だってごわついてしまってはいるが、すぐ横のソファで眠る女性の美しさはそれによって損そこなわれるようなものではなかった。伊央の父だって、最初彼女を見た時は息を呑んで、少し見み惚とれたようになったのだ。

　薬を飲ませる時に一度だけ開いた彼女の双眸は綺麗な暗あん褐かつ色しよくで、光があたった一瞬には青に見えた。早苗の持つ空のような青ではなく、童話の中にある宝石のような青だ。とても綺麗だと早苗は思った。

　けれど伊央はふんと鼻を鳴らした。

「綺麗かもしんないけど俺は嫌いだ」

　最初に伊央が彼女を見た時に、彼は少し怯えたような様子を見せた。

「だって、変だろ。その女」

　今だって伊央は眠る彼女の顔を見ようとはしない。

　伊央は敏びん感かんな子供だった。

　綺麗すぎて怖こわいのだ。

　早苗は困ったように笑うと、「さあ」と言って立ち上がった。

「じゃあ伊央は、私の荷物を持ってきてもらえる？」

「俺が運ぶってば」

　慌あわてて立ち上がった少年に、早苗は悪戯っぽく笑いかけた。

「あら。彼女は私の部屋に運ぶのよ。男性が一人で女性の部屋に入るつもり？」

　そう言われて、伊央はたじろぐ。

「別に、そんなん」

「じゃあ荷物をお願いね」

　そうしてにっこり笑われると、伊央はもうそれ以上何も言えなくなる。ちぇっと彼は舌打ちをすると、おとなしく荷物を取りに行った。

　そんな彼を微笑ましく思いながら見送って、早苗はもう一度女性に目を向けた。

　普段は荷物を置いたりするのに使うソファは、赤いビロードで少し手て狭ぜまだ。その上で身体を折りたたむようにして眠る女性は、女め神がみのように美しい。髪を洗って、肌を整ととのえればきっともっと輝くように綺麗になるだろう。

「さすが白しら雪ゆき姫ひめね」

　早苗は言うと、外出用の麻あさのスカートのポケットから、小さな手鏡を出した。

　鏡の裏は銀色で、精せい緻ちな装飾が施ほどこされている。持ち手があって、その柄えの部分に赤い宝石が埋め込まれていた。

　早苗は慈いつくしみをこめてその手鏡を少し撫でると、おもむろに鏡に向かって話しかけた。

「茨いばら姫ひめ」

　すると少しして、鏡に映った早苗の顔が歪み始めた。早苗にとっては見慣れた現象だが、何度見ても不思議に思える。鏡の中はまるで子供が水に手を突っ込んだように揺ゆれ、その向こうに木々の茂しげる森が見えた。そしてやがて歪みは収まり、一つの像を結び始める。

　その像が確かな形を形成する前に、声がした。

　――ほんに、美しいかんばせじゃのぅ。

　早苗は笑った。

「開口一番がそれ？」

　それは女性だった。

　いつの間にか現れ、少し屈かがんでソファで眠る女性を覗き込んでいた彼女が振り向くと、長い髪がさらりと揺れた。波打つ絹きぬ糸いとのようなその髪は足先までついて、さらに後ろに流れている。顔立ちは整っていて、どちらかというと妖艶と評される雰囲気だ。目元が凜り々りしく、鼻筋がすっと通っている。着ているのは時代遅れの、胸のすぐ下を縛しばったドレスだった。

　何より特とく筆ひつすべきは、彼女が透けているということだ。

　彼女は無色半透明で、その後ろにあるはずの花か瓶びんとそこに生いけられた花が早苗の位置からでも見えた。

　彼女は微笑んでいた。

　――美しいものを好むのは女の性さがじゃ。あのような小さな子供にはわからぬだろうがの。

　伊央のことだ。

　早苗は苦笑した。

「繊せん細さいな子なのよ」

　――そして残ざん酷こくじゃ。

　なんのことを言っているのか早苗にはわかった。でも何も言わなかった。

「茨いばら姫ひめ、その人を二階の奥の部屋に運んでもらえないかしら」

　――おや、そなたの部屋ではないのかえ。

「さっきのは噓よ」

　早苗は笑顔のまま正直に答えた。

　ああ言わないと、伊央は頑がん固こに食い下がっただろう。小さい頃からそうなのだ。けれどあんな状態で階段を上ったら二人で転がり落ちてしまうかもしれない。そんな恐ろしいこと、想像もしたくなかった。

　茨いばら姫ひめと呼ばれた女性は口元を隠して上品に笑った。

　――妾わらわは早苗のそういうところが気に入っておる。よかろう。

　茨いばら姫ひめはそう言うと、その指先をソファで眠る女性に向けた。

　すると、彼女を包んでいたシーツが意思を持ったかのように動き、まるで花か弁べんのように彼女を覆おおってふわりと浮いた。

　伊央がこの場にいたのなら、驚きよう愕がくして声を失っていただろう。

　それは魔法だった。

　魔法。

　薔ば薇らの香りがした。早苗は、ああ、あれは薔薇の花弁なのだと思う。あの綺麗な人は今、薔薇の花弁に覆われたのだ。そしてふわりふわりと浮いたまま、玄関の正面の階段に向かった。あれを上がって右に曲がり、まっすぐに行けばつい昨日掃そう除じしたばかりの客間だ。

　花弁に囲まれた彼女が階段の上の廊ろう下かを右に曲がったのを見届けた後に、玄関の扉ががちゃりと開けられた。

「早苗」

　伊央だった。

「荷物これだけ？」

　彼は外に立ったまま早苗の籠かごを差し出した。

「ええ。ありがとう。お茶でも飲んでいく？」

「ううん。ちょっと郷ごう路じのじいさんのとこに寄るから」

　郷路は八十を越えた老人で、今町の東の方の家で一人暮らしをしている。いろいろな昔話を知っていて、早苗も小さな頃は彼から様々なお伽話を聞いたものだった。今では外を出歩くこともままならないらしく、伊央か伊央の母が定期的に薬を届けがてら様子を見に行っている。

「そう。あ、じゃあね」

　早苗は言うと、右手に持ったままだった鏡をポケットに入れて、籠の中を探った。彼女が取り出したのは、大きな葉が三枚ついた紫むらさきの花だった。まだ乾いていない土のついた根がある。

　伊央は目を見張った。

「龍枝ローエじゃんか。しかも葉が三つ」

　早苗は嬉うれしそうに笑った。

「二葉のも咲いていてね、そっちはお義姉様達にあげるんだけど、こっちは伊央にあげるわ」

　龍枝ローエは春先のある一定の時期にしか花をつけない植物である。正確には、花をつけている間だけ龍枝ローエと呼んで、それ以外の時は蛇枝デイーエと呼ぶ。なぜなら花が咲いているかいないかで葉の成分が大きく異なり、花咲きの龍枝ローエの葉を煎せんじたものは、万病に効くと言われているからだ。蛇枝デイーエの中にはずっと花をつけないものも多く、そうするとその辺の雑草にまぎれていても区別がつかない。葉は大きいが少なく、二葉が一般的で、三つ葉は市場でも比較的珍しかった。

　龍枝ローエの葉は肌にもいい。木杷トウパは採とってこられなかったが、珍しい龍枝ローエの、しかも採りたてなら、義姉達も機き嫌げんをなおすだろう。

「郷路のおじい様にも煎じて差し上げてね」

「すげぇ。じいさん踊おどりだしちまったらどうしよう」

「一緒に踊ってさしあげなさいな」

「やだよ。あ、そうだ」

　伊央は思い出したように言った。

「早苗、本当に、森にはもう行くなよな」

　彼は眉み間けんに皺しわをよせ、怖い話をする時のような声で続けた。

「俺、郷路のじいさんに聞いたんだ」

　町の子供は皆、あの老人のお伽話を聞いて育っている。

　それは国も時代も様々で、早苗は特に、海の向こうの国の話を多くせがんだ。

　早苗の母の、生まれた所だからだ。

「あの森には魔女がいるんだよ」

「魔女」

　早苗は繰くり返した。

「そうだよ。噓じゃないんだ。本当だよ。郷路のじいさんが言ってたんだ。早苗が無事に帰ってこられたのは、きっとたまたま魔女が留る守すだったんだよ。運がよかっただけなんだ。だから本当に、もう森に行っちゃ駄目だぞ」

　伊央があまり真ま面じ目めな顔をして言うので、早苗は「でも」と言おうとしてやめた。その代わり、にっこりといつのもように笑って、

「わかったわ」

　と答えた。

　伊央の馬車が町の方へ帰っていくのを庭先で見送ってから屋敷に戻ってきた早苗は、頰ほおに手をあてて首を傾かしげた。

「魔女って、もしかして一般的に悪者なのかしら」

　――魔女が皆悪者であれば、今頃この辺り一体は魔女の支配下じゃな。

　ソファに座っていた茨いばら姫ひめはそう言って笑った。

　彼女を見て、早苗は呆あきれたような顔をする。

「何も隠れなくても、伊央に紹介してあげたのに」

　――怯えて逃げてしまうよ。

　茨いばら姫ひめはどう贔屓ひいき目めに見ても普通の人間ではない。今だって、彼女が透けているのでソファの赤い色が見えるのだ。ほとんどの人間が、彼女を目撃したら幽ゆう霊れいかその類たぐいのものだと思うだろう。

「うーん。そうね、そんなことないわなんて言えないわね、残念だけど」

　正直に言う早苗に、茨いばら姫ひめは笑った。「でも」と早苗は言った。

「でも私は、別に怯えなかったし、逃げなかったわ」

　――そなたは特別じゃ。妾を幽霊だと思っておったのに、怖がらなかった。

　茨いばら姫ひめが自分が幽霊ではないという証しよう拠こに初めて魔法を使った時、早苗は目を大きくして聞いたものだった。

『じゃあ魔女は皆そんなふうに透けているの？』

「伊央だってあなたに会ったらわかるのに。魔女が結構いい人だってことが」

　――さて、どうであろう。

　茨いばら姫ひめは妖艶に微笑んだ。

　その声は、いつも、歌っているように聞こえる。

　――人は異い端たんに敏感じゃ。そなたも知っておろう、金色の髪の灰かぶりシンデレラ。

　金色の髪の灰かぶりシンデレラ。

　この町で早苗のことを知らない人間はいなかった。それは彼女が町外はずれの屋敷の娘だということもあるが、何より、早苗のその髪と眼の色のせいだった。

　秋の稲いな穂ほのような金髪と、晴れた日の空のような青い双眸。それは黒髪と茶系の双眸が多いこの大陸ではひどく目を引いた。今でこそ彼女は町のほとんどの人間とうまくやれているが、中にはまだ彼女を異国の娘だと嫌悪する人間もいるのだ。

「知っているわ」

　早苗は首を傾げて笑った。

「けれどそんなことを気にしてどうするの？　人は皆異端よ。同じ人間なんか一人もいないもの」

　――そうじゃ。けれど、そなたのように強い者は世界には意外と少ない。

　茨いばら姫ひめは目を逸そらさない。彼女は時々こういう目をする。相手を試すような。その器き量りようを、測るような。

　魔女だからだろうか。

　ただの人ではない、ひと。

『だって、変だろ。その女』

　顔をしかめて少年は言った。

　あの時早苗は、少し悲しかったのだ。伊央とその家族は早苗を拒きよ絶ぜつしなかったが、そんな伊央が、美しすぎるあの人を拒否したのが、悲しかった。

　まるで自分に対してそう言われたように傷ついたのだ。

　異端を否定する。

　拒否する。嫌悪し、迫はく害がいする。

　それはあるいは人間の性なのかもしれない。それを早苗は否定できない。

　けれど。

「でもそれを克こく服ふくできるのも、人間の性よ」

　早苗は答えた。

　当初早苗を嫌っていて、最終的に彼女を受け入れてくれた人もこの町にはたくさんいた。

　人は変わる。

　冷たかった目が、柔やわらかく微笑む瞬間を、早苗は確かに見たことがあるのだ。

　その時である。

　ガタン！　という大きな音がした。

　見上げると、階段を上がったところに置かれた花瓶が倒れて、飾っていた白しら百ゆ合りが床に落ちていた。

　そしてその花瓶のすぐ側にある階段の手すりにすがりつくように、彼女は立っていた。

　白雪姫。

　彼女がそう呼ばれるのは、誰も触れたことがない新雪のようにすべらかな白い肌を持っているからだ。

　その肌の中で一ひと際きわ大きく見開かれた双眸は暗褐色の宝石のように輝いていて、軽く開いた唇は鮮やかに赤い。

　彼女は奇跡のように美しい。

　魔法のように。

　誰もが心奪われる。

　心惹ひかれる。

　麗うるわしい白雪姫。

　その白雪姫はしかし、今は盛大に眉間に皺をよせていた。心なしか、ただでさえ白い肌が今は青ざめているようにも見える。彼女はその白く細い、陶とう器きのような手を伸ばし、階下を、早苗の方を指差した。

　麗しい白雪姫は、わななく唇で、悲鳴のように言った。

「お化ばけ！」

「まぁ」

　――失敬な。

　茨いばら姫ひめは顔をしかめた。
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　なんだ。

　この状況に、ついていけない。

　珀はく蓮れんは困こん惑わくしていた。

　目が覚めたら見覚えのない部屋にいて、ふらふらする身体を叱しつ咤たして部屋を出たら階段の下に異国の色を持った下女らしき女とお化けがいた。

　お化けだろう。

　あれはどう見ても。

　だって半透明だ。

　そう思って思わず「お化け！」と叫んだら、『失しつ敬けいな』とお化けが喋しやべったので声を失った。

「まぁ、お目覚めになったのね」

　下女が言った。

　違い和わ感かんを覚えたのは、彼女が発した言葉が聞きなれたこの辺りの国の言葉だったからだ。金髪碧眼は海を越えた向こうの大陸人が持つものなのに。

「大丈夫ですか？　無理をしないで」

　下女が階段を駆かけ上ってくる。

　珀蓮は必死で頭の中を整理しようと努めていた。

　そもそもなぜ自分はこんな所にいるのだろう。

　あの。

　住み慣れた籠のような王宮の奥ではなく。

　このような。

　場所に。

　その時珀蓮ははっとした。

　記憶が波のように押し寄せてきた。

　あの日王妃が身につけていた首飾り。

　銀色の。

『なんの力もない普通の人間が、魔女に勝るなどあってはならないのよ』

　そう言った。

　魔女。

　闇に捕らわれて。

　そして目が覚めたら森にいたのだ。

　そうだ。彼女は森に放り込まれた。

　そして三日三晩、まるで猿さるのような生活を強しいられた。

　木に登り、木の実を採り、スカートは裂さけ、夜は獣けものに食いちぎられる夢を見て怯えた。肌は荒れ、唇はかさつき、髪は艶つややかさを失った。

　ああ。なんてことだ。

　そして自分は倒れたのだ。おそらく、空腹で。採った木の実は齧かじってみるとひどく苦くて食べられたものではなかったのだ。

　空腹で！

　こんな恥ち辱じよくがあるだろうか。

　この、自分が。

　北の王女たる自分が。

　食べるものがなくて、気を失ったのだ。

　そんなこと。

「大丈夫ですか？」

　階段を上ってきた下女が珀蓮に手を差し伸べる。

　けれど珀蓮はそれをぱしん！　と払った。

「ここはどこなの」

　彼女はその怒りのまま、下女を睨にらんで傲ごう慢まんに問うた。

　怒りでくらくらする。

　気持ちが悪い。

　下女は手を払われたことに驚おどろいたのか目を見開いている。その様子を見ていても珀蓮は苛いら立だった。

　あんな恥辱、許せない。

　そのままになんてしておけない。

　珀蓮は叫ぶようにもう一度言った。

「ここはどこ！」

　――そのような小娘、放っておけばよい。

　今度こそ珀蓮は言葉を失った。

　目の前に、突然、先ほどのお化けが現れたからだ。

　一瞬前までは、階下にいたはずの。

　――命の恩人に敬けい意いも払えぬとあれば、そこらの犬畜ちく生しようにも等しかろ。早苗さなえが心配するほどの価値があるとは思えぬ。

　お化け――女は下女を庇かばうようにその前に立ちながら、冷ややかな視線で珀蓮を見ていた。彼女は年齢的には珀蓮とあまり変わらないように見えるのに、持っている雰囲気はとても落ち着いていて、艶やかだ。

　女の声はひどく冷たく、よく響ひびいた。常人であれば、それだけで震え上がってしまいそうだ。

　けれど残念なことに、珀蓮の矜持は常人よりも遥はるか高みにあった。

　珀蓮の額ひたいに青筋が浮かんだ。

「なんですって？」

　この時点で彼女は相手が『お化け』であることをもう忘れていた。

　カチンときた。今、この女はなんと言った？

　犬、と言ったか？

　このわたくしを？

　目の前の女を睨む。

　その目は射いるようだ。まっすぐに。強く。迷いなく。怒ど気きが炎ほのおのように彼女を包み込むのが見えるようだった。それが息を呑むほど美しい。それこそ魔法のようだ。

　炎の女神。

「わたくしが、なんですって？」

　珀蓮が問うと、女は嘲あざけるように笑った。

　―犬畜生と言うた。ああ、それとも小娘が気に入らなんだか？

「わたくしを侮ぶ辱じよくする気？」

　――真実を口にしておるだけじゃ。いや、そなたと比べてしもうては、犬も失敬だと憤ふん慨がいするだろうよ。

「わたくしは珀蓮。北の第一王女よ」

　彼女は名な乗のった。

　そう口にした彼女の声はどこか澄んでいて、空気を震わせるように響いた。彼女は王女なのだ。王の娘。

　そのことに疑いなど抱いだかせない気高さが彼女にはあった。

　けれど女はどこからか取り出した扇せん子すで口元を隠すと、大げさにため息をついた。

　――名を名乗れば跪ひざまずくと思うてか？　それよりもこんな場所で身分を明かすその軽けい率そつさを直した方がよかろう。

「たとえどこであろうと、わたくしは、わたくしよ」

　珀蓮は怒ど鳴ならなかった。ただ怒りの籠る声で静かに言う。

　彼女は何よりも、侮辱されることが嫌いだった。

「わたくしは決して身分を偽いつわったりしないわ。誰が相手でも。どんな時でも。どんな場所でも。それがわたくしのたった一つの持ち物でわたくしの責任ですもの。たとえ一時でも、それから逃げたりなどしない。わたくしを侮辱したことを訂てい正せいなさい。それは、わたくしを育てた我が国我が民への侮辱だわ」

　決して声を荒らげない彼女の言葉は広いホールに響き渡った。珀蓮は怒りを露わにしていたし、手はその怒りで一層白くなり、震えていた。

　女は目を見開いた。

「まぁ」

　言ったのは下女だ。

　なぜか嬉しそうに微笑んでいる。

「まぁ。すごいわ。これは、茨いばら姫ひめの負けね」

　拍ひよう子し抜けするような、あっさりとした声で彼女が言った。

　珀蓮は眉び宇うをひそめた。

　何を言っているのか、この娘は。

　けれどその前にいた半透明の女も、次の瞬間にはにっこりと笑った。

　――なるほど、妾に非があったようじゃ。申し訳ない。

　女は丁てい寧ねいに頭を下げた。何色かわからない髪がさらりと揺れる。

　――許してたもれ。

　触れたら切れそうだった先ほどまでの女とは別人のように、彼女は柔らかく笑った。

「ば、馬鹿にしているの？」

　珀蓮は、かろうじてそう言った。動どう揺ようが声に出ているのがわかって、舌打ちをしそうになった。なんだ。なんなのだ、この女達は。

　自分は王女と名乗ったのに怖れるところがない。

　それどころか、この自分の顔をまっすぐに見てくる。

　そうだ。

　王女付きの下女でさえ造りもののようで恐ろしいと言う彼女の顔を、この二人の女は最初からまっすぐに見ていた。怒りを露わにした彼女には誰も恐ろしくて口答えなどできなかったのに、あっさりと言葉を返し、笑った。

　なんだ。

　なんなのだ。

「あなた達は誰なの」

　珀蓮の怒りはもはやほとんど霧む散さんしていた。それよりも困惑が大きい。

　まるで珍ちん獣じゆうでも見るように珀蓮が二人の女を見ていると、下女の方が先に声を上げた。

「ああ、そうだわ。ごめんなさい。失礼いたしました。私は、早苗といいます。こちらは茨いばら姫ひめ。お化けじゃないのよ。魔女なの」

　早苗は、彼女は主婦なんです、とでもいうような気安さでそう言った。

　珀蓮の思考は一瞬停止したが、すぐに盛大に顔をしかめて聞き返した。

「魔女？」

「そうですよ。だからお化けではないの。安心してくださいね」

　早苗はにっこりと笑う。

　彼女が笑うと、まるで辺りに花が咲いたようになる。この世に何も、問題などないように思えてしまうのだ。

　珀蓮はその雰囲気に流されて「ああそうなの」と言いそうになったが、かろうじて踏ふん張ばった。

「ちょっと、待ちなさい。魔女？」

　――早苗。あまりそう、魔女魔女と吹ふい聴ちようするものではないな。

「あら。でももうあなたの姿は見られてしまったんだから、きちんと正直に言わなくてどうするの？　茨いばら姫ひめもお化けだと思われていては嫌でしょう？」

　――嬉しくはないが。……いや、不ふ愉ゆ快かいじゃな。

　先ほど珀蓮に指を指されて叫ばれたことを思い出したのか、茨いばら姫ひめは顔をしかめた。

「待って」

　俯うつむいていた珀蓮が顔を上げた。

「魔女？　あなたが？」

「そうですよ」

「証拠を見せなさい」

　彼女はまっすぐに茨いばら姫ひめを見ていた。睨むように眉を上げ、真剣な様子で言う。

「いきなり魔女だと言われても信用できないわ。あなたが魔女である証拠は？」

　――別に、信じずともよいぞ。

　茨いばら姫ひめは不愉快そうに目を細め、扇子で口元を隠して言った。

　――そなたに信じてもらう必要はない。

「あら、私も見たいわ」

　早苗がにこにこと笑って言った。

「私、茨いばら姫ひめの魔法って綺麗で好きよ？」

　――早苗。妾の格好がつかないであろう。

　茨いばら姫ひめは扇子を下ろして少しだけ口を尖らせた。その仕し草ぐさを見て珀蓮は、この女は、意外と幼おさないのかもしれないと思った。いくつだろう。自分とそう変わらないならば、二は十た歳ちくらいだろうか。

「百合と花瓶を元に戻して床も乾かしてくれたら、一石二鳥だと思わない？」

　茨いばら姫ひめはため息をつく。

　――そなたには勝てぬ。

　そう言うと、彼女はすっとその指を伸ばして先ほど珀蓮が倒した花瓶と百合を指した。

　珀蓮はそれから何か呪じゆ文もんのようなものを口にするのかと思ったが、茨いばら姫ひめは指をそうしたままちらりと珀蓮を見てかすかに笑った。

　――そなたは、魔法がどんなものか知っておるかえ？

「……」

　珀蓮が答えずにいると、さして気に留めず茨いばら姫ひめは続けた。

　――魔法は、誰にでも使えるというものではない。魔女になれる者とそうでない者は生まれ落ちたその瞬間から決まっておる。

　珀蓮は少し鼻を鳴らした。

　薔薇の香りがする。薔薇の花が、近くに生けてあっただろうか。

　――もちろんその才能を持って生まれた者でも、魔女にならないという選択をすることはできる。そして魔女になりたいのなら、一つその力の媒ばい介かいを決めなくてはならない。

　媒介。

　あの女が、魔法を使う時常に側に置いていたもの。

　ここで茨いばら姫ひめは、はっきりと微笑んだ。

　――妾は、薔薇じゃ。

「なっ」

　珀蓮は鼻をおさえた。

　突然弾けたように、薔薇の芳ほう香こうが彼女の嗅きゆう覚かくを刺激した。驚いて彼女は目を瞑つぶり、そして次の瞬間には目の前に大きな薔薇の花が咲いていた。

　珀蓮は一歩後ろに下がった。

　それは大きかった。

　花の部分だけだというのに、珀蓮の背の半分ほどもある。まるで中に人が入っているような大きさだった。そして鮮やかに赤い。それは、その姿を一瞬もとどめておかなかった。

　まだ咲ききっていなかった花弁が見る間に開いていく。完全に咲いたところを過ぎて、今度は外側に開いて枯かれていく。

　珀蓮は息を呑んだ。目の前で起こっていることが信じられなかった。

　花弁は外側から枯れていき、枯れた花弁はその見苦しい姿をさらすのを嫌ってか消えていく。一枚一枚と花弁が剝はがれ消えていく姿は、女性が服を脱いでいるように艶なまめかしく見えた。

「……」

　珀蓮は何も言えなかった。

　すべての花弁が消えた後には、台座の上に戻され白百合が生けられた花瓶と、乾いた床が残っていた。

　ただ残った薔薇の香りだけが、先ほど起きた不思議を真実だといっている。

　ぱちぱちという拍手は早苗によるものだ。

「ありがとう。綺麗だったわ。いつもより少し派手だった？」

　――魔法を披ひ露ろうするための魔法ならば、派手でなくてはなるまい。どうじゃ？　珀蓮。

　呼び捨てにされたことに珀蓮は怒らなかった。

　それどころではなかったからだ。

　彼女は俯き、肩を震わせていた。

「珀蓮？」

　早苗は心配そうに彼女の名を呼んだ。

　少し刺激が強すぎただろうか。また倒れてしまうかもしれない。

　けれど早苗のその心配は杞き憂ゆうだった。

　珀蓮は突然顔を上げると大きくのけぞり、笑い声を上げた。

　早苗と茨いばら姫ひめは目を見開いた。

「おーほほほほほほほ！」

　見事な高笑いであった。

　彼女はそのまま芝しば居いがかった仕草でびしりと茨いばら姫ひめに人差し指を突きつける。

　北の王女殿下は誰が見ても明らかに興奮していた。頰が紅こう潮ちようしている。目が爛らん々らんと光っている。

「あなた、茨いばら姫ひめ、わたくしに協力なさい！」

　珀蓮はあくまで高たか飛び車しやに言った。

「もちろん無む償しようとは言わないわ。何が欲しいの？　言ってごらんなさいな。お金？　家？」

　茨いばら姫ひめは困惑した様子で眉間に皺をよせる。

　彼女は珀蓮が、恐怖で青ざめるか、現実逃とう避ひして叫びだすかすると思っていたのだ。だからこそあんなにも派手な演出をした。

　なのに。

　これは予想外である。

　そんな茨いばら姫ひめの様子を無視して、珀蓮はうっとりと言った。

「ああ、こんなにも運命的に、あの女を滅ほろぼす対抗手段を手に入れることができるなんて、やっぱり日頃の行い？　というのかしら？　ねぇ、ところで、他にはどんなことができるのかしら？」

　珀蓮は両手を胸の前で組み、夢見る乙女のように聞く。

「あの薔薇に包んで、少しずつ老いさせたりできる？　ああ、でもそれではあの女の顔が絶望に歪んでいくのを見られないわね。あの薔薇で包むしかないのかしら？　他に方法はない？　必要なものがあるなら言って。なんでも揃そろえさせるわ」

　北の王女殿下は白百合のように美しく微笑んだ。

「それは取引ということかしら？」

　聞いたのは早苗だった。

「そう考えていただいて構わなくてよ」

　珀蓮は台座の上に戻った花瓶を撫でて答える。

「まぁ。駄目よ珀蓮」

　早苗が、めっ、とでもいうように人差し指を立てて眉間に皺をよせた。そしてまるで道徳とか倫りん理り観かんを説きだしそうだった彼女が口にしたのは、真ま逆ぎやくのことだった。

「茨いばら姫ひめと取引をしたいのなら、お金や家じゃ駄目よ。ね。茨いばら姫ひめが欲しいのはもっと他にあるのだもの」

　――……まぁ、そうじゃの。誰も、取引をするとは言っておらぬがの。

「それは何？　言ってごらんなさい」

　珀蓮は促うながした。

　早苗がにっこりと笑って代わりに答えた。

「王子様よ」

「王子様？」

「そうよ。それもただの王子様じゃ駄目よ。魔法にかかったお姫様を生まれ変わってでも迎えに行くと言うような夢見る王子様じゃなきゃ駄目なの」

　珀蓮は、自信たっぷりに笑った。

「結構よ！　あなたのために世界中の夢見る馬鹿王子を集めてさしあげてよ！」

「まぁ。頼もしいわね」

　――不安なのは、妾だけかえ？

　早苗は嬉しそうに手を叩き、茨姫は不安そうに眉宇をよせた。

　そうして白雪姫は、茨の魔女を手に入れたのだった。
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「いや、まだ手紙着いてないんじゃねぇの。もしかして」

「馬鹿だな。手紙が着いてから訪問してどうする。待ちきれずに来てしまった感が出ないじゃないか」

　愛馬で駆けてきて二刻弱。手紙をのせた郵騎隊デイルダは途中様々な町を経由するためまだ時間がかかるだろう。訪問の旨むねを告げた手紙よりも先に着いてどうするのだと広ひろ兼かねは思ったが、それは友人の恋愛術の一つだったらしい。

　広兼は呆れた様子を隠そうともせずに、この辺りの領主でありこの国の第一位王位継承者でもある友人を見た。

「馬鹿はお前だ馬鹿」

「恋ゆえに人は愚かになる」

　鳥とり代しろは愛馬を手近な木に繋つなぎながら、うっとりと言った。

　王おう伊いは来ていなかった。そんなたくさんで行っても警戒されるでしょ、というのが彼の意見だったが、実際は面倒だったからに違いない。俺も何か理由をつけて待っていればよかった、と広兼は今更ながらに後悔した。

　別に鳥代の花嫁問題なんかどうでもいいし、彼の言う『控えめで、柔和。笑顔が最高に愛らしい』女なんかもっとどうでもいい。領主の屋敷の客間の一つで、あやとりをしながら頭の中で盤チ遊エ戯スでもしている方が有意義だったのに。

　広兼はため息をついた。

　木蓮トーリアの町は、東の国の最西にあった。つまり、三国の中心にある《赤い森》に隣りん接せつした町だ。

　彼らの目的の屋敷は町から少し外れた丘の下にあって、町の中の民家に比べたらなるほど大きかった。しかしヤエ商会といえば国内では上から四番目くらいに大きな会社だ。その当主の家にしては小さいかもしれない。

　ヤエ商会は前の当主が亡くなってからは義理の娘が跡を継いでいるという話である。前当主には義理の娘が二人と、実の娘が一人いた。この屋敷に住んでいるのは、その三人の娘だった。

　様々な花が咲き誇る前庭を通る。

「綺麗な庭だろ。全部、彼女が育ててるんだ」

「へぇ」

　鳥代が言う彼女とは、件くだんの娘のことだ。

　広兼は周囲を見渡した。

　庭を見るとそれを作った人間の人格がうかがえると言うが、丁寧に植え分けられ、咲き誇った花々を見ていると、なるほど『控えめで、柔和。笑顔が最高に愛らしい』女なのだろうなと広兼は思った。でもそれだけだ。

　そもそも彼は恋愛というものに興味がなかった。

　鳥代が女性関係で面倒事を抱えるたびに馬鹿だなと思ったし、本気で夢の中の女を捜さがし求めている王伊を見るたびすっげぇ馬鹿だなと思った。

　そもそも愛ってなんだ。理解できん。鳥代の過去の女達のように少しでも他の女の影があるととたんにぎゃーぎゃーわめく奴もいるし、南の国の妃達のように互いにうまくやっている女達もいる。けれど彼らは決まって言うのだ。

　だって愛しているのだもの。

　理解できない。

　理解したくもない。

　幸い彼は第六王子だし、無理に結婚する必要はないのだ。まぁ健全な男としてそれなりの欲望はあるのでそれさえ処理できれば、恋愛など無用のものだと彼はそう考えていた。

　玄関ポーチは少し高くなっていて、白い屋根がついている。来客を迎えるように植えられた青い花は、小さくて可愛らしい。広兼はその花の名前を知らなかった。

　鳥代は玄関に下がった金色の紐を引いた。これで中の人間に来客を知らせるのだ。

　広兼は鳥代よりも一歩後ろに下がって待っていた。

「はい」

　彼女は。

　金色の髪をふわりと揺らして現れた。

　リンゴーン。

　と鐘かねが鳴ったかもしれない。

　広兼の頭の中で。

　その時、すべてが変わったのだ。







　２　この世で一番美しいのは誰？







『恋を知ったら変わるよ』

　ああ。そう言ったのは二番目の兄だった。二番目の兄は馬ば鹿かのくせに、耳に残る言葉ばかりを残すのだ。
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　波打つ黄金の髪かみ。空の色の双そう眸ぼう。穏おだやかな雰ふん囲い気きが、周囲を自然と柔やわらかくする。

　彼女が身につけているのは黒色の簡かん素そなメイド服で、下働きの者が着るようなものだ。けれど広ひろ兼かねはそんなことはどうでもよかった。

　彼は自分と彼女の間に立つ障害を押しのけ、そしてその場に跪ひざまずいた。「おい」と押しのけられた鳥とり代しろが抗議の声を上げたが聞こえない。

　自分が何をしているのかが理解できない。

　けれど衝しよう動どうが湧わき上がってくる。

　電撃的だ。

　信じられない。

　一体、こんなことがあるのだろうか。

　彼は彼女の手を取った。

　その柔らかさに、身体が震ふるえた。

　彼女を見上げる。

　まっすぐに。

　声が震える。

　ほとんど無意識で、言葉を紡つむぐ。

「俺の子供を産うんでくれ」

　一ひと目め惚ぼれだった。
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　その衝しよう撃げきから一番最初に立ち直ったのは金髪の娘だった。

　彼女は困ったように笑って言った。

「あの、申し訳ないのですが、いくらご命令とあっても初対面の方と子供を作ることはできません」

　きっぱりとした彼女のその言葉に、鳥とり代しろが我に返った。彼は跪いた広ひろ兼かねの首根っこを摑つかむと無理やり後ろになげうった。

「失礼いたしました。連れの馬鹿がご無ぶ礼れいを」

　鳥代はにっこりと微び笑しようを作ると、後ろに投げた馬鹿を隠すようにして再び娘の前に立った。

「あれは見なかったことにしてください。ええ、ご安心を。あれのことは完かん膚ぷなきまでに破は砕さい、焼却した挙あげ句く、遠い海の底に沈めておきますから。ああ、もちろん差さし支つかえなければその御お手てにも我が国の医学を総結集した滅めつ菌きん消毒を施ほどこしますが」

「まぁ」

　と彼女は口を隠して笑った。

「とんでもございません。そんなことをすれば、困る方が大勢いらっしゃいますでしょう」

　全く怒った様子のない彼女に、鳥代はほっと胸を撫でおろした。

　彼女は、金色の髪を後ろで一つに束たばねていた。どこまでも広がる空のような青い目は柔らかく細められ、春の花のような雰囲気が彼女を包んでいる。

　彼女は黒いスカートにエプロンと、メイドのような格かつ好こうをしていた。けれど鳥代は改めて丁てい寧ねいに頭を下げた。

「あの、早苗さなえ嬢。覚えていらっしゃいますか？　一度、前にお会いしたことが、が！」

　鳥代は突然首が絞しまって最後まで言えなかった。

　背後から襟えりを引っ張られたからだ。彼の首を絞めたのは広兼だった。広兼は友人を無理やり引っ張って玄関ポーチから離れ早苗から距離をとると、彼女に背を向けて鳥代の襟を摑みあげた。

「計画を変更しろ」

　彼は低く言った。つり上がった目が怖こわい。

　鳥代は顔を赤くして、涙目で軽く咳せきをして抗議した。

「う、げほ。お前殺す気か」

「彼女がお前の婚約者のふりをするのは中止だ。却きやつ下かする」

「は？　なんで？　とゆうかお前さっきの冗じよう談だんとして最悪。センスなさすぎ」

「冗談じゃねぇ。いいか。俺は、今、自制心を総動員している」

「は？」

「俺は今、彼女をかっさらって国に連れて帰って部屋に閉じ込めて押し倒してしまいたいのを俺の理性と自制心と矜きよう持じを総動員して我が慢まんしている」

「え？」

「さらにお前が彼女に婚約者のふりをしてもらおうと頼もうとしているとか考えただけでお前への紛まぎれもない殺意が湧き上がるのをまぁお前との小さな友情を必死に思い起こして自制している」

「ええ？」

「後者は今にも瓦が解かいしそうだ。死にたくなければ計画を変更すると言え」

　広兼はぐっと拳こぶしを握にぎり締めた。

　鳥代は青ざめて慌あわてた。

「え、噓うそ。マジで。何それ。え、ちょ、待って」

「それは拒否か。拒否だと思っていいんだな」

「いや、ちょ、ま」

「あの……」

「うあ！」

　広兼はびっくりして飛び上がった。

　早苗はいつの間にか、彼らのすぐ後ろまで来ていた。顔が近い。彼女は笑った。

「あの、鳥代様と……もしかしたら、南の国の、王子殿下ではございませんか？」

　広兼はほとんど条件反射で彼女の手を取っていた。

「広兼と呼んでくれ」

　鳥代は広兼を殴なぐった。

「お前の手の早さに俺はびっくりだよ！」

　彼は友人の頭を押さえこんで小声で怒ど鳴なりつけた。

「あの」

　早苗は言った。

「鳥代様。もしよろしければ、こちらにお呼びしましょうか？」

「は？」

　鳥代は彼女の言っている意味がわからなかった。呼ぶ？　誰だれを？

「ああ、でも彼女もまだ万全ではありませんから、よろしければ中にお入りになってください」

　早苗はにこにこと笑っている。

「こんなに早くいらっしゃるなんて思っておりませんでしたわ。文書もつい先ほど、郵騎隊デイルダの方に頼んだばかりでしたのに。でも彼女もきっとお喜びです。ご安心なさるわ」

「あの、早苗嬢」

「はい？」

　早苗は首を傾かしげた。その仕し草ぐさを見て広兼がまたがばりと動き出しそうになったので、鳥代はもう一度広兼を殴って今度は昏こん倒とうさせた。王族として人の急所は心得ている。

「彼女とは？」

　彼のその問いに、早苗は当然のように答えた。

　鳥代をその青い目でまっすぐに見て。

「北の王女殿下のことですよ」

　北の王女の名は、珀はく蓮れんという。

　鳥代はなぜ、と思った。

　なぜお前がここにいるのだと。
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　鳥とり代しろは、彼女に初めて会った時のことをよく覚えていた。

　彼女は美しかった。

　王女であるという以上に彼女はその美しさで周囲から愛情を受け、当然ながら齢よわい九ここのつにしてこの上なく高こう慢まんちきな少女となった。

　三年に一度、四つの国の王が集まって話し合いをするのは百年前からの慣かん習しゆうだが、その話し合いの場に北の国の王がその娘を連れてくるのは、その年が初めてのことだった。北の国の王はつい先日奥方を亡なくしたばかりで、妻つまのいない王宮に愛する娘を一人で置いていくことができなかったのだ。

　北の国の小さい王女はそれまで王宮を出たことすらなかったので、同年代の少年と会うこと自体が初めてだった。だから、四つの国の会合のたびに会って既すでに友情を深めていた三人の王子はそれぞれの父王に、くれぐれも王女に対しては優しく、昔ながらの友人のように接してさしあげるんだぞ、と釘くぎをさされていた。

　珀はく蓮れんというのです。どうか仲良くしてやってくださいね。王子達。

　そう北の国の王に紹介されて連れてこられた珀蓮は、薄い桃色のドレスを身にまとっていて、まるで花の妖よう精せいのようだった。彼女はその可か愛わいらしいドレスのスカートの端をつまみ、柔らかく微ほほ笑えんで、丁寧にお辞じ儀ぎをした。

　北の国の王がその場を離れるその瞬間まで、彼女は確かに、美しく上品な妖精であった。

　当時九歳であらせられた鳥代殿下は、北の国の王が会議のためその場を離れてからすぐ彼女に話しかけた。

　彼はその年頃から綺き麗れいな女性が好きだった。基本的にはもっと大人おとなの、成熟した女性にしか興味はなかったが、珀蓮のその美しさは例外だった。女好きの血が騒いだ。

『珀蓮。いい名前だね。よろしく。僕は鳥代』

　少年の下した心ごころを読み取ったのか、そう言って鳥代が差し出した右手を妖精は一いち瞥べつし、そしてふんと鼻を鳴らした。

『だれがわたくしを呼び捨てにしてもよいと言ったのかしら？　無礼だとは思わなくて？』

　とんだ豹ひよう変へん振ぶりであった。

　それから鳥代や王おう伊いがどんなに話しかけても彼女はつれなかった。広ひろ兼かねにいたってはあんな高たか飛び車しやな女は嫌いだと公言していたし、王伊はどちらかというと彼女に対しては無関心だった。鳥代だけが、熱心に彼女に話しかけた。

『僕らはね、秘密の一族なんだよ』

　彼は少女の気を引きたいがために、結局自分達の王族に伝わる話を持ち出した。

『昔ここらの国は一つで、いろいろあって、それが三つになったんだ。それぞれの国を治めたのは力を持っていた一族で、それが僕らの王族なんだよ。広兼が賢けん者じやの一族、王伊が軍人の一族で、僕が破は魔まの一族。破魔っていうのはね、魔法を破る力のことで、うちの一族には、それがあるんだって』

　ここまで話して鳥代は彼女の反応を期待したが、彼女はあからさまに眉び宇うをひそめて、言った。

『馬鹿じゃないの』

　鳥代は。

　これまで九年間生きてきて、女という生き物にこうも無む碍げに扱われたことはなかった。

　彼は第一王子だ。

　誰もが彼を気にする。機き嫌げんを取る。構かまう。時にわずらわしいと思うほどだ。

　彼女は、彼にとって衝撃だった。

　あの、妖精は。まるで取るに足りないものを見るように自分を見るのだ。

　鳥代は彼女を振り向かせたくてたまらなかった。

　それは満たされていた第一王子が、初めて見せた執しゆう着ちやくといっていいかもしれない。

　その、もう何度目かわからない『馬鹿じゃないの』に、鳥代はにっこりと微笑んで言った。

『いい加か減げんにしろよ馬鹿女』

　

　ともかくそれが、彼らの出会いだったのだ。
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　一度も家事をしたことのない細長い指が紅茶のカップを持ち、上品にそれを薔ば薇ら色の唇くちびるに運ぶ。彼女の仕草は一つ一つが完成された芸術のようだった。早苗が淹いれてくれた紅茶をひどく時間をかけてゆっくり飲むと、珀はく蓮れんは目の前に座る東の第一王子ににっこりと笑いかけた。

「変わっておられませんね、鳥とり代しろ殿下」

「そちらこそ、北の姫君」

　背筋を伸ばしてソファに座り、両手を組んで膝ひざの上に置いた精せい悍かんな東の第一王子は、同じように笑って答えた。

「変わってらっしゃらない。全く」

「あら、昔より美しくなった、くらいおっしゃるかと思ったのに」

　北の王女は口元を隠して微笑む。

　東の王子も歯を見せて笑って、言い放った。

「調子に乗るなよ、馬鹿女」

「まぁ、相変わらず下げ品ひんね変態男」

「誰が変態だ。人聞きの悪いことを言うな」

「わたくしがあなたの召しよう喚かんを要請した文書が届いたから来たわけでもないのでしょう。今日は何をしにこちらにいらしたの？　女しかいないこの屋敷に」

「そういうあんたこそなんでこんな所にいるんだ」

　鳥代は深くため息をつくと、紅茶を一口飲んだ。「おや」と、少し驚いたように目を見開いて早苗ににっこりと笑いかける。「美お味いしいですね」

　早苗は少し困ったように笑った。

「あの、私、席を外はずした方がよろしいかしら？」

「いえ、構わないわ。ここにいてちょうだい」

　珀蓮は鳥代を睨にらみ付けている。

「鳥代」

　彼女は鳥代を呼び捨てた。

「わたくしに協力なさい」

「あのな」

　鳥代はため息をついた。

「言っておくが、俺とあんたは二年間会ってないんだ。まずはその挨あい拶さつが先じゃないか？」

　鳥代は不ふ愉ゆ快かいそうにそう言ったが、珀蓮は無視した。

　彼の怒りなど珀蓮にとっては些さ事じだった。今彼女が置かれている状況に比べれば、すべての屈くつ託たくは無視されてしかるべきものだ。

　取引を成立させ茨いばら姫ひめの宿った鏡を早苗から譲り受けた珀蓮は、メイド服に着替えた早苗に対して東の王子をここに呼ぶよう言いつけた。

　この屋敷が東の国の領地内にあると教えたのは早苗だ。

　運命だとしか思えなかった。

　東の王子。

　外の世界を知らない北の王女の、数少ない知人である。

　鳥代が、彼女に協力をしない道理などない。珀蓮はそう思っていた。

　珀蓮は一言一句を区切って言った。

「わたくしはね、継まま母ははに、殺されかけたのよ」

　鳥代は紅茶をまた一口飲んでから顔をしかめた。

「あんた、自分が何を言っているのかわかってる？」

「わかっていてよ。十分すぎるほどにね。あの女は、わたくしを殺そうとしたの」

「待てよ。あんたそれを俺に言うっていうのは、外交問題だって、本当にわかってるの？　俺は東の国の王子なんだぞ。あんたの継母は北の王おう妃ひだ」

「それが関係あって？」

　珀蓮はにっこりと微笑んで脚を組んだ。

　珀蓮の趣味とはおよそ異なる淡あわい黄色のドレスの裾すそからそのすらりとした脚が覗のぞいた。鳥代は眉宇をひそめた。珀蓮の白くか細い脚に小枝をひっかけたような切り傷ができている。もうかさぶたになっているが、陶とう器きのような彼女の肌はだに、その傷は決定的な損そん傷しようのように見えた。

「いい？　わたくしを殺そうとあの女は愚おろかにも画かく策さくしたようだけれども、愚ぐ図ずすぎて満足にわたくしを殺すこともできなかったの。おかげで、このわたくしが、三日間も、自分の足で、森の中を歩くはめになったのよ。ドレスは破れるし、傷もできたわ。木の実を採とるために猿さるのような真ま似ねもさせられたの。この、わたくしに、そんなことをさせて、それで許されると思う？」

　彼女は微笑んでいる。

　答えは決まっている。

　そんなもの。

　彼女は、自分を侮ぶ辱じよくされて、それで許しておけるような矜持の持ち主ではないのだ。

　この時点で鳥代は理解していた。

　彼女は、怒っているのだ。

　それも、この上なく。やばいくらいに。

　怒っている。

「噓うそじゃないだろうな」

　鳥代は眉み間けんの皺しわを深くしていた。紅茶もテーブルの上に置いている。

「つくならもっと面おも白しろい噓をついてさしあげてよ。そうね。森の妖精に攫さらわれたの、なんていかがかしら？」

　珀蓮は馬鹿にしたように笑った。

　噓ではない。鳥代は最初から知っていた。

　珀蓮は、こんな噓をつくような女ではない。

　彼は自信をもってそう言えた。

　そういう女ではないのだ。

　王妃が。

　王女を殺す。

　それがどんなことか。

　下へ手たをすれば内乱にさえなるだろう。

　鳥代は早苗に目を走らせた。

　早苗は自分を見た東の王子に微笑みかけた。

　鳥代は呆あきれた。

「早苗嬢は既に知っているのか」

「はい。珀蓮に聞きました」

　鳥代は珀蓮を睨んだ。

「あんた、軽けい率そつすぎやしないか」

「手段は選ばないわ」

　珀蓮はもう笑いを止めていた。

　炎ほのおが立ち上るように見える。彼女の暗あん褐かつ色しよくの双そう眸ぼうが揺ゆらめいている。

「わたくしはね、鳥代。復ふく讐しゆうをせずにはおれないのよ」

　そう言う声が、ひどく美しく聞こえた。

　珀蓮はスカートのポケットに手を入れた。
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　女は黒いマントに黒いフードを被かぶっていた。

　今現在女がいるのは城の地下にある秘密の部屋で、髑どく髏ろとか古臭い本とかフラスコとか怪あやしげな液体とかが所ところ狭せましと置いてある。魔法には雰囲気が大切だ、というのが彼女の信条だった。

　彼女の鏡は、そんな雑ざつ多たで怪しい室内の正面の壁に恭うやうやしく飾られていた。それは、百年ほど前に彼女が研究の末作り上げた魔法の鏡だった。

　世界中の鏡を通してあらゆるものを見て、真実を答える鏡だ。何度かその答えにむかついて割ってしまったりもしたので、今のこれは三代目の魔法の鏡だった。

　楕だ円えん形けいをしていて、その周囲を飾るのは銀細工だ。月を象しよう徴ちようする銀は、魔力を高める材料だった。一般的には手に入りにくいが、今の彼女の身分でそれを手に入れるのは難しくない。なにせ一国の妃きさきなのだ。

　彼女はその鏡の前に立っていた。

　美しい女だ。整った目鼻立ちに、唇は蠱こ惑わく的てきに赤い。その豊ほう満まんな身体からだがマントの上からでもわかる。ただ問題なのはそのファッションセンスだけであろう。

　ここしばらく、彼女は鏡に同じ質問を行い、そしてそのたびその答えに満足していた。

　自分に自信が満ちるとはこのことだ。

　鏡の答えを聞くたびに、彼女は自分に敵かなう者はもはやこの世界にはいないのだという確信を深めた。

　この世にはもう、自分が願って叶かなわないことなどない。

　そうして彼女はその日も、いつもと同じように鏡の前に立った。

　彼女の魔法は、言葉にある。

『鏡よ鏡』

　そう言うと、水面みなもを誰かが撫なぜたように、鏡の中が揺れた。それまでそこに映っていた画えがわからなくなる。これから鏡が映すのは真実だ。

『この世で一番美しいのは、誰？』

　昨日まで、鏡にこの質問をするとそれはまるで何事もなかったかのようにその揺れを止め、揺れる前と同じように目の前の女を映した。それが答えだったからだ。世界で一番美しいのは、紛れもなく彼女だった。

　けれど今、フードの女は眉宇をひそめた。

　鏡の様子がおかしい。

　まだ、揺れ続けている。

　この感じには覚えがあった。

　女は、全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　まさか。

　揺れは数秒続き、やがて一つの画を結ぼうとしていた。揺れが収まるにつれて、そこに映っている人物の顔が露あらわになる。

　艶つややかな黒髪、白い肌。フードの女よりもずっと若く、清せい廉れんな美しさを持っている。月が満ちた夜の湖のような、雪の日の張り詰めた空気のような。その美しさは、フードの女にはありえなかった。こんなにも、白く、眩まぶしい。畏い怖ふさえ、抱いだいてしまうような。

　しかし女はぎりと奥歯をかみ締めた。
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　射いるように鏡に映った女性を睨む。

「ゴキブリみたいにしぶといのね」

　彼女は唸うなるように言った。

　せっかく、排はい除じよできたと思ったのに。

　まだ生きているなんて。

　やっぱり生なまぬるかったのだ。あの森に置き去りにするだけなんて。あの森には獰どう猛もうな獣けものはいない。餓が死しするのを期待していたが、図ず太ぶといこの鏡の中の女は、きっとその辺の草を食べて生き延びたのだ。

　それでもこんなにも美しい。

　女はその時、あることに気付いた。

　鏡にしがみ付くようにしてそれが映す画をまじまじと見る。

　見覚えがあった。

　この鏡の中の女のいる場所に。

　それがどこか気付いた時、女は笑いを漏もらした。

　なんて偶然だろう。

　これは。

「いいわ。今度こそあたしの手で殺してあげる」

　女はそう言うと、手近にあったすり切れた本を鏡に投げつけた。すると鏡はあっけなく砕くだけ散り、その破は片へんはもはや黒髪の女性ではなく、怪しげな室内の様子を映していた。

「雪はすぐに溶けてなくなってしまうものなのよ。白しら雪ゆき姫ひめ」

　彼女は言って、マントを翻ひるがえした。
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　屋敷に戻ると王おう伊いは既に食事をすませていて、客間で優雅に本を読んでいた。

「何か木蓮トーリアの町から火か急きゆうの手紙が届いてたよ」と王伊が言うと、鳥とり代しろは大きなため息をついて、王伊に一部始終を話した。

　王伊はあからさまに眉宇をひそめた。

「それを君はすぐ信じたの？」

「北の王妃の噂うわさはお前も聞いているだろう」

　鳥代は肘ひじ掛かけのついた椅い子すに浅く座ってもたれかかり、脚を組んでいる。王伊はだらしない様子の東の第一王子を、呆れた様子で見下ろした。

「気に入らない女官を鞭むち打うちにしたとか、王妃を侮辱した貴族から領地を没収したとか、そういう噂？　王女殺しとは次元が違うよ」

「あの女がそんな噓をつく理由がない」

「そんなの知らないよ。大体僕らには関係ないじゃないか」

　王伊は面倒そうに手を振った。

　大体の場合において、この西の王子が一番酷こく薄はくだった。愛情が偏かたよっているのだ。大切か、どうでもいいか、そのどっちかしかない。

「北の王女が木蓮トーリアに滞在している限り、それじゃすまされねぇだろ」

　言ったのは広ひろ兼かねだった。

　彼は先ほどから不機嫌そうに寝椅子に寝っころがっている。

　起きたら鳥代の屋敷だったのがショックだったらしい。

　広兼が再び早苗さなえに無礼を働くことを懸け念ねんした鳥代は、広兼を起こさないまま馬車で屋敷に戻ることにしたのだ。馬車の馬を自分達の愛馬に繋つなぎ替えると、御ぎよ者しやは恐おそれ入って馬に鞭を振るわなかったので帰るのには倍の時間がかかってしまった。

　おかげで空腹も手伝って、彼は倍機嫌が悪かった。

「鳥代は領主だぜ？　領地で起こったことはこいつの責任だ。珀はく蓮れんがこいつの領地に入り込んだ時点で、関わるのは避けられない状態になってるんだよ」

「そうだよ」

　王伊が広兼を振り向いた。

「そもそも、どうして珀御前が木蓮トーリアにいるの？　よりにもよって、東の国の中でも北の国からは一番遠い町だよ。王妃に殺されそうになったのを逃げてきたんだとしても、どうして途中にある東の王宮を無視したんだろう」

「鳥代を頼ってきたんじゃねぇの」

　東の国の第一王子は代々成人してから即位するまでこの西の果ての領地を守るのが仕事であった。だから鳥代が王宮にいないのは当然予想できただろうし、滅めつ多たに外に出ない北の王女が数少ない知り合いである鳥代を頼ってここまで来たというのは頷うなずける話ではあった。

「ただ女一人でここまで来られるかねー。しかもあの王女だし」

　広兼は「よっ」という掛け声と共に腹ふつ筋きんに力を入れて身を起こした。寝椅子の上で片膝を立てて、背もたれに肘を乗せる。

「あの顔の女が東の国を横断していて噂にならない方がおかしいし、何よりあの女にそんな何日もかかる旅がまともにできたかどうか怪しいね」

　十とおを超えてからは一度も国を出たことがない王女様は、世界といえば自分の住む後宮の中だけだったはずだ。そんな女が、しかもあれだけの美び貌ぼうを持った女が、何のトラブルもなく一国を横断できたとは考えにくい。

「どういうこと？」

　王伊は顔をしかめた。

　広兼は、意地悪そうに顔を歪ゆがめて鳥代を見ている。

「さぁーどういうことだろうな。まぁ可能性としては？　この鳥馬鹿が国から逃げるのを手引きしたとか」

「馬鹿言え」

　鳥代はため息をついて言った。

「なんで俺が」

「俺が知らないとでも思ってんの？　俺達はもう十年以上珀御前に会ってないけど、お前はそうじゃないでしょ？」

「え、そうなの？」

　王伊は目を丸くした。

　王伊と広兼は幼い頃のただ一度だけしか珀蓮に会ったことがなかった。だからその時の悪い印象しか持っていない。

　幼い北の王女は落ち着きのない王子達に対する軽けい蔑べつを隠すことをしなかったし、彼らが話しかけてきても徹底的に無視、あるいは「馬鹿じゃないの」という言葉を吐き捨てることしかしなかった。

　思い出すだけでもムカムカする。

「……」

　鳥代は身体を起こさないまま眉み間けんに皺をよせて広兼を睨みつけた。

「何？　その目。なんで知ってるんだコイツって目？　ああ、困るね。俺の情報網をなめられちゃあね。俺を誰だと思ってるの？」

　広兼は口の端を上げて笑った。

　三国の特色は、その国紋トーラが示している。

　南の国は糸巻きと馬を紋もん章しように持つ賢者の国だ。馬は賢者の遣いで、糸巻きはその知識の継承を表している。南の国の王子達は皆自分達だけの情報源を持っている。第六王子といえども広兼もその例外ではなく、王伊も鳥代も、そのことはよく承知していた。

　鳥代はもう一度ため息をつくと、緩かん慢まんな仕草で身体を起こして椅子を動かし、二人の王子に向き合うようにして座りなおした。両手を組んで、膝の上に置く。

「北の王妃は、魔女なんだ」

　彼は言った。この上なく真剣な顔で、真しん摯しな声で。

「どういう意味？　すごい美人ってこと？」

　王伊が顔をしかめて聞き返した。

　珀蓮が畏怖されるのはその美しさゆえだ。あまりに美しいということは魔を連想させる。人ではないもの。人ではありえない存在。

　鳥代は辛しん抱ぼう強く首を振った。

「違う。本当に、魔女なんだ。魔法を使う。年齢もおそらく、二百は超えているだろう」

「二百」

　まさか。

　と王伊は声を上げた。

　彼だって、北の王妃は見たことがある。

　北の王国の若き後妻は美しい女だった。

　年齢だって、三十を超えているかいないか、といったところだ。

「魔女に角や尻しつ尾ぽが生はえているとでも思ってるのか？　魔女だって外見は人間と変わらない」

「じゃあなんでわかるの？」

　人と変わらないのなら。

　それが魔女だと。

「わかる」

　東の王子はきっぱりと言った。

　東の国の国紋トーラは、魔を払うアザミの花と魔を操あやつる笛ふえだ。黒髪黒眼を持つ破魔の一族。

　それははっきりと、血によって継承される。

　本能で感知する。

　魔を含むものと、そうでないものと。

　彼らは言う。

　それは、塩と砂糖のように、似ていて全く異なるものなのだと。

「うちも一回あの王妃については調べたことがあるぜ」

　賢者の王子が言った。目を細めてぺろりと唇を舐なめる。

「北の王妃は一応北の奥地の集落の出身ってことになってるけど、うちが調べた時にはその集落はもうなくなってた。閉鎖的な村で、近くの町の人間もその集落についてはほとんど知らない。ましてや王妃が昔そこに住んでいたかどうかなんて証明できる人間は誰もいなかった」

　鳥代が軽く目を見開いた。

「調べた？　どうしてお前のところが」

「北の王妃に関しちゃあまりいい噂が流れてなかっただろ。王が薬で操られてるって噂だってあった。黙だまって見てるわけにゃいかねぇだろ。まぁ今のところ、決定的なことが何もないから静せい観かんしてるけど」

　言ってから、広兼は肩をすくめた。

「まぁ、薬でってのは噓かもしれねぇな。実際政務に影響があったわけじゃない。確かにあの王妃は美人だし、北の王が一ひと目め惚ぼれしたっていうのも可能性としてないわけじゃない」

「珀蓮もそれは魔法じゃないと言っていた」

　鳥代が続けた。

「もし王が魔法で心を操られているのだとしたら、珀蓮は王妃を殺してでも王を正しよう気きに戻そうとしただろうな。でもそうじゃない。だからあの女は、今まで黙っていたんだ」

　そうだ。

　あの矜持の高い北の王女ならきっとそうするだろう。

　父王が操られているのを、黙って見ているような女ではない。

　きっと誰よりも、王族としての誇りを持っている。国を守り、民を導みちびく立場に生まれた者として、気高くあろうと思っている。

　あの、光加減で色を変える双眸で。

　まっすぐに前を見み据すえる。

　美しい白しら雪ゆき姫ひめ。

「ただ王妃が黙っていなかった。あれの美しさに嫉しつ妬として、珀蓮を殺そうとした」

「待て。魔女には制限があるはずだ。魔女は人を殺せない」

「そうだ。だから珀蓮を森に飛ばした。不ふ可か侵しんの《赤い森》だ。あそこに迷い込んだら誰も出られない。あの森には魔女が住んでるって噂もあっただろう？　可能性の話だが、北の王妃はその魔女かもしれない」

「じゃあどうしてあの女は森から出られたんだ」

「さぁ」

「さぁ？」

　広兼は不満気に声を上げた。

「なんだそりゃ。いつの間にか森から出てたとでも言うつもりか」

　王伊は既に近くのソファに腰掛け、会話に参加することを放ほう棄きしている。彼にとっては魔女が人を殺せないという制限も初耳だったが、いちいち反応していては話が進まなそうだったので自じ粛しゆくしたのだ。彼はソファに立てかけておいた布に包まれた剣を撫でた。大きさは王伊の身長の半分ほど。大振りで、無ぶ骨こつな武器だ。

　西の国紋トーラは小麦と剣。かの国の王族はもともと軍人の家系だった。昔から、考えるのは広兼や鳥代の役目で、王伊は先陣を切って突っ込んでいく役だった。彼は冷えた紅茶を手に取って飲む。

　鳥代が言った。

「早苗嬢が珀蓮を森から連れ出したらしい」

　広兼は眉間に皺をよせた。

「あのひとが？」

「あの森が不可侵の森だっていうのは迷信じゃない。磁じ場ばが狂くるってるのか魔法がかかってるのかわからんが、そんなに簡単に出入りができる森じゃないっていうのは確かなんだ。早苗嬢は噓をつくような女性ではないし、彼女が森から珀蓮を助け出せたのが何を意味するのかは今のところわからない。けれど、だ」

　鳥代の目にはっきりと映った、珀蓮の白い脚についていた傷。

　森であの女はさまよったと言う。

　それは真実、死にかけたという意味だ。

　鳥代は組んだ両手に力を込めた。

「珀蓮の話はつじつまが合う。あの女が噓をつく理由はない。そして王妃に殺されかけた王女がうちの領地にいて俺に助けを求めている以上、俺はそれを無視することはできない」

「敵は魔女ってこと？」

　王伊が口を開いた。鳥代は西の王子を見た。

「そうだ」

「へぇ。それは面白そうだね。ただの王妃を相手にするよりずっと」

　口の端を上げて微笑んだ王伊の眼光が鋭するどくなる。これが軍人の一族たるゆえんだ。

　謀ぼう略りやくを嫌う彼は、ただその剣を振るえる場所を求めている。

「どうするつもり？」

「今度の舞ぶ踏とう会かいのために北の王妃が入国する。そこで王妃が珀蓮を殺しかけたことを証明して、王妃の座から引きずり下ろす」

『本当なら殺しても飽あき足らないところだけれど』

　珀蓮は言った。

　にっこりと微笑みながら。

『生き恥はじをさらす方が、あの手の女には屈くつ辱じよく的てきなはずよ』

「彼女は」

　広兼が声を上げた。

「彼女はもう、この件には関係ないだろう」

「彼女？」

　王伊にはそれがなんのことかわからなかったが、鳥代には広兼の言う『彼女』が誰かすぐわかった。

　これも後で王伊に話さなければならないだろう。彼らにとっては、王女殺しに匹ひつ敵てきする大事件だ。

　あの南の王子が、恋をしたなどと。

「いや、珀蓮が早苗嬢の所に滞在している」

「なんで」

　なぜそんな面倒な女を連れ帰らなかったのかと、早苗を危険にさらすようなことをするのかと、広兼は鳥代を睨み付けた。

「嫁よめ入り前の一国の王女が王子ばかりの屋敷に泊まって変な噂がたったら困るんだと」

「はぁ？　馬鹿じゃねぇのか。そんなこと言ってる場合じゃねぇだろう。普通に考えれば、破魔のお前の側そばが一番安全だ」

　珀蓮が森から逃れたことを知った魔女が再び珀蓮を殺しに来る可能性だってあるのだ。

「珀蓮は破魔だなんだっていうのはただの伝説だと思ってる。まぁ、俺だって実際にその能力を行使したことはおろか見たことだってないんだ。強くは言えないだろう」

「言えよ。てゆうか、確実に、こっちの方が安全だろう」

　女性しかいないあの田舎いなかの屋敷よりも、三人の王子がいるこの屋敷の方がどう考えたって安全だ。魔女だって、三人もの王族の前では手が出しづらいに違いないのだ。

　広兼の言うことはもっともだった。通常であれば鳥代もそう考え、珀蓮を縛しばり上げてでもこの丘の上の屋敷に連れ帰っていただろう。

　けれどそれは、珀蓮が何も武器を持っていなかった場合だ。

　彼女に自衛が望めない場合だった。

「なぁ」

　鳥代はため息をついた。

「この時代、一箇所に、魔女が二人も集まる確率はどのくらいだ？」

　そもそも魔女や魔法というのは、今のこの現代ではお伽とぎ話ばなしや伝説に近い。その理由は簡単で、魔女の数が減っているからだ。

　この大陸すべてを視野に入れても、確認されている魔女は五本の指に満たない。そのほとんどが消息を絶っているのが現状である。

　だから魔女はずっと、小さい子供の持つ絵本の中だけに生きていた。

『わたくしはね、鳥代。復讐をせずにはおれないのよ』

　そう言って、珀蓮はスカートのポケットに手を入れた。そして取り出したのは、手鏡だった。銀色の小さな手鏡だ。

　彼女は微笑んだ。

　これは、魔法の鏡なのよ。

　薔薇の香り。

　半透明の、魔女。

　そうだ。あれは魔女だった。

『自分の身は自分で守るわ。だからあなたは、あの魔女に復讐する舞台を整えてくれるだけでよくってよ』

　ああ。

　なんだか、激しく面倒なことになりそうだった。







　３　それが唯一絶対の真実でなくてはならない







　王おう伊いは物心つく前から彼女の夢を見ていたが、その頻ひん度どは年を追うごとに低下していった。最近では一年に一度か二度見るだけだ。

　それはひどく寂さびしかったが、彼が彼女を忘れる理由にはならなかった。

　彼女は。

　夢の中でいつも輝いていた。

　赤い髪かみが揺ゆれる。

　そのたびに泣きそうにいとおしいと思う。

　夢の中なのに。

　ひどく胸が痛い。

　約束をしたのだ。

　遠い昔に。

　必ず、迎えに行くと。

　夢は断片的で、一つの物語をなさない。

　だからわかるのは彼女の笑顔と。

　赤い髪の綺き麗れいさと。

　声の優しさと。

　約束。

　彼女の欠片かけらを探して文ぶん献けんを漁あさった時期もあったが、何もわからなかった。

　王伊は最近あまり眠れていない。

　彼女の夢を見ないのが怖い。

　彼女の夢を見ない夜を過ごすたびに、彼女が砂のように指の間から落ちていってしまうような気がする。

　十九年間、彼女のことばかり考えてきたが、何をすればいいのかわからない。

　いっそ旅にでも出た方がいいのだろうか。

　彼女を捜さがす旅に？

　王伊は笑う。

　そうすれば面倒な継承問題にわずらわされずにすむし、一つの手段かもしれない。

　けれど彼女はどこにいるのだろう。

　眠れない夜が続く。

　夢を見たい。

　そう、思う。

　彼女の夢を見たい。

　笑顔だけでいい。

　声だけでもいい。

　見たい。

　聞きたい。

　けどそんなのは全部噓うそで、本当は。

　抱きしめたい。

　一瞬、声が聞こえた気がした。

　遠くで。

　彼女の匂いがする。
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　翌朝二人の義あ姉ねが戻ってきた時に珀はく蓮れんをどうするかは、早苗さなえがテキパキと指示をした。彼女は誰だれよりも自分の義姉達の性質を理解していたし、そんな義姉達の理解を得るためにはどうするべきかをよく承知していた。

「早苗！　早苗！」

　義姉達は騒そう々ぞうしく帰宅した。

　馬車の中で寝ていたのだろう、二人共髪はくしゃくしゃだし、顔には疲れが見える。外では御ぎよ者しやが馬車から荷物を降ろすために悪あく戦せん苦く闘とうしていた。とても一泊分の荷物とは思えない。はちきれんばかりに中身の入った旅行用鞄かばんが四つあった。

　太陽は中天にある。もう昼過ぎだった。

「早苗！」

　たっぷりと太った下の義姉が倒れこむように玄関口のソファに座る。赤いソファだ。そしてまるでこの世の終わりを嘆なげくように言った。

「お姉さま、私お腹なかがすいた」

「まぁ」

　食堂から出てきた早苗は安あん堵どして笑った。

「お帰りなさい、遅かったのね、お義ね姉え様達。パーティはどうでした？」

　メイド姿でパタパタと義姉達に駆かけ寄ってその上着を受け取る。義姉達は予定では昼前には帰るはずだったのだ。どこかで事故にあったのではと早苗は少し心配していたところだった。

「呼んだら一度で出てきなさいと何度も言っているでしょう！　本当に愚ぐ図ずね。まず食事の用意をなさい。それから荷物を運んでちょうだい」

　上の義姉は苛いら立だった様子で言った。今日は本当に疲れた。途中で馬車の車輪が外はずれて立ち往おう生じようするし、はめなおした車輪が合わなくて車内はひどく揺れるし最悪だったのだ。身体からだがいまだに揺れているような気さえする。

「はー！」

　御者はようやく鞄を二つ玄関まで運び入れたところだった。四つを一度には持てなかったようだ。彼は大量に汗をかいていて、肩で息をしていた。あとまだ二つ。翌日の筋肉痛は覚かく悟ごしなくてはならないだろう。そもそも車輪が外れたのはこの大荷物のせいなのだ。それなのに二人のお嬢様の機き嫌げんはひどく悪くなるし、御者である彼にとっても最悪の道のりだった。

「何を休んでいるの！　早く全部運んでちょうだい！」

　上のお嬢様に怒ど鳴なられて、御者は飛び上がって再び馬車に戻った。

「もしかしてもう昼食の準備ができてるんじゃない？」

　早苗が食堂から出てきたので、下の義姉が嬉うれしそうに飛び上がって食堂に駆け込もうとした。彼女は車内にいた時からずっと空腹を訴うつたえていた。

「あ、お義姉様」

　待ってください、と言う早苗を押しのけて、下の義姉は食堂の扉とびらを開いた。

　最初に彼女の嗅きゆう覚かくを刺激したのは彼女の大好きな魚ぎよ介かいのあっさりスープの匂いだった。海え老びや烏い賊かの入った早苗の得意料理で、香草がアクセントになっている。他にもきのことベーコンのソテーや牛肉の柔やわらか煮、焼きたてのパン。下の義姉は嗅覚だけでそこに並べられた料理を正確に把は握あくしたが、同時に彼女が食べるべきその料理を見知らぬ女が食べていることに気付いて激げつ昂こうした。

　そう、食堂には女がいたのだ。しかもテーブルの一番奥、本来なら屋敷の主人が座るべき上座に座っていた。料理はすべて彼女の前にあり、女は俯うつむいて牛肉の柔らか煮を切っているところだった。あれは早苗が時間をかけて作るおもてなし料理で、口の中に入れるとほろほろと溶ける最高の料理なのだ。

「ちょっと、それは私のよ！」

　下の義姉はどすどすと音をたててその無ぶ礼れいな侵入者に摑つかみかかろうとした。食い物の恨うらみは恐おそろしい。しかし、両手にナイフとフォークを持ったその女が顔を上げると、下の義姉は固まって黙り込んでしまった。

「……」

　信じられない。下の義姉は自分の目を疑った。

　女は、彫ちよう刻こくのように美しい容よう貌ぼうを持っていた。テーブル一つ挟んだこの距離からでも、その美しさは匂い立つようだ。艶つややかな黒い髪と、暗い色の双そう眸ぼう。完かん璧ぺきな配置の目鼻立ち。まさに完璧だった。人にはありえない美しさだ。息を呑のむ。

　上の義姉も食堂の入り口にやってきて、その女の美貌に声を失った。

「お義姉様。あの、ご紹介します。珀はく蓮れん様という方で、北の国の侯こう爵しやく家ご令れい嬢じようです」

　早苗は困った様子を見せながらも食堂にいた女性を紹介した。

　女性は立ち上がらなかった。

　ただナイフとフォークだけは置いてナプキンで口を拭ふくと、義姉達ににっこりと上品に微ほほ笑えみかけた。

「ごきげんよう。ごめんなさい、食事中なので、挨あい拶さつは後でもよろしいかしら？」

　下の義姉は目を白黒させた。目の前の美女の無礼に怒るべきか否いなかはかりかねたからだ。

　侯爵家のご令嬢ともなれば、当然ながら身分はただの商人にすぎない早苗達の遙はるかに上だ。

　この時の上の義姉の反応はすばやかった。

「まぁ。まぁ」

　上の義姉はとたんに笑顔をつくり、軽かろやかな様子で食事中の珀蓮に歩み寄った。

「北の国の侯爵様の。まぁ、ええ、そうではないかと思いました。だって、とても、お美しくていらっしゃる。ええ。食事をされているお姿も、もちろん。気品がおありになるわ。侯爵様の。まぁ。そう、そうです。私は、この家の主人ですの。申し訳ございません。何も失礼がなかったら、ええ、いいのですけれども。もっとね、事前にご連絡をいただいていれば、そう、もっときちんと、おもてなしさせていただきましたのよ。ええ。ええと、どなたの、ご紹介で我が家にお越しいただいたのかしら？　湖の近くの子し爵しやく様かしら？　それとも隣の町の？」

　どうやら上の義姉は、彼女の知り合いの貴族の紹介で、隣国の貴人が我が家に来たのだと思ったらしい。義姉達の知り合いといえば、田舎いなかに引っ込むしかないような、社交界での地位の低い成り上がりの子爵や男爵家がほとんどである。その田舎貴族達が隣国の侯爵家に繋つなぎがあるなんていうのは、ほとんどありえない。

「お義姉様。珀蓮様は、領主様のご紹介でおいでになったんですよ」

　興奮した様子の上の義姉の後ろから、早苗はやんわりと話しかけた。

「珀蓮様は今回の舞ぶ踏とう会かいに出席されるために入国されたんです。本当は領主様のお屋敷にお泊とまりになるはずだったんですが、先日お屋敷で不ふ審しん火びがあって、お客様にお泊りいただけない状態になってしまったらしいのです。そこで昨日、領主様の使者様がいらっしゃって、うちに、珀蓮様を泊めていただけないか、と。ほら、うちには客室もございますし、森の近くだから空気もよろしいでしょう？　珀蓮様は、お身体が弱いそうですのよ。ですから環境のいい我が家にと」

「まぁ。まぁ」

　上の義姉はさらに顔を輝かせた。

「領主様の！」

　なんてことだろう。

　彼女達の領主様は、東の国の第一王子、つまりいずれ王になるお方なのだ。

　その賓ひん客きやくの臨時の宿泊場所に、我が家を選んでいただいたなんて！

「まぁ。まぁそんな。ああ、ごめんなさい珀蓮様、私達こんな格かつ好こうで。今、帰ってきたものですから。ええ。今すぐ、着替えてまいりますわ。どうか、ごゆっくり、お食事をなさってね。ええ、その娘こは、料理だけは絶品ですの。どうか、ごゆっくり、なさってくださいね」

　ひどくへりくだった様子でそう言うと、上の義姉は下の義姉をせっついて踵きびすを返した。

「お姉さま、でも、私お腹がすいたわ」

「我慢なさい！　今印象をよくしておけば、領主様にもよく覚えておいていただけるのよ！」

　下の義姉をそう小声で諭さとしてから、上の義姉は早苗に向かって言った。

「いい？　粗そ相そうのないように。くれぐれも、注意しておもてなししてさしあげるのよ。ああ、それと後で玄関のあの荷物を部屋まで運んでおきなさい」

「はい、お義姉様」

　早苗はにっこりと笑って答えた。

　上の義姉はふんと鼻を鳴らすと、一度振り返り珀蓮にまたにこーっと笑いかけてから、食堂を後にした。

　一拍置いて、早苗は振り向くと笑った。

「素す敵てきなお義姉様達でしょう？」

「どこが？」

　珀蓮は本心から言った。

　あれは、相手が身分あるものだとわかれば、深い理由など考えずにおもねろうとする馬鹿な人種だ。少しでも考える脳みそがあるのなら、仮にも隣国の賓客を、たかだか一商人の家に預けようとするはずがないことくらい、わかるはずなのに。

　珀蓮はパンをちぎった。つい先ほどまで焼きたてで温かかったそのパンは、あの上の義姉の長い独ひとり言ごとのせいで少し冷めてしまった。

「素直で、正直よ。裏表がないの」

「あなた、その言葉の意味をきちんと知っていて？」

　珀蓮は呆あきれたように言った。

　早苗は。信じ難がたいことだがこの目の前の女性は本当に、自分の二人の義姉を盲もう目もく的てきと言えるほど慕したっているようだった。

　あの義姉達の帰ってきた声はこの食堂の中にまで聞こえてきた。

『呼んだら一度で出てきなさいと何度も言っているでしょう！　本当に愚図ね。まず食事の用意をなさい。それから荷物を運んでちょうだい』

　あの傲ごう慢まんな言い草。

　珀蓮だったらあんな女はすぐにでも八やつ裂ざきにしているだろう。こんな。馬鹿で、無知で、責任も知らず理り不ふ尽じんなことばかり言う女達には、生きている価か値ちさえあるとは思えなかった。

　誇ほこり高くあるということは、責任を知っている人間のあるべき姿だ。

　王族として。

　民を守る一族として。

　自分を恥はじる行為は決して許されない。

　攻撃されて逃げるなどありえない。

「わたくしはああいう女達は大嫌いよ。今自分が持っているものが誰かに与えられたものであるということに気付くこともしないでふんぞり返っている。ああいう人間は弱いのよ。誰からも何も与えられなくなってしまうとすぐに崩くずれる。一人で生きることもできない」

　珀蓮が吐はき捨てるように言うと、早苗は柔らかく目を細めて問うた。

「珀蓮は、一人で生きられるの？」

　早苗はまだ食堂の扉の近くに立っていた。

　上座に座る珀蓮からは遠い。小さな声では届かないくらいの距離だ。

　けれど決して大きくはない早苗のその声は、なぜかよく珀蓮の耳に届いた。

　責めるわけではない。純粋に、疑問を投げかけるように、早苗はもう一度言った。

「一人で生きられるの？」

　一人で。

　珀蓮はすぐには答えられなかった。

　一人。

　珀蓮はそれがどういうことかを知っていた。

　北の王は王女が城から出ることを嫌った。

　人前に出ることを嫌った。

　誰も振り向いてくれない。

　自分を見てくれない。

　誰もいない。

　美しすぎるから？

　人ではないようだから？

　彼女には。

　顔を焼こうと思った時さえあったのだ。

「生きられるわ」

　珀蓮はそう答えた。

　そう、答えなくてはならなかった。

　早苗は微笑む。

　目を細めて。花が咲くように。

　彼女はもう何も言わなかった。

　それが彼女の優しさなのだと、珀蓮は痛いほどわかっていた。
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　王おう伊いは昼過ぎに目を覚ました。

　部屋を出てその辺にいた女によ官かんに他の二人の王子の所在を聞くと、広ひろ兼かねはもう既すでにどこかへ出かけてしまっていて、鳥とり代しろは執しつ務む室にいるらしい。

「おはよう」

「おう」

　王伊が扉を開けると、鳥代は封筒に封をしているところだった。目の下に隈くまができている。あまり寝ていないのかもしれない。

「何してるの？」

「ちょうど恋文ラブレターを書き終わったところだ」

　王伊は苦笑した。

「余裕だね。王おう妃ひが王女を殺そうとしたことをどうやって証明するか、考えなくていいの？」

「先に気になるものを全部終わらせないと、そっちにかかりきりになれないからな。今は広兼がいろいろ調べてるよ」

「ふうん」

　王伊は近くにあった比較的綺麗な机の上に尻しりを乗せた。執務室には中庭に面した窓があるが、それが開け放たれることは滅めつ多たになかった。書類が飛ぶからだ。

「僕、絶対に広兼はその早苗さなえさんについて調べまわってると思うけど」

　王伊は昨日その話を聞いていた。あの広兼が、恋をしているという話である。

　耳を疑った。

　まさか、と笑ってしまう。広兼が恋に落ちる日が来るなんて。

「人生っていろいろなことが起きるんだね」

　王伊はしみじみと言った。

「まぁ、早苗の方から調べてて何かわかるかもしれないな。何せ早苗はあの森に入れたんだから」

　鳥代はあくびをかみ殺した。冷さめた珈琲コーヒーを飲む。

「《赤い森》？　僕行ったことないんだけど、本当に入れないの？　あそこ」

「入れないというか、入ったと思ったらいつの間にか外に出てるんだよ。あの森が通れれば俺達の国の行き来もしやすくなるし、何度か調査団も派は遣けんされたんだ。でもどこから入っても駄だ目め。行方ゆくえ不明者が出てから調査は打ち切られてそのまま」

「ふうん」

　王伊は窓の外を見ている。

　春に咲く白い花は、もうすぐ満開だ。いつもであれば三人で集まって花見でもするのだが、今回はそれどころではないだろう。

　広兼は恋をしているし、鳥代は命を狙われている北の王女さまの保護をしなくてはならない。

「ところで聞きたかったんだけど」

　王伊は鳥代に視線を戻した。

「あん？」

「珀はく御ご前ぜんとは頻ひん繁ぱんに会ってたわけ？」

　北の王女と。

　広兼が言っていた。

『俺達はもう十年以上あの女に会ってないけど、お前はそうじゃないでしょ？』

　彼らが一同に会したあの時以来、彼女は国を出ていないはずなのだ。会おうと思ったら、こちらからあの国を訪ねなくてはならないだろう。

　鳥代は手に持った封筒を見ながら答えた。王伊の位置からではその宛あて先さきは見えない。ただ火か急きゆうであることを知らせる第一王子の印が押してあった。

「うーん、まぁ、一年に二回くらいな」

「ほんとに？」

　王伊は目を丸くした。

「なんで」

　隣国とはいえ、決して近い距離ではない。まして鳥代はこの国の第一王子だし、あちらも箱入りの第一王女だ。そう簡単に会ったりできる立場ではないはずだった。

　鳥代は息をついて書類を置いた。

　また一口珈琲を飲み、頰ほお杖づえをついて王伊を見る。

　彼は面倒そうに言った。

「年に二回恋人に会いに行こうとするのはそんなに変なことか？」

　王伊は一瞬言われた意味を理解できなかった。

「噓うそ」

「噓をついてどうする」

「え、だって、いつから？」

「いつからかなんて覚えてないけど、少なくとも七年以上前からだな」

「噓」

「だから噓をついてどうする」

　王伊は頭を抱かかえた。

「でも君、かなり遊んでるじゃないか」

「人聞きの悪いことを言うな。実際遊びだしたのはここ二年だ。あの馬ば鹿か女おんなにもう来るなと言われたからな」

　言われて考えてみれば、確かに鳥代の女遊びが激しくなったのは二年ほど前からだった。それまでも女性に優しいところは変わらなかったが、今のように様さま々ざまな女性の間を渡わたり歩くようなことはなかったのだ。

「振られたの？」

「ぐさっとくることを言うね」

　鳥代はまたため息をついた。

「くそ。あの馬鹿女。何考えてるんだ」

　背もたれに体重を預けて天上を仰あおぐ。

　東の王子にしては、珍めずらしい様子だった。

「信じられない。君が恋わずらいをしているように見える」

「馬鹿にするなよ。俺はもうあんな女どうでもいいんだ」

「そうは見えないけど」

　王伊は苦笑した。

　それはきっと鳥代だってわかっているだろう。

　どうでもいいならため息なんてつかないのだ。

「女性は怖いね。男の人生を狂わせる」

　王伊は机から下りて、窓に向かう。

　白い花は、今にもはちきれそうな蕾つぼみとなって咲く日を待っている。甘い匂いが香ってきそうだった。春なのだ。

「それは広兼に言ってやれ。早苗嬢のおかげで、あいつの人生一変したから」

「一ひと目め惚ぼれなんか本当にあるんだ」

「お前も一目惚れじゃなかったか？」

「違うよ。夢で見る前から、僕は彼女を好きだったもの」

　赤い髪。

「何百年か前は？」

「うーん。どうだろう。あまりストーリーだった夢は見ないんだ。夢で見た事しか思い出せないし」

「それは思い出すって言うのか？」

「言うんだよ。そういう感覚があるもん。夢を見た後思うんだ。ああ、そうだったなって」

　透すき通る声。

　甘やかな笑顔。

　王伊はたまらず顔を歪ゆがめて笑った。

「焦あせるね」

「何が？」

「待ってるだけなんて」

「今までだってそうじゃないか」

「違うよ。全然違う。なんだか怖いんだ」

「夢を見ないのか？」

「駄目なんだ。最近、眠れない」

「睡すい眠みん薬やくやろうか」

「そんなんじゃあ夢を見れない」

　ガン！

　と彼は壁を叩たたいた。

　鳥代は驚かなかった。

　王伊は苛いら立だっていた。

　焦しよう燥そう感かんで、胸が焼けそうになる。

　今。

　こうしている間にも。

　彼女を永遠に失っているのかもしれない。

「もし彼女を失ったら、生きてる意味なんかない」

　鳥代は遠くを見るように目を細めた。

『生きている意味？』

　そう言って笑ったあの女の顔を思い出す。

　存在する理由。

　残ざん酷こくな問題提起だ。

　そんなものを明確に理解している人間なんて、一人もいやしない。

　いやしないのだ。
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《赤い森》には魔女が住んでいて、その魔女は、森の奥に大切なものを隠している。金や宝石、珍しい薬草や、美しい少女。

　魔女は大切なものを盗まれるのを怖おそれ、森の奥に人が入らないように魔法をかけた。

　だから《赤い森》の奥には入れないし、入ってはいけないのだ。

　これが木蓮トーリアで一般的に言われているあの森の物語だった。

「うーん。そりゃ魔女がほんとにいるって信じてる人もいるし、そうでない人もいるだろうね。でもこの町のほとんどの人間は、原因はなんにせよ、あの森が簡単に入ってはいけない森だってことをわかってるだろうさ。昔は行方不明者を何人も出したって話だしね。王宮から来た調査隊の人だって森に入って出てこられなくなった人もいたんだ」

「なるほどね」

　広ひろ兼かねは木蓮トーリアの町の中央にある、露ろ店てんの立ち並ぶ商店街で林りん檎ごを食べていた。あまり美お味いしくはない。中身はすかすかだし、そのくせ口に含むと水っぽい味がした。色もどこかくすんでいる。話を聞くためとはいえ、一箱も買ってしまったのは失敗だったかもしれないと広兼は思った。

　けれど果くだ物もの屋の恰かつ幅ぷくのいい女主人は、この気前のいい客に対して、嬉き々きとしていろいろ話してくれた。

「そういえば、その《赤い森》の魔女は、町中にも屋敷を持っていたって話があるよ」

　広兼は右手に持った林檎を見ていた顔を上げた。

「へぇ？　面おも白しろいねそれ。実在すんの？」

「町の外れの屋敷さ。今はヤエ商会の女社長が住んでる」

　女主人はどこか自じ慢まんげに言った。

「ヤエ商会っていうのは知ってるかい？」

「名前だけはね」

　広兼は控ひかえめに答えた。

「この商店街の商品をしきってるのもヤエ商会さ。ただ」

　女主人は声を潜ひそめた。

「二年前に社長だった旦だん那な様が亡なくなってから上のお嬢様が跡を継つぎなさったんだが、あまり商才がないみたいでね。最近入ってくる商品もあまりよくないんだ」

　そう言ってちらりと自分の売っている果物を見た。

　なるほど。

　広兼は苦笑した。こんなに口の滑すべりがいいのもおそらく、あまり質のよくない商品を買わせた罪悪感からだろう。

「けどね、悪いお嬢様達じゃないんだよ。特に末のお嬢様なんかはね、これが気さくで、よくうちにも買い物に来るんだ。ほらやっぱり商売がうまくいってないから、使用人は全員解かい雇こしたみたいで、あの屋敷の家事はその末のお嬢様が全部やってるらしいよ。母親は二年前に失しつ踪そうしちまっててね。いやそりゃもうとびきりの美女だったから他に男ができたんだと思うんだよ。それだけでも可か哀わい想そうなのに、その後すぐ父親が亡くなってさ。ひどいもんだよ。それからは上の二人の姉が商売を頑張って、末の娘がそれを支えて。泣けてくるじゃないか」

　早苗さなえの継まま母ははが失踪したのは鳥とり代しろから聞いていた。

　二年前。広兼は目を細めた。

「その上のお嬢様達に会ったことはある？」

「いや忙しい方達みたいでね。よく朝方や夕方に馬車が出たり入ったりするのは見るけど……。でもその末の、早苗ちゃんっていうんだけど、いや、可か愛わいい子なんだよ。最初は敬語を使ってたんだが、本人がいいって言うもんだからね。その子が、義姉達が頑張ってるから私も頑張らなくちゃいけないって言うんだよ。けなげじゃないか。商品が悪くなるのは困るけど、早苗ちゃんが謝あやまってくれてね。きっとまたいい商品を入れられるようにするからって。そう言われちゃ、こっちも頑張らなきゃって思うじゃないか」

　商品の回りがよくないのに、この商店街があまり暗くないのはそういうわけか、と広兼は思った。

　早苗が。

　あの、柔らかく微笑むあのひとが。

　この商店街を元気付けているのだ。

　いつか元に戻すから、どうかそれまで頑張ってくれと。

　だから彼らはヤエ商会から離れない。

　女主人は明るく笑っている。

「ああ、そういえば魔女の話だったね。年取った人間っていうのはすぐ話が脱線しちまうんだ。この年になったらね、物忘れも激しくなるんだよ。困っちまう。ああ、そう、まぁ、その早苗ちゃんの住んでる屋敷がね、《赤い森》の魔女が住んでたって言われてるんだ。大昔の話だがね」

「でも今はヤエ商会の所有なんだろ？」

「さあ。でももともとは失踪した母親のもののはずだよ」

　広兼は片かた眉まゆを上げた。

「なんだって？」

　女主人は声を潜めて続けた。

「実は、旦那様は再婚なんだよ」

　それは広兼も知っていることだった。

「上の姉二人もその失踪した母親の連れ子でね。つまり早苗ちゃんとは血が繋がってないんだよ。もともと都みやこの方に住んでた旦那様が田舎に引っ越したいってんでこの辺りに家を探していて、その美女と出会ったらしいんだよね。で、一目惚れして結婚したわけだ」

「その母親はずっとその屋敷に住んでたわけ？」

「いや、どうだろね。住んではいなかったんじゃないかな。ありゃたぶん他に家を持ってるんだよ。今も新しい男とそっちの家で暮らしてるんだと思うよ」

　女主人は不ふ愉ゆ快かいそうに言った。

　広兼は林檎をまた一口齧かじった。

　二年前に失踪した継母。

《赤い森》の魔女の屋敷。

　魔女が宿る手鏡。

　早苗を拒絶しない森。

　導みちびき出される結論は一つだ。

　考えるまでもなかった。

「ふうん」

　広兼は言った。

　その時女主人が声を上げた。

「あ、ちょうどいい子が来たね」

　そう言って、広兼の背後に向けて手を振る。

「伊い央お！」

　彼女の声で、店の前を通り過ぎようとしていた少年が振り返った。右手に大きな籠かごを持っている。彼は一瞬怪け訝げんそうな顔をしてから店先に寄ってきた。

「なんだよ」

　少年はぶっきらぼうに言った。

「お兄さん。この子は伊央って言ってね、この町唯一の医者の次男坊さ。早苗ちゃんとも仲がよくて、あの屋敷にもしょっちゅう行ってる。きっといい話を知ってるよ」

「やぁ」

　広兼はなるべく優しげな笑顔を作って少年を見下ろした。

　少年は広兼を睨にらみ返した。気が強そうな少年だった。小柄だが体つきはしっかりとしている。おそらく子供の中でもリーダー的な存在だろう。

「あんた誰？」

「ちょっと調べ物をしてるんだ。話を聞かせてもらえるか？」

「早苗について調べてるわけ？」

　警戒している。

　なるほど、「早苗」と言った時の呼び方が気安かった。仲がよいのは本当だろう。

　広兼は嬉しくなった。

　これは是ぜ非ひとも話を聞かなくてはならない。

　彼女の話を。

「林檎でも食べるか？」

　広兼は積んである林檎を一つ取って少年に差し出した。ここにある林檎一箱分は彼の物だ。

　しかし少年は顔をしかめて言った。

「いらねぇ。味薄いし」

「伊央！」

　女主人は小さく怒ど鳴なった。

「あんた早苗のなんだよ」

　少年は女主人を無視して広兼を睨んでいる。

　広兼は口の端を上げてにやりと笑うと身を屈かがめ、少年にだけ聞こえるように小さな声で言った。

「未来の夫だ」





[image: ]






　伊い央おは医者である父親に頼まれ、この時期来ている行商人から、この辺りでは手に入らない薬草を買いに来たところだった。

　すると顔見知りのおばさんに呼び止められて、なんだか目つきの悪い男を紹介された。伊央はこの男を、どこかで早苗さなえを見み初そめた金持ちのどら息子だと思っていた。着ている服は高そうだし、仕し草ぐさも粗そ野やじゃない。

　突然現れ、早苗の『未来の夫』であると嘯うそぶく怪あやしげな男に対して、伊央は最初無視という対処法を取ることに決めた。けれど彼が果物屋を離れてもついてきて道中早苗を賛さん美びする言葉を並べ立て、あまつさえ伊央が買った大量の薬草を「持ってやるよ」と言って籠ごと強引に奪い取ると、彼は観念したようにため息をついた。

「家に帰るまでだからな」と伊央は釘くぎをさした。

　片手に薬草の入った籠を抱えた、広ひろ兼かねと名乗ったその男は、「十分だ」と頷うなずいた。

「何が知りたいんだよ」

「彼女についてなら全部」

　伊央は鼻で笑った。

「言っておくけど、あんたが初めてじゃないんだぜ？」

　広兼は片眉を上げた。伊央は前を向いて歩きながら、教え諭さとすように言った。

「早苗に惚れて、一番仲のいい俺に早苗について聞きに来たのはあんたが初めてじゃないってこと。前までは結構あったんだ。早苗の義姉達がどっかのパーティに行くたびに早苗を小間使いとして連れ歩いてたからな。それでそのパーティに出席してた金持ちが早苗を見み初そめて、この町まで追っかけてくることが何回かあった。さすがに義姉共の方も今は学習して、パーティに行く時は早苗を置いていくようにしたみたいだから、最近はなかったけど」

　伊央は顔を歪めて笑った。

「俺も一回その金持ちに付いて早苗の家に行ったことあんだけど、そん時のあの義姉共の顔と言ったら。何回思い出しても笑えるぜ。自分達を訪ねて来てくれたと思った男が、実は小間使いとして同行していた早苗の方が目当てだったんだからな。もちろん、その恋が成じよう就じゆしたことは一回もなし。あの義姉共がいる限り、早苗に近付くのは無理だね」

「さっきの果物屋の女主人は、悪いお嬢様達じゃないって言ってたけど？」

「そんなの全部早苗の噓だよ」

　伊央は眉間に皺しわをよせる。

　自然と声に棘とげが出る。

「早苗が町でそう言ってるんだ。義姉達が会社の仕事をしてくれるから、せめて自分は家の仕事を頑張らなくちゃいけない。義姉達はとてもいい人で、素直で素敵な人だ。ばっかじゃねぇのって、俺は思うね」

　商店街はあまり混んでいない。日暮れ前になったらもっと人が出てくるのだろう。

　広兼は籠にのった薬草を落とさないように注意しながら、憤ふん慨がいする伊央の少し後ろを歩いた。

「でも早苗は噓じゃないのよって笑うんだ。噓じゃないか。あの義姉共が会社の仕事なんかしてるわけないだろ？　パーティパーティ。そればっかりじゃないか。早苗の方がおじさんの本当の娘なのに、あんな服を着せてメイドの代わりにしてる」

「そして彼女はそれを不幸だと思ってる？」

　伊央はその時広兼がちらりと考えたことを敏びん感かんに感じ取って足を止めた。

　振り向いて、釘をさすようにびしりと人差し指を広兼につきつける。彼はまるで自分を早苗を守る唯一の騎き士しだとでも思っているようだった。

「早苗を攫さらおうなんて思っても無駄だぜ。早苗は、あの馬鹿な義姉共が何より大事なんだ。どんな馬鹿女でも、早苗にとっては唯一の家族なんだよ」

　伊央は悔くやしそうに言った。

　当然だ。

　大切な存在をないがしろにされて、それで喜ぶ人間などいないのに、彼女はそれでいいのだと言う。

　守らせてももらえない騎士なら、存在する意味がない。いらないと言われるのと同じだ。だからこの幼い少年は、大切なはずの女性に怒りを覚えている。

　それでも少年は、その怒りを抑え、彼女の意思を優先していた。大人おとなだな、と広兼は思った。

　彼ならば、我慢などできない。

　無理やり攫って閉じ込めてしまえばいい。

　でもわかっている。

　それでは真実彼女は手に入らない。

　家族はきっと彼女がたった一つ持っているものだ。

　それを守るために、あのひとはきっとどんなことでもするだろう。

　あの。

　微笑で。

　青い双そう眸ぼう。

　広兼は身み震ぶるいをする。

　一瞬だったのだ。

　ただ、彼女をこの目に入れただけであったのに。

　突き落とされた。

　射い抜ぬかれた。

　一度死んだ。

　生まれ変わったのだ。

　もう前の自分には戻れない。

　手に入れたいという欲望。

　そして手に入らなかったらという恐怖。

　ほとんど衝しよう動どう的に彼女の前に膝ひざを折った瞬間から絶望的に理解していた。

　彼女は、王子に求婚されて唯い々い諾だく々だくと従うような、お姫様ではないのだ。

　けれどそれでも手に入れたかった。

　緻ち密みつに。慎重に。歩みを進めねばなるまい。

　どこにも逃げ場がないほどに周囲を固めて、確実に手に入れなくてはいけない。

　逃すことなどありえないのだ。

「伊央」

　広兼は口の端を上げて笑った。

　その場にしゃがんで、少年の目線に合わせる。

「一つ教えといてやるよ」

　彼はにやりと笑った。

「この世で絶対、何があっても信じてもいいのは、愛した女の言葉だけだ」

「なんだよそれ」

　広兼は伊央の頭を撫なでた。

　伊央は不愉快そうに広兼の手をどけた。

「俺の二番目の兄の言葉だ」
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　ぼこぼこと大きな泡あわを立てて煮たった暗い鍋の中に、女は赤い林檎を入れた。あたりにはつんとした匂いが漂ただよっていて、常人であれば吐き気さえ覚えていたかもしれない。

　魔女の料理というものは、雰ふん囲い気きが重要だった。

　部屋は暗く、蠟ろう燭そくの火しか光源はない。材料を細かくするのにまな板や包丁は使わず、ナイフを使ってテーブルの上で切るか、あるいは焼いて焦こがし、素す手でで潰つぶして粉々にするのが定番である。今回は生なま物ものを使用しなかったので、テーブルを血で汚さずにすんだ。それだけでも掃そう除じが大分楽になる。

　女は赤黒く変色した大きな木のスプーンで鍋の中をかき混ぜた。

　その時に、女はその整った鼻をくんくんとならした。

　毒林檎を作る際に、最も注意しなくてはならないのは匂いだった。鍋の中身からどんなにおかしな匂いがしても、完成した林檎から異い臭しゆうがしてはいけないのだ。

　しかし女ほどの魔女になると、美味しそうな毒林檎を作る術は十分に心得ていた。

　魔女は人を殺せない。

　でも永遠の眠りにつかせることはできる。

　女はにいと笑った。

　彼女は、楽しみで仕方がなかった。

　どうして最初からこうして手を下くださなかったのだろう。

　森で餓が死しさせようなんて甘い考えだったのだ。

　自分のこの手で、あの娘に引いん導どうを渡してやらねばなるまい。仮にも一度は母と子の関係となった娘なのだ。それくらいの慈じ悲ひはあってもいいだろう。

　想像するだけで身震いがする。

　美しいあの娘が倒れその双眸が永遠に閉じられる瞬間は、どんな甘かん露ろも敵かなわない幸福感を自分にもたらしてくれるに違いない。

　女はたまらず声を上げて笑った。

　もうすぐだ。

　もうすぐあるべき世界を取り戻すことができる。

　世界で一番美しいのは自分でなくてはならないのだ。

　それが唯一絶対の真実でなくてはならない。

　なぜなら。

　自分は魔女なのだから。
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　珀はく蓮れんは苛立っていた。

　部屋に準備された浴よく槽そうから上がった後乱暴に髪と身体を拭いて服を着る。就寝用の服は早苗さなえの下の義姉が先日購入してまだ袖そでを通していないというものを借りた。スカートは短いし、全体的にだぼついてしまうが、上の義姉のものを着たら胸がきつくなってしまうので、こちらの方がましだった。

　ただこのセンスにだけは辟へき易えきした。ふんだんに使われたフリルはうざいし、色も濃い赤だ。趣味が悪いとしか言いようがない。流行だかなんだか知らないがその服の形は複雑で、最初はどうやって着るのかわからなかったくらいだった。

　全く、機能的ではない。

「まぁ」

　部屋に入ってきた早苗は、髪から水をしたたらせる珀蓮を見て、声を上げた。

　珀蓮が床に投げ捨てたのとは別の新しいタオルを取って、正面から珀蓮の髪の毛を包むようにする。

「駄目よ。きちんと乾かさなくちゃ。風か邪ぜをひいてしまうわ」

　世の中には自分で服を着たことがないという王族もいたが、珀蓮は王宮でもそれらのことはすべて自分でやっていた。彼女の後宮にはほとんど女官がいない。父王がそのようにした。

　早苗は珀蓮の髪を優しく拭いた。

　珀蓮は心ここ地ちよさそうに目を瞑つぶる。

　早苗に触れられると、ささくれ立っていた気持ちが丸くなっていくのが不思議だった。彼女こそが魔女のようだ。優しい魔法を使う魔女。

「あの女共、ものすごく面倒だわ」

　珀蓮は呟つぶやくように言った。言ってから、まるで小さな子供の愚ぐ痴ちのようだと珀蓮は思った。

　早苗は困ったように笑う。

「悪気はないのよ」

　彼女はあくまで、彼女の義姉達を弁護した。

「わたくし、もう耳が疲れていてよ」

　昼食を食べた後は気分が優すぐれないからと逃げていたが、珀蓮は仮にも客人だったので夕食の席を一緒にしないわけにはいかなかった。その間早苗の上の義姉はまるで話すことをやめたら死んでしまうのだとでもいうように次から次へと喋しやべり倒したし、下の義姉は晩ばん餐さんを食べるのに忙しそうだった。

　夕食を作ったのはもちろん早苗で、給仕をしたのも彼女だ。白魚の刺さし身みが最初に出てきて細切り牛ヒレ肉の焼皿グラチネと、海老と帆ほ立たて貝がいのスープ。口直しの氷果グラニラはこの季節によく採とれる柑利カルリ。パンはもちろん焼きたてで、デザートの焼き菓が子しも絶品だった。一緒に食事をする相手があの馬鹿女共でなければ、最高の晩餐だったのだ。

「『北の国はお寒いのでしょう？　私達も、何度か行ったことがあるのですよ。ええ。父に連れられてですけれども。父は仕事で。そうです。その縁えんで、いろいろな方によくしていただいております。そうそう。この間も、西の方に領地をお持ちの男だん爵しやく様の家に招かれましてね』」

　早苗は珀蓮の髪を拭いていた手を止め、感かん嘆たんの声を上げた。

「まぁ。お義姉様にそっくりだわ」

　珀蓮はぎろりと早苗を睨んだ。

「あなたの、その『まぁ』って言う癖くせ、あの義姉共と同じね」

　早苗の義姉は妙に感嘆詞や相あい槌づちが多かった。そのせいで話が途切れることなくどこまでも続いてしまう。『まぁ』『そうです』『そういえば』『そうそう』珀蓮はうんざりした。

「もしわたくしの女官だったら、あんな女すぐ解雇しているわ」

　うるさいことこの上ない。ああいう口からは、軽けい蔑べつや嘲あざけりが、飾り立てられた世せ辞じと同じように際限なく出てくるのだ。

「にぎやかで、私は好きなのだけれどね」

　早苗は言ってから、珀蓮を窓の横にある鏡きよう台だいの前の椅い子すに座るよう促うながした。

「髪を梳すいてあげる。このままじゃあ、綺麗な髪が台なしよ」

　もともと珀蓮はあまり鏡を見ることがなかった。そこには、濡ぬれた黒髪が艶やかな美しい女が映っていた。鏡に映った自分の顔を睨みつける。白しら雪ゆき姫ひめ。大嫌いな名だ。そればかりが一人歩きする。雪のように白い肌。艶やかな黒髪。

　反へ吐どが出る。

　早苗がその髪に櫛くしを通した。

　鏡台の前には珀蓮が入浴する前にポケットから取り出した手鏡が置いてあった。赤い宝石のある、魔法の手鏡だ。

「そういえば、あの義姉達は茨いばら姫ひめのことを知らないのね」

　鏡の向こうの早苗が笑った。

「ええ。茨いばら姫ひめがあまり義姉達と話したがらないの」

「鏡の中からでも外の様子はわかるのかしら？」

「わかるみたい。だから茨いばら姫ひめは、私にすごくお礼を言ってくれるのよ。屋根裏に閉じこもっているのと、こうして持ち歩かれるのとでは、世界が全然違うのですって」

　珀蓮は軽く目を見開いた。

「屋根裏？」

「そうよ」

　早苗は珀蓮の髪を梳きながら、まるで物語を話すように続けた。

「茨いばら姫ひめの鏡はね、もともと大きな姿すがた見みだったの。とても綺麗な姿見よ。銀の枠わくがあって、茨いばらが巻きついたような装飾がされていたわ。中央の一番上に赤い宝石が、そう、これよ」

　珀蓮が鏡台の上の手鏡を手に取ってそこに埋め込まれた宝石を見ると、早苗がにっこりと笑って頷いた。

「これが埋め込まれていてね。たぶん薔ば薇らをイメージして作られたのだと思うの。でもその姿見にはひびが入っていてね、私は一目でその鏡を気に入ったから、父に頼んで手鏡にしてもらったのよ」

　早苗は楽しそうに頰ほおを緩ゆるめた。

　目に浮かぶようだ。

　まだ幼さの残る可愛い娘に頼まれて、父は目め尻じりを下げて任せろと言う。それは、眩まぶしいほどの幸せに満ちている。

「茨いばら姫ひめが最初に出てきたのは父が亡くなった時だったわ」

　早苗は声のトーンを変えずに言った。

　彼女は深海の青い目を細めて微笑んでいる。

「父が亡くなって、私が一人で泣いていたら、茨いばら姫ひめが鏡から出てきて抱きしめてくれたの」

　早苗は泣く時は一人で泣いた。

　義姉達の前では決して泣かなかった。心配をかけたくなかったからだ。

「薔薇の香りがしたわ。最初は幽ゆう霊れいだと思った。鏡から出てきた魔女は半透明でとても古めかしい言葉で話したけど、私にとても優しくしてくれた」

「素敵ね」

　珀蓮は本心からそう言った。

　とても辛つらい時に、誰かが側そばにいてくれるというのは、本当に心が救われるものだということを彼女は知っていた。

　抱きしめてくれる。

　愛してると言ってくれる。

　それだけで、人というものはひどく救われるものなのだ。

「それで、鏡に閉じ込められた魔女を救うために、王子様を捜すのを？」

「本当はね、茨いばら姫ひめは自分から捜すのが嫌みたいなのよ。待っていると約束したから」

　生まれ変わってでも迎えに行くと、彼女の王子様は言ったのだ。

「当然だわ。本来なら女性にこんな苦労はさせるべきじゃないのよ」

　珀蓮はふんと鼻を鳴らした。

　その時、小さく部屋の扉がノックされる音が聞こえた。ここは三つの部屋が連つらなっている客間の一室で、廊下に繋がっているのはこの隣の部屋だ。おそらく誰かの来訪が告げられているのはその隣の部屋の扉だろう。こういう部屋はノックの音が響いて奥まで聞こえるように設計されているのだ。

「お義姉様かしら」

　珀蓮は思い切り顔をしかめた。

「寝る前のお喋りとか言いださないでしょうね」

　早苗は苦笑した。可能性がないわけではないと思ったからだ。

「見てくるわね」

「くれぐれも、お願いね」

　言外に追い返せと言って、珀蓮は手を振った。早苗は困ったように首を傾かしげてから部屋を出た。

　一人になると。珀蓮は早苗の梳いてくれた髪を撫でた。まだ少し濡れているが、丁寧に梳いてくれたので指通りが全然違う。

　まだ幼い頃は、父王もこの髪をよく撫でてくれた。

　綺麗だと周囲に褒ほめられる娘を自慢に思ってくれているようだった。

　いつからだろう。

　外は危険だからあまり出てはいけないと注意されるようになり、ついには自分の宮から出るのを禁止された。最初はそれに疑問を覚えなかった。

　この頃には彼女の周囲の人間のほとんどは、あまりに美しく育った少女に対して畏い怖ふに近い感情を覚えるようになっていたし、珀蓮自身もまたそういった視線にさらされるのが苦痛だった。

　誰とも関わらなくてもいいと言われるのなら、それが楽だったのだ。

　ただ父王だけが、宮に来てくれるのならそれで満足だった。

　けれど父王の訪問も、珀蓮が年を経へてより美しくなるたびに減っていった。

　珀蓮はもう自分が父に愛されているとは思わなくなっていた。

　愛しているのなら、会いにきてくれるはずだ。そう難しいことではないはず。同じ宮内に住んでいるのだから。

　けれど父王は珀蓮の宮を訪れない。

　そのくせ彼女を外に出すのを嫌うのだ。

　お父様はわたくしを恥じている。

　珀蓮はそう理解していた。

　理由はわかっている。

　北の王は、死んだ王妃の不実を疑っているのだ。

　珀蓮が美しくなるたびに。

　その疑いは王の心を蝕むしばんだ。

　あの妖よう艶えんな魔女を新しい妻に娶めとったのは、死んだ妻へのあてつけかもしれない。

　どちらにしろ愚おろかだ。

「馬鹿なお父様」

　珀蓮はそう呟いた。

　その時部屋の扉が開いた。

「お義姉様が飲み物と果物を持ってきてくださったわ」

　早苗は扉から顔だけ覗のぞかせて言った。

「こっちに来て食べてみない？」

「そのお義姉様もそこにいるの？」

「残念ながら、部屋に戻られたわ。やることがあるのですって」

　では本当に、その飲み物と果物を渡すためだけに来たのだ。

「ふうん。意外と気が利きくのね」

　そういったことは全部早苗にやらせるのだと思っていたが、早苗がここにいたから自分で持ってきたのだろうか。

　珀蓮は鏡台の上から手鏡を取ってひらひらしたスカートのポケットに入れると、隣の部屋へ行った。

　部屋にはテーブルとソファがある。壁には白い花の絵が飾ってあった。ソファにしても寝室のベッドにしても、珀蓮が使っていたものと比べれば硬いし生き地じの質もよくなかったが、彼女は特にそういうことに頓とん着ちやくしなかった。あの森での三日間に比べれば天国のようだ。

　テーブルの上には林檎がのったお皿と紅茶が準備されていた。林檎はきちんと切ってあって、赤い皮がついている。皮や実の色を見る限りそれは甘く、美味しそうだった。

「林檎だわ」

「美味しそうでしょう？」

　と早苗は笑った。

「林檎なんて久しぶりよ」

「王宮では出ないの？」

「そうね。あまり覚えがないわ」

「きっともっと高級な果物が出るのね」

　早苗は既にソファに座っている。珀蓮はおや、と思った。

　昨日、珀蓮一人で食事をする時も、早苗は同席をしなかった。珀蓮がどうして一緒に食べないのかと言うと、メイドが一緒に食事をするのはおかしいでしょう？　と早苗は言った。珀蓮は早苗がその格好をしている方がおかしいのだと言いたかったが、彼女がそれで納得しているようだったので言うのをやめた。

　早苗は徹底していた。珀蓮のために風ふ呂ろを用意し、ベッドメイクをした。鳥とり代しろと会った時も、東の王子が勧めるまでソファに座ろうとしなかったのだ。

　だから早苗が先にソファに座っていることに違和感を覚えた。

　だが別にとがめだてすることではない。

　珀蓮も早苗の向かいに座った。

　テーブルの上にはポットがなかったが、紅茶はカップの中でゆらゆらと湯気をたてていた。いい匂いがする。鹿菊カモミレだ。

　珀蓮が紅茶に手を伸ばそうとすると、早苗がそれを遮さえぎるように言った。

「林檎。食べないの？」

　艶のある声だった。

　珀蓮は顔を上げて早苗を見た。

　彼女は青い目を細めて微笑んでいる。

　珀蓮は少し困こん惑わくした。

　この金色の髪の女性は、こんなふうに笑う人だっただろうか。

　なんというか、こう、毒々しいかんじがする。甘すぎる、果実のような。

「きっと、美味しいわ。私が、町で買ってきたものだもの」

　早苗はゆっくりと言う。

　珀蓮は紅茶に伸ばそうとしていた手を、林檎の方に伸ばしてその欠片かけらを手に取った。林檎は冷たかった。　

「そうよ。食べて」

　珀蓮は、早苗のその言葉に押されるようにして林檎を口に持っていった。

　しゃくり。

　と食べる。

　早苗の言う通り、それはこの上なく甘かん美びな味だった。瑞みず々みずしく、甘露のような甘みが口全体に広がる。

　けれどそれを認識した瞬間、ほとんど動物的な直感で、珀蓮は林檎を吐き出そうとした。

　そしてそれを、目の前から伸びた手にガッと口を塞ふさがれ止められた。

　珀蓮は目を見開いた。

　早苗はテーブルの上に身を乗り出して珀蓮の口を塞ぎながら、まだ、微笑んでいる。

「駄目よ。はしたない」

　珀蓮はぞっとした。

　これは誰だ。

　早苗の手は珀蓮の顎あごを摑つかむようにしていた。

　白い指が珀蓮の頰と顎骨に食い込み、珀蓮はくぐもった悲鳴を上げた。その拍子に林檎が口の奥に転がりこむ。口の中で嚙かまれて小さな小さな欠片になっていた林檎は、珀蓮の喉のどに滑り落ちた。

　珀蓮の喉が上下したのを見てから、早苗はゆっくりと手の力を緩め、絹きぬを撫でるように優しく珀蓮の頰を撫でた。

「そう。いい子ね」

　甘い声。

　珀蓮はその声から逃れるようにソファから転がり落ちて激しく咳せき込んだ。

　涙が出てくる。

　そのまま右手を口の中に突っ込んで吐こうとしたが、また白い手に止められた。右手をひねり上げられて、珀蓮は今度こそ大きな悲鳴を上げた。

　早苗は口を珀蓮の耳によせ、恋人に囁ささやくように優しく言った。

「無駄よ誰にも聞こえないわ。ここには、あなたと私だけ」

「お前……」

　珀蓮は呻うめくように言った。喉と顎が痛い。鼻もつんとする。林檎の甘みは、気持ち悪いくらいにねっとりと口内に絡み付いている。

　この時にはもう珀蓮は相手が誰か気付いていた。

　ここで誰すい何かするほど愚かではない。

「貴様……！」

　魔女だ。

　北の国の王妃の座に座る、魔女。

　珀蓮は恫どう喝かつした。

「無礼者！」

　魔女は哄こう笑しようした。

「ほほほ。威勢がいいこと。でも駄目。完全にあなたの負けよ。あなたは死ぬの。残念ね」

　魔女は優しく言った。

　珀蓮は歯は軋ぎしりをした。

　眩暈めまいがする。

　口の中が気持ち悪い。

　喉が痛い。

　気分が悪い。

　毒だ。

　死ぬ。

　このままでは。

　そんなこと。

　許されるわけがない。

　わたくしは。

　死ぬわけにはいかない。

　こんなところで。

　だって。

　まだ。

　答えを見つけていない。

　昔。

　父王が珀蓮を宮に押し込め始めた頃。まだ珀蓮が、父王は自分を愛しているのだと疑っていなかった頃。

　あの男は聞いた。

『こんな所に閉じ込められて、生きている意味があるの？』

　あれは、宮に閉じ込められて、でもそれを拒否しない珀蓮を憂うれえての言葉だった。

　でもそんなもの。

　知らない。

　だって。

　わたくしは世界を全部壊してしまいたい。

　怒りに任せて、全部を。

　この手で。

『珀蓮』

　何かを抑え込むような声で、あの男は言った。

『俺は、一生あんたを愛してる』

　泣きそうになる。

　そう。

　そうだ。

　それだけが真実だ。

　わたくしにとっての。

　唯一の。

「あんたの」

　珀蓮は搾しぼり出すように言った。

「思い通り、には」

　苦しい。

「ならない」

　息ができない。

　魔女は笑う。

「そう？　でも残念だけど、あなたはもうここで終わりよ」

　そういう魔女の声さえも遠くに聞こえる。

　珀蓮は、意識を手放す直前に小さな声で名前を呟いた。

　彼女が恋人の名前ではなくその名前を呟いたのは、彼女がどこまでも不ふ屈くつの精神を持っていたからだった。

　誇り高き北の王女は、決して魔女になど屈しなかった。

　彼女は呻くように呼んだ。

「茨いばら姫ひめ」

　彼女のポケットの鏡が鳴る。





[image: ]






「あたしの勝ちよ！」

　力を失って床の上に横たわった珀はく蓮れんを前にして、早苗さなえの姿をした魔女は高笑いをした。

　魔女は勝利を確信した。

　邪魔な女は排除した。

　これでもう憂いはない。

　しかしその時、ぶわりと下から吹き上げるように薔薇の香りがして、魔女は驚いて後ずさった。

　そして目を疑った。

　ひどく大きな薔薇の花が、床から咲いていたのだ。魔女は、それが珀蓮の身体があった場所から咲いていることにすぐ気付いた。

「なに？　あの女、何を……」

　――その姿はお前にはふさわしくないの。

　すぐ背後から声がしたので、魔女は驚いてその場を飛んで離れた。壁を背にとり、腰を低くして着地する。髪がふわりと揺れる。そして魔女は、そこに立つ女を、眉間に皺をよせて睨みつけた。誰だ。

　その女は、半透明だった。幽霊だろうか。床にまで届く長い髪を持っている。それは絹糸のようにすべらかで、柔らかく波打っている。すらりと背は高く、感情のあまり見られない顔立ちではあったが、今は明らかに怒りを露わにしていた。

　――本性を現しや。お前ごときが早苗を騙かたるなど、二百年早い。

　声はまるでこの部屋全体から響いてくるようだった。

　その時魔女は、ひらめくように思い出した。

「お前……！」

　目をつり上げて低く唸る。

　魔女はその女を知っていた。

　もうずっと忘れていた女だ。

　そしてその女はこんな所にいるべき存在ではなかった。

　ずっと昔。

　自分が。

　鏡に閉じ込めた女だからだ。

　そうだ。

　かつての王族。

　この国々を支配していた、あの愚かな王族の王女。

　魔女が国を支配するべきだという言葉に耳を貸さず、自分を排はい除じよしようとした。

　だから呪のろった。生まれたばかりの王女を。

　生まれてすぐどうこうしても面白くないと思った。

　いつかお前を永遠に目覚められなくしてやると呪い、恐怖に怯おびえさせてこそ意味があると思った。

　そして王女が成人すると、呪い通りにその意識だけを鏡に閉じ込めた。身体の方は眠ったようになって邪魔なので、森の中に隠したのだ。

　しばらくはその鏡で女をからかって遊んでいたのだが、すぐ飽あきてどこかにやってしまった。

　それが。

　なぜこんな所にいるのか。

　違う。

　そもそもどうして。

　まだ生きているのだ。

　意識を切り離しただけで、身体は時間経過と共に老おいていくはずだった。身体が死ねば、そこに宿るべき意識も消える、もしくははっきりとした形を保てなくなって、空気の中を漂う結末になるはずだった。

　ありえない。

　魔女でなければ、こんなに長生きできるはずがない。

　そうだ。

　魔女でなければ。

「どうして」

　魔女は床に咲いた薔薇に目を走らせた。おそらく珀蓮の身体は、あの中にある。

　あれはなんだ。

　魔法ではないのか。

　薔薇の香り。

　魔法？

　確かに、この女は、魔法を使えた。

　あの頃の王族は皆、小さな魔法なら使えたのだ。ただ決定的に魔力が足りず、せいぜいが花を咲かせるとかその程度にしか使えなかった。

　それが。

　これはなんだ。

　決して小さな魔法ではない。

　それどころか、立派な魔女のようだ。

　茨いばら姫ひめは魔女の困惑を読み取って言った。ぱらりと扇せん子すを取り出して、口元を隠す。余裕のあるその様子が、魔女を苛立たせる。

　――お前の魔女としての才能は、なるほど天てん賦ぷのものじゃの。妾わらわを閉じ込めた森の中にはお前の魔力が充満して、使い放題じゃ。もっとも、お前の魔力を妾のものに変換できるようにするのは、大たい儀ぎであったぞ。お前の魔力は、あまりに穢けがれておったからの。

　魔女はかっとした。

「貴様！」

　それは魔女にとって、恥ち辱じよく以外の何ものでもなかった。

　ではこの女は、自分の魔力を使って生きながらえ、同じようにして自分の邪魔をしているのだ。

「よくも……！」

　部屋に圧力がかかる。魔女の、早苗の金色の髪がゆらりと揺れる。魔女の姿全体が歪む。それはまるで蜃しん気き楼ろうを見ているようだった。早苗の格好をした魔女が歪み、形を崩す。

　カシャン！　と音がした。

　部屋中に飽ほう和わした魔力に耐えかねて、紅茶のカップが割れたのだ。紅茶がテーブルを伝い、そのしずくがカーペットに落ちるその瞬間には、魔女はもう本性を露あらわにしていた。

　鏡を媒ばい介かいとする魔女の魔法は、光の反射を利用して他人に化ばけるものだ。

　その魔法を解いた今、魔女は黒い装しよう束ぞくに身を固め、胸に鏡のついたペンダントを下げていた。目はつり上がり、唇は赤い。壮絶に美しい女。

「お前が、あたしに勝てると思ってるの？　お前の身体は今もあたしの手中にあるし、お前が宿っている鏡を壊すことは、あたしには造ぞう作さもないことなのよ」

　魔女は言った。

　そうだ。

　女の身体は今もまだあの森にある。

　あの森は、魔女の森だ。

　誰も踏み入れられない、不ふ可か侵しんの森。

　この時初めて、茨いばら姫ひめは微笑んだ。それは見た瞬間魂たましいを抜かれてしまいそうな、ひどく魅力的な微笑みだった。

　――思ってはおらぬ。だが珀蓮は殺させぬ。この娘の身体は妾の魔法が守っておる。だからお前には殺せぬよ。

　大輪の薔薇。

「自分の身を引き換えに、そこの女を守ろうと言うの？」

　――何を怖れることがある？　妾には、妾を迎えに来る者がおるというのに。

　魔女は眉間に皺をよせた。

「残念だけど、そこの娘はもう動けないし、お前の知人は皆既に死んでるのよ。お前を迎えに来る者など誰もいないわ」

　言いながら魔女は否、と心の中で否定した。

　違う。

　そもそもなぜこの女はここにいるのだ。

　そして珀蓮を守っている？

　まだいるのかもしれない。

　誰か。

　あの。

　金色の髪の娘だろうか。

　小こ賢ざかしい娘。

　昔から、生意気だと思っていた。

　ためらいもなく自分を「お義か母あ様」と呼んで、いつも満ち足りた顔をしているのが癇かんに障さわった。

　舌打ちをしたくなる。

　なぜこうも邪魔が入るのだろう。

　苛いら々いらする。

　うまくいかない。

「終わりよ」

　魔女は言った。

　それだけでよかった。

　どこかで鏡の割れた音がした。

　それだけで、十分だった。
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　彼女以上に美しい赤い髪を持つ女性など他には知らない。

　彼女以上に透き通る声を持つ女性など他には知らない。

　彼女以上に甘やかな笑顔を持つ女性など他には知らない。

　彼女は王宮の奥にある後宮の、さらに奥に住んでいた。

　後宮の奥には塔とうを一つ側に抱えた小さな屋敷のようなものがあって、彼女はたった一人で、その屋敷で暮らしていた。

　生まれてすぐに魔女に呪いをかけられた自分の娘をその両親はどう扱ったらよいかわからないようだった。

　愛して、失うのを恐れていたようだった。

　彼は、そんな彼女の屋敷に、小こ姓しようとしてやってきたのだった。

「新しい小姓ですわ。姫様」

　女官にそう言って紹介された時、彼は九歳で、彼女は七歳になったばかりだった。小さな彼女は、新しいその召使いをちらりと一いち瞥べつしただけで、すぐ手元に持っていた本に目を戻した。

「行けや。妾は忙しいのじゃ」

　年下の主あるじのそっけない態度に、彼は初めこそ不愉快になったが、けれどそれでもその鮮あざやかな赤い髪から目を逸そらすことができなかった。彼は惚ほれ惚ぼれとして言った。

「きれいな髪ですね」

　そう言った彼を、彼女はちらりと見たがやはりすぐに興味を失ったようだった。

　その日はもう何を話しかけても返事はなかった。

　小姓として彼女に紹介された彼は、けれど彼女の友人になってほしいと王と王妃に言われていた。それが呪われた幼い姫君への、王と王妃なりの罪つみ滅ほろぼしだった。

　彼は毎日彼女の元へおもむき、話しかけた。

　そしてある日思いついて彼女の名前を聞いた。

　彼はずっと、周囲に倣ならって彼女を『姫様』と呼んでいた。けれども友人になるのなら、名前が必要だろうと思ったのだ。

　あの時の彼女の顔は忘れられない。

　彼女は、本当に奇妙な顔をして、彼を見たのだ。

「なぜそなたが妾の名を知る必要がある」

　責められているのかと思って、彼は困惑した。

「名前で呼んでほしくないのなら教えてくれなくていいよ。でも、友達の名前も知らないなんておかしいでしょう？」

　彼女は、何かを考えている様子だった。

　少年は彼女が初めて本よりも自分に注意を向けてくれているのが嬉しかった。小さい彼女には大きすぎる魔道書は、彼女の手元から落ちそうになっている。

　そして彼女は、初めて彼に気付いたように言ったのだ。

「そなたは、誰じゃ」

　驚いたことに。

　彼女はこの時まで、この、新しい小姓の存在に気付いていなかったのだ。

　彼が初めてこの宮に来た時に確かに彼を一瞥したが、それだけでもう彼女の記憶から彼は抹まつ消しようされてしまっていた。ただそれは、彼女が冷たいからではないことに、少年はすぐに気付いた。

　彼女は。

　あまりに一人でありすぎたのだ。

　周囲には職務に忠実な女官ばかりで、皆決して彼女の孤こ独どくを癒いやすものではない。新しい小姓も、彼女にとってはあの大勢いる自分の世話をする者達の一人にしかすぎなかった。だから特に記憶にとどめる必要性を感じなかったのだ。

　そう気付いた時、自分がずっと一緒にいるのだと誓ちかった。

　彼は笑ってもう一度名乗った。

　彼女はもう二度と、彼の名前を忘れなかった。

　小さかった二人は共に成長して、当然のように恋仲となった。

　その頃の王族というのは、皆少しだけ魔法が使えた。それは彼女にとっても例外ではなかったが、やはり潜せん在ざい的てきな魔力に違いがあるようで、どれだけ勉強しても彼女は魔女と呼べる存在にはなれなかった。

　東に住む破は魔まの一族は、いまだ姿をくらましたあの悪い魔女を捕まえられていないという。

　永遠の眠りにつくのだという呪いはたびたび彼女を落ち込ませて、彼はそのつど彼女を慰なぐさめた。

「泣かないで。約束するよ。僕が必ず迎えに行くから」

　彼女の涙は透明で、まるでそれだけで不老不死になれる妙薬のように神秘的だった。

「二百年ぞ。誰も生きてはおれぬ。魔女以外は誰も」

「生まれ変わって迎えに行く」

「妾のことなぞ覚えておるまい」

「覚えてる。君の、赤い髪と、そしてこの約束を。そして君の名を呼ぶから」

　彼は彼女の赤い髪に触れた。

　どうして忘れられるだろう。

　君の。

　この鮮やかな髪の色と。

　透き通る声。

　ふと見せる甘やかな笑顔。

　泣きそうにいとおしいのに。

　彼女の名前を呼ぶのは、彼だけだった。

　屋敷にいる女官は皆彼女を姫様と呼び、彼女の名前を呼ぶはずの王と王妃は滅多に屋敷に来なかった。

　彼が彼女の名前を呼ぶと、彼女はまた涙を流した。

「僕が君の魔法を解く」

　そう言うと、彼女が泣いた。

　嬉しいと。

　いつまでも、待っているからと。

　忘れられるわけがない。

　君がいとおしすぎて。

　泣きそうになる。

　その。

　赤い髪も。

　声も。

　笑顔も。

　すべて。

　僕が愛した君だ。
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　目が覚めても王おう伊いはしばらく泣いていた。

　どうして忘れていたのかしれない。

　宝物のようなその名前を。

　彼は何度もそれを口の中で転がした。

　その名を口にするたびに、涙が溢あふれてきた。

　しらね。

　それが彼女の名前だった。

　今もこの世界で彼を待っている、いとおしい女性の名前だ。

　新しら祢ね。
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　４　こんな展開は予想してない







　二年前だ。

　その夜は満月だった。

　鳥とり代しろはいい加か減げん頭にきていた。

　彼が北の国をこうして訪れることに対して、北の王が年々いい顔をしなくなっているのには気付いていた。でもそれにしたって追い返されるとは思わなかった。

『珀はく蓮れんはもうそなたに会いたくないと言っておる』

　ありえない。

　そう思ったから、鳥代は夜遅くなってからこうして王宮に忍しのび込んだのだ。

　夜中にやってきた恋人に、珀蓮は最初びっくりしていたがこうして部屋の中に招き入れてくれた。

　ほら。

　会いたくないなどと噓うそなのだ。

　本当に珀蓮がそう思ったのなら、彼女は決して自分を部屋の中に入れなかっただろう。

　北の王に、宮から出ることを禁じられたと聞いて、鳥代はさらに怒った。

　そんな理り不ふ尽じんが許されるわけがない。

　馬ば鹿からしい。

「珀蓮。こんなところもう出ようぜ。俺の国に来いよ」

　当然了承してもらえるだろうと思って言った言葉に対して、珀蓮は怪け訝げんそうな顔をして答えた。

「どうして？」

　どうして？

「この馬ば鹿か女おんな！　このままこんなところにいたってどうすんだよ。宮から出るなだと!?　死ねって言ってるのと同じじゃないか！」

「どこが？　お父様は一言もわたくしに死ねなどとおっしゃってないわ。馬鹿なこと言わないで」

　鳥代は目が回りそうになった。

　なんて馬鹿だこの女は。

　この期ごに及およんでまだ信じているのか。

　あの男を。

「それにわたくしはここから出られなくてもいいの。だって外は嫌な人間ばかりだもの。ここに閉じこもっている方がよほど安らかだわ。鳥代がそれを気に入らないのなら、もう来なくてもいいのよ」

『もう来なくてもいいのよ』

　それは、珀蓮が何度となく言った言葉だ。

　矜きよう持じの高い彼女のそれが本気でないことはわかっていたので、いつも鳥代は「はいはいじゃあ来ませんよ」と言って数ヵ月後にはまたこの国を訪れていた。

　でも今。

　珀蓮のその言葉に、鳥代は冷ひや水みずを浴あびせかけられたような気持ちになった。

　それは、彼自身のことを無視したとしか思えない言葉だった。

　確かに彼も第一王子なので、そう頻ひん繁ぱんにここに来られるわけではない。

　来られて一年に一、二回だ。

　でもこの女は。

　自分がいなくてもいいと言っているのだろうか。

　一生、会えなくなってもいいと。

　彼は苛いら立だちを覚えた。

　だからわざと、突き放して言った。

「あんた、こんなところに閉じ込められて、生きている意味があるの？」

　自分が怒っていることをわかってほしかった。

　自分に会えないのなら意味はないと言ってほしかった。

　けれど彼女は一瞬、その問い自体の意味がわからなかったかのように目を細めて、次ついで自じ嘲ちよう気味に笑った。

「生きている意味？」

　彼女の声は、ひどく小さかったが、でも月の光に包まれて確かに鳥代の耳に届いた。

　その瞬間、鳥代は激しく後こう悔かいした。

　彼は自分を殴なぐり殺してやりたいと思った。

　こんな問いすべきではなかった。

　誰だれよりも、この女にするべきではなかった。

　こんなにも拭ぬぐいきれない孤こ独どくを抱かかえるこの女に。

　するべきではなかったのだ。

　珀蓮は今にも泣きそうに見えたが、彼女は泣かなかった。

　珀蓮は泣かない。

　王女は強くなければいけないと思っているからだ。

　珀蓮のそういう顔を見るたびに、鳥代は自分の無力さを痛感した。

「珀蓮」

　違う。

　言いたかったのはあんなことじゃないんだ。

　俺はずっと。

　あんたの孤独を癒いやしたかった。

　側そばにいたかった。

　なんて言えばいいんだ。

　くそ。

　鳥代は頭を掻かき毟むしった。

　何を言えばいい。

　自分に何ができる。

　第一王子と言えども、自由にできるものなんか限られている。

　この身から体だと。意思。

「珀蓮」

　彼は、ほとんど乞こうようにして言った。

「俺は、一生あんたを愛してる」

　それだけは。

　約束する。

　絶対に。

　そんな陳ちん腐ぷな台詞せりふしか言えない自分が馬鹿だとしか思えなかった。

　空にぽっかりと浮かんでる月にさえ笑われている気がした。
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　鳥とり代しろは馬車に乗っていた。

　どんなに急いでも、王都までは馬車だと二日かかる。出発したのは夜中だったが、夜明けには自分の領地を出る予定だった。

　じっとなどしていられなかった。

　怒りが。

　彼を支配していた。

　たとえ。

　何者であろうとも。

　彼女に強要をする者はすべて殺してもいい。

　その矜持を曲げるものは存在する意味もない。

　そう思う。

　本気で。

　二年前のあの時から、鳥代はどうしたらいいかわからなかった。

　珀はく蓮れんは、あの王宮を出ることを望んでいない。

　ではどうすればいい？

　攫さらえばいいのか。

　無理だ。

　そんなことを、あの女が許すはずがない。

　屈くつ辱じよくを受けたと言って怒るだろう。

　目に見えている。

　愛しているだけではどうにもならない。

　鳥代はそれを理解した。

　答えが出ないまま、会いになどいけなかった。

　もどかしい感情をもてあまして、いろいろな女と遊んだ。

　でもその誰も、あの女のように峻しゆん烈れつで、誇ほこり高く、美しくはなかった。

　失うわけにはいかないのだ。

　なんとしてでも。

「面めん目ぼくないね」

　ただ、一人の女を狂くるったように求めている。

「女好きの名が泣く」

　笑って、鳥代は目を瞑つぶった。
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　時間は少し戻る。




「見てくるわね」

　そう言ってから珀はく蓮れんを残して部屋を出て廊ろう下かに続く扉とびらを開けても、そこには誰もいなかった。

　早苗さなえは試しに小さく義あ姉ね達の名を呼んでみたが、誰も返事をしない。

　早苗は首を傾かしげた。

　聞き間違いだろうか。でも珀蓮も聞いていたのに。

　廊下は昼間とは違う静けさに覆おおわれて、まるで違う場所のようだ。珀蓮の客間は義姉達とは反対側の二階の角部屋で、廊下の先は折れ曲がって見えない。

　早苗は扉を閉めて、珀蓮がいるはずの部屋に戻った。

「誰もいなかったわ」

　当然そこに答える者がいるものとして発せられた早苗の言葉は、空中で萎しぼむように消えた。

　早苗は眉み間けんに皺しわをよせる。

「珀蓮？」

　早苗は部屋の中に目を走らせた。

　いない。

　まさか。

　隠れるような場所はない。

　念のため浴よく槽そうに近づく。そこにはお湯がたっぷりと入っていて、水面みなもはゆらゆらと揺ゆれて早苗の顔を歪ゆがめて映した。

「珀蓮」

　鏡きよう台だいの上を見る。

　手鏡がなかった。

　早苗は確信した。

　なんてことだろう。

　あの人が。

　魔女が、来たのだ。

　珀蓮を攫った。

　早苗の決断は早かった。

　彼女は踵きびすを返して、部屋を飛び出した。







　上に何も着ないで馬を飛ばしてきたので早苗はひどく疲ひ弊へいして身体も冷え切っていた。

「申し訳ありません」

　早苗は鳥とり代しろにそう言ったが、鳥代は意外なほど冷静な様子で早苗に礼を言った。

「ありがとう早苗嬢。今日はもうここに泊まるといい。明日の早朝、こちらからあなたの義姉君達には使者を向かわせる。俺はこれからちょっと馬鹿女を助けに行ってくるから。あなたはもう何も心配しなくていい。何かあったら広ひろ兼かねになんでも言ってくれ。……貞てい操そうの危機を感じたら遠えん慮りよなく殴り倒してもらって構かまわないから」

「おいコラ人聞きの悪いことを言うな」

　文句を言う広兼を無視して、鳥代はすぐに支し度たくをすませた。彼は出る直前に広兼と少し話をしてから、丘の上の屋敷を出て行った。

　早苗は広い応接間のソファに座り、身体に毛布を巻きつけていた。両手に温かいハーブティーが入ったカップを持っている。全部この家の使用人が用意したものだ。彼女の横に立つのは広兼だけで、彼はずっと早苗の横顔を見ていた。

　広兼は早苗の横顔に見み惚とれた。

　早苗はもうずっと、自分が手に持ったカップの中身を睨にらみつけるようにして俯うつむいていた。綺き麗れいだと思う。今すぐ抱きしめてしまいたいと思うほどに。

　恋というものは本当に不思議だ。

　これは狂気だろう。

　他のことはすべて些さ事じに思える。

　少し理性のたがを外はずすだけで、簡単に犯罪者になれる。

　彼女の青い目は、同じ青でもその感情で色を変える。今は深い深い海の青。

　金色の髪が早苗の白い頰ほおを縁ふち取どっている。

　それは珀蓮とは違う美しさで、広兼の魂の深い部分を搦からめ捕るくらいに魅力的だった。

「何も」

　先に口を開いたのは早苗だった。

　彼女は持っていたカップをテーブルに置くと、顔を上げた。

　目の青は晴れた日の空の色に戻っていて、彼女は柔やわらかく笑った。

　思えば最後に会ったのは、広兼が初対面でプロポーズをした時だった。鳥代に殴られて昏こん倒とうするという醜しゆう態たいをさらしたのに微ほほ笑えみかけてくれる彼女がいとおしかった。

「何も聞かないのですか？」

　広兼は一瞬声を失ったが、すぐに答えた。

「早苗と呼んでもいいか？」

　まさかそういう問いが返ってくるとは思わなかったので、早苗は少し目を見開いた。「まぁ」と彼女は言った。

「もちろんです。広兼様。どうぞ」

　彼女は快かい諾だくした。

「他にはないですか？」

「恋人は？」

「いませんよ」

「婚約者は？」

「いません」

「想おもい人は？」

「いないわ。広兼様」

　早苗は笑った。

「もしかしてこれは貞操の危機ですか？」

「まさか」

　広兼は大げさな仕し草ぐさで両手を上げた。

「あなたの了承を得られるまでは、あなたに触ふれない。この理性を保ち続ける」

「安心しました。私では広兼様を殴り倒すなんてできそうにないですから」

「殴り倒す？　そんな必要ねぇだろ。嫌いになりますよ、と一言いってくれれば俺はあなたに何もできなくなる」

　広兼は早苗を見て言った。

　そうだ。

　それが恋というものだ。

　早苗は首を傾げた。

「自分の弱みをそんなに簡単にさらけ出すものではありませんよ」

「俺はこれを弱みだとは思っていないからな。早苗。あなたの憂うれいを当てようか？」

　広兼は一歩早苗に近づくと、彼女の目の高さになるように跪ひざまずいた。

　早苗は目を逸そららさない。

　まっすぐに広兼を見ている。

　射い抜ぬかれるようだ。

　心臓がうるさい。

　広兼は、なんでもないふうを装うのが精一杯だった。

「あなたの継まま母ははは北の王おう妃ひだろう？」

　早苗はまた「まぁ」と言った。彼女は、春の木こ漏もれ日のように笑う。

「面おも白しろいことをおっしゃるんですね」

「説明がいる？」

「いいえ。でも、どうやって調べられたのですか？　この短期間で」

「少し町で話を聞いたのと、あとはそこから導みちびかれる答えを弾き出しただけだ」

　早苗は笑った。

「素晴らしいですね」

　広兼は身み震ぶるいをした。

　彼女は。

　おそらくほとんどすべてを予想していた。

　彼女が持っていた情報と条件から、起こりうるあらゆる事象を先に計算していた。

　だから今もこうして微笑んでいる。

　南の王子が彼女の継母の正体をあばくことを、早苗は予想していたからだ。

「素晴らしいのはあなただ」

　広兼は心から賞しよう賛さんした。

　こんな女性他にはいない。

　頭がいい。

　先の先を見ている。

　彼女は。

　賢けん者じやの一族の妻つまにふさわしい。

「俺はあなたが欲しい」

　広兼は言った。

　彼は鳥代のように遠まわしに女性を口く説どく術すべを知らなかった。頭はよくても、恋愛に関しては門もん外がい漢かんだ。

「広兼様」

　この時初めて、早苗は困ったように笑った。

　彼女の笑顔が曇くもるのは、まるで世界の損失のように思えた。

　彼女が笑わないのなら、他の何にも意味はないのだ。そう思って、昔、兄が恋こい文ぶみにしたためていた文章をふと思い出して苦笑した。

　夢で会えないのなら、生きていても仕方がありません。

　それは、こういう意味なのだ。
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　早苗さなえは、自分は幸せだと信じていた。

　生まれた時には父も母もいた。母は死んだけれど、父は溢あふれるような愛情をずっと注そそいでいてくれた。

　父は早苗のために、田舎いなかに越そうと言い出した。

　一度思い込んだら止まらない人で、可か愛わいい娘のためには田舎の環境のいい場所で暮らす方がいいに違いないと思ったらしかった。

　父はそこで美しい人に出会った。

　母が亡なくなって十年近くが経たっていた。父は新しい恋をして、その美しい人と結婚した。その人には娘が二人いた。

　でも早苗は最初その二人の少女が新しい母親の娘だとは思わなかった。

　なぜなら彼女達はみすぼらしい格かつ好こうをしていたし、ほとんど召使いのようだったからだ。

　美しい人は、もともと孤こ児じだったその二人の少女を娘として引き取り、召使いの代わりにしているらしかった。父はそれはよくないと言い、二人の少女には早苗と同じように服を与え、早苗と同じように部屋を与えた。

　五人は家族として暮らしたが、継母は家を空けることが多かった。

　早苗は、ただ直感で、自分の『お義か母あ様』が普通の人間でないことに気付いていた。

　なぜならその人は、それほど美しかったからだ。目を奪われるような微笑みに、衰おとろえを知らない白い肌はだ。その人はまるで狡こう猾かつな蛇へびのような甘い声をしていた。

『お義母様』は、あまり子供が好きではないようだった。それは早苗だけではなく、自分が引き取った二人の娘に対しても同じだった。早苗が「お義母様」とその人を呼ぶと、その人は不可解なものを見るように早苗を一いち瞥べつした。

　けれど早苗はそれでもよかった。彼女は幼い頃に母親を亡くしてから母というものに憧あこがれていたし、姉が二人も同時にできたのは彼女にとって喜ばしいことだったからだ。

『お義母様』は、子供達にある一つのことをよく聞いた。

「世界で一番美しいのは誰だと思う？」

　これに対する答えは決まっていた。噓うそ偽いつわりなく、それは『お義母様』だと早苗も早苗の二人の義あ姉ねも答えた。

　彼女達のその答えに対して満足気に微笑む『お義母様』は目を奪われるほどに美しく、『お義母様』以上に美しい人などこの世にはいないに違いないと早苗は思った。

　けれどある日、早苗は『お義母様』より美しい人を見てしまった。

　最初、それは絵なのだと思った。

　艶つややかな黒くろ髪かみ。吸い込まれてしまいそうな双そう眸ぼうに、整った鼻筋。唇くちびるは薔ば薇らのように赤く、肌は新雪のように白い。

　畏い怖ふさえ抱いてしまうほどの美しさだった。

　それは、『お義母様』の部屋だった。

　普段は立ち入り禁止の『お義母様』の部屋で大きな音がしたので様子を見に来たら、嵐あらしが来たかのように散らかった部屋と右上が大きく欠けた鏡があった。

　それが鏡だと気付いたのは、その欠けた部分が床に散らばって、光を反射していたからだ。分厚い本も床に落ちていた。先ほどした大きな音はこの鏡が割られた音なのだと早苗は頭の片隅で理解した。

　けれどそれよりも、鏡の残った部分に映ったその美しい人に目を奪われた。

　明らかに、それは魔法の鏡だった。目の前に立つのは金色の髪を持った娘であるのに、鏡は清せい廉れんな黒髪の美女を映していた。

　早苗は気がついたら泣いていた。

　鏡に映った黒髪の美女は明らかに異い端たんだった。

　その人は白しら雪ゆき姫ひめと呼ばれるのだとすぐに知った。

　吟遊詩人デイヒルーが謡うたう北の王女。

　世界で一番、美しい人。

　他者と違うということは、それは孤独であるのと同義だ。

　早苗はそれを知っていた。

　その孤独は、父や義姉達に、早苗自身が救われた暗くら闇やみと同じだった。







「お義母様はそのまま戻っては来られませんでした。そして父が亡くなり、その直後、北に美しい王妃がやってきたと聞きました」

　その時早苗はすぐ気付いたのだ。

　北の王妃となった者が誰なのか。そしてその理由も。

「広兼様」

　早苗は首を傾げて微笑んだ。

　彼女は自分の笑顔がどのように見えるかを知っていた。

　南の王子はまっすぐに早苗を見ている。

　その茶色の双眸は、どこまでも迷いがない。

「私は一度、珀はく蓮れんを見殺しにしようとしたのです」

　そうだ。

　あれはそういうことだった。

　自分が世界で一番美しいということに執しゆう着ちやくしていたあの人が、あの美しい北の王女の存在を許すことなどできるはずがなかった。思わず本を投げつけて鏡を割ってしまうほど、あの人は怒っていた。それを知っていれば、あの人が北の王妃となった理由など容よう易いに想像がついたのだ。

　北の王妃となってすぐ手を出そうとしなかったのは、そうすることはつまり自分の敗北を認めることだったからだろう。それほどにあの人の矜持は高かった。

　でもそれでも、いつかあの人は北の王女を損そこなうだろうと知っていた。

　魔女だから。

　その激しい気性はきっと許せない。

　自分より優すぐれた者を。

　そのままにはしておかない。

　でもその時の早苗には、そんなことに関わっている暇ひまはなかった。

　父が亡くなって、商売はすぐに傾いた。家の世話をしてくれていた人に支払う手当さえも出せなくなり、全員に暇を出した。

　早苗はドレスを売り、メイド服を着た。

　その間遠い国の王女の安否など気にもしなかった。

　早苗は。

　自分の手でできることの限界を承知していた。

「そのことを今も後こう悔かいしていません」

　たとえ他の何かを犠ぎ牲せいにしても、自分の大切なものが無事であればいい。

　そういう利り己こ的てきな人間なのだ。

　自分は。

　微笑んで。

　そういうことをする。

　これは。

　秘密だ。

　義姉達には、絶対に話さない。

　嫌われたくないから。

　だって。

　家族に嫌われたら、本当に一人になってしまうから。

「幻げん滅めつされたでしょう？」

　自分のことばかり考えて、それを省かえりみようとはしない。

　それを間違いだと思っていない。後悔していない。

「なんで？」

　広兼は言下に答えた。

　早苗は目を見開いた。

　南の王子は少しも表情を変えずに続けた。

「なんで俺がそんなことであなたに幻滅するんだ。言っただろう、俺はあなたが欲しいんだ。珀蓮なんてどうでもいいし、他人を助けようとして自滅する馬鹿なんかにゃもっと興味はねぇよ」

　言ってから、広兼は早苗の手を取ってぐいと引っ張って立ち上がった。突然のことに抵抗する間もなく彼女はよろめいてソファから離れ、広兼の腕の中に倒れこんだ。

「てゆうか、もろ俺好みだ」

　広兼の右手は早苗の手首を持って引きつけ、左手でその頰をなぞる。

　早苗はまだこぼれそうに目を見開いている。

　それがとてもいとおしいのだとでも言うように、彼は悪戯いたずらっぽく笑った。

　こんなところ、鳥とり代しろや王おう伊いが見ていたら思わず噴き出していただろう。南の王子殿下は、目の前の金髪の女性に、完全にいかれてしまっているようだった。

「あー今超接キ吻スしたい」

　早苗はしばし目を瞬またたかせてから、「まぁ」と言った。

「こんな展開、予想してませんでした」

　どうしましょう、と早苗は言った。

「予想ができないのが恋でしょう」

「そうなのですか？　あの。ちょっと」

「どうした？　顔が赤いけど」

「その、離していただけませんか？　ちょっと」

　早苗は混乱していた。

　彼女は本当に、こんな展開は予想していなかった。

　おかしい。

　どこで間違ったのだろう。

　いや、今回は、こんな間違いばかりだった。

　最初に森で北の王女を見つけた時に、彼女が王妃に殺されかけたのだとすぐわかった。その瞬間にあらゆる展開を予想した。

　家に連れ帰る。今なら、うちで守れる。簡単だ。王妃は、鏡を媒ばい介かいにする魔女だから、家の鏡すべてに茨いばら姫ひめの魔法で罠わなをかけるのだ。そうすれば王妃が王女を殺しにやってきても、必ず罠にかかるはずだった。　

　でも実際は王妃は湯船にはられた水を媒介にして屋敷に侵入した。

　誤算だった。王妃の媒介は、鏡ではなく光を反射するものならなんでもよかったのだ。

　これは致命的だった。

　珀蓮を攫われただけではなく、茨いばら姫ひめも奪われた。

　茨いばら姫ひめは。

　鏡に封印された姫君だ。

　おそらく、早苗の継母であり、北の王妃でもある、《赤い森》の魔女の手によって。何百年も前に。

　それには気付いていた。ずっと前から。

　もし王妃を罠にかけることができたら、茨いばら姫ひめの封印についても問いただそうと思っていた。

　でも彼女の封印を解とくことができるのは彼女を迎えに来る王子様だけなのだと、茨いばら姫ひめはいつも言っていた。

　たった一人。

　彼女を助けに来る人がいるのだと。

　恋しい人が、来るのだと。

　恋。

　恋？

「『ちょっと』、何？」

　広兼はまだ笑っている。

　早苗は頭に血が上ってうまく物事を考えられなかった。

「離してください」

　早苗はかろうじてそう言った。

　心臓がうるさい。

　これはなんだ。

「やだ」

　彼はまだ早苗の頰をなぞっている。

　触れられた部分が魔法をかけられたかのように熱い。

　噓のように身体が動かない。

　心臓は破裂しそうだ。

　これはなんだ。

「早苗」

　名前を呼ばないでと叫びそうになる。

　さっきは呼んでもいいと言ったのに。

　おかしい。

　自分はどうかしてしまったのではないか。

　さっき。

　あの瞬間から。

　彼が。

　なんで？　と。

　言った瞬間から。

「早苗」

　耳元で声がする。

　ああ。

　もう駄だ目め。

　がきん！

　早苗は、生まれて初めて手を上げた。

「ごめんなさい！」

　そして脱だつ兎とのごとくその場を逃げ出したのだった。

　これはなに？

　これはなに？

　これはなに？

　早苗は半泣きだった。

　顔が熱い。

　心臓がうるさい。

　こんな展開は予想してない。

　だって。

　これではまるで、茨いばら姫ひめが言っていたことそのままだ。

『奴に触れられると、身体中が熱を帯おびる。見られるだけで、心臓が早はや鐘がねのようになる。気付いた最初の頃は、生きた心ここ地ちがせなんだぞ。妾わらわはこのままこいつに殺されるのだと思ったものじゃ』

　ああ。

　なんてこと。

　やられたわ。








　５　そして馬車は動き出した







　物心ついた頃にはもう夢で彼女のことを知っていた。

　赤い髪かみ。

　笑った顔。

　透すき通るような声で彼女が自分の名を呼ぶ。

　その感覚。

　子供の頃は、誰だれもがそういう記憶を持っているものだと思っていた。

　そうでないと知った時に、それは特別なものとなった。

　彼女が自分の知る他のどの女性よりも美しいのだと気付いたのは九歳の時だ。絶ぜつ世せいの美少女だと言われた北の王女に会った時も、彼は彼女の方が美しいと思った。

　夢の中の赤い髪のあのひとが笑う。

　そうすると泣きながら目が覚める。

　名前がわからないからただ泣いた。

　彼女は。

　ずっとずっと一人だった。

　自分が一緒にいるのだと誓ちかった。

　ずっと、一緒にいるのだと。

　なのに。

　二百年。

　彼女を一人にしていた。

　新しら祢ね。

　なによりも大切なその名前さえ長いこと思い出せず。

　君を。

　ずっと。

　新祢。

「おい」

　思し索さくをさえぎられて、王おう伊いは不ふ愉ゆ快かいそうに目を開けた。

「何？」

　狭せまい馬車の中でクッションを背にして座る王伊の前に、広ひろ兼かねが座っている。二人とも王子としての正装をしているのは、この馬車が東の国の王宮に向かうものだからだ。おかげで大きな荷物を載せた窮きゆう屈くつなこの馬車の中で、さらに窮屈な思いをさせられている。同乗しているのが美女ではなく見み飽あきた顔の友人であるのならなおさらだった。

「お前の彼女って、どんな女？」

　広兼の言葉に、王伊は目を丸くした。

「は？　どうしたわけ？　突然」

「別に。ちょっと思っただけ」

　広兼は窓際に固めたクッションに頰ほお杖づえをついて窓の外を見ている。友人の珍めずらしい様子に王伊は怪け訝げんそうな顔をした。

　一体どうしたというのか。そういえば、先ほどから妙みように無口である。なんだか頰が赤く腫はれている様子なのも気になる。

「綺き麗れいな人だよ」

　王伊は答えた。

「髪は赤い。あんなに鮮あざやかな髪はちょっといないよ。優しくて強いんだ。僕は最初から彼女に惹ひかれてた。正直でね、噓うそがつけない。可か愛わいい。頭もいいよ。独学で魔法の勉強をしていた。小さな魔法なら使える」

　彼女を賞しよう賛さんする言葉なら次から次へと出てくる。

「毅き然ぜんとしてる。人の心をよく察して、我が慢まんばかりしていた」

　会いに来ない両親への恨うらみ言ごとをこぼしたことさえなかった。彼女は手に入らないことを嘆なげいたりしなかったし、手に入れるための努力は惜おしまなかった。

「よく覚えてるな」

　広兼はいつの間にか窓の外から王伊に目を移していた。

「昨日の夜思い出したんだ。いろいろな事をね」

　そう。

　思い出した。

　彼女に。

　魔法がかけられているのだということも。

　思い出したのだ。

　だから王伊はこうして大人おとなしく東の王宮に向かっていた。

　魔女に。

　北の王おう妃ひに会うためだ。

　同じ魔女ならば、何か知らないだろうかと思ったのだ。

　かつて、魔女に魔法をかけられた、赤い髪のあの人のことを。

　鳥とり代しろがもう殺してしまっていなければいいけど、と王伊は物ぶつ騒そうなことを憂うれえてため息をついた。

「君は、どうしたの？　そのほっぺた」

　さも今気付いたかのように聞くと、広兼は憮ぶ然ぜんとして言った。

「我慢できなかった」

　彼は両手の平を上に上げ、わなわなと自分の腕を震ふるわせた。

「だってもう我慢できなかったんだよ。いい匂いはするし顔は赤くなってるし可愛いし柔やわらかいし可愛いし可愛いし可愛いし」

　広兼は頭をかかえた。

「ありゃ犯罪だろ！」

「え、犯罪犯おかしたの君じゃないの？」

「まだ犯してねぇ！」

　東の王子はがばりと身体からだを起こしてガン！　と馬車の天てん井じように頭をぶつけた。そのままクッションの上に倒れて悶もん絶ぜつする。

　王伊は呆あきれた。

「わー。もう、信じられない。君。すごいね。恋に落ちた男ってこんなに馬ば鹿かに見えるんだね」

「うぐ。くそ。お前に言われたくねぇ……」

　どうやらそうとう痛かったらしい。広兼は涙目で呻うめいた。

「鳥代もね。完全に馬鹿だよね。あんな面倒なお姫様好きになるなんてさ」

「だからお前さも他ひ人と事ごとのように言ってんじゃねぇよ。お前が馬鹿の最さいたるものなんだよ。キングオブ馬鹿なんだよ」

　王伊はにっこりと笑った。

「言っておくけど、僕の新祢に惚ほれないでね。恋こい敵がたきを近くで生かしておくほど僕も心は広くないんだけど、友人を殺すのは忍しのびないし」

「ほざけ」

　広兼は吐はき捨てた。

「お前こそ、俺の女に手ぇ出すなよ」

「あれ？　そういえばその早苗さなえさんって、舞ぶ踏とう会かいに来るの？」

　そもそも早苗に鳥代の婚約者のふりをしてもらうとかなんとかいう話が始まりだったのだ。

「来るよ」

　当然だろ？

　と広兼は言った。

「早苗にとって、身の内に入れた人間は全部庇ひ護ごの対象なんだよ」

　二年前は、珀はく蓮れんは他人だった。

　だから切り捨てたのだ。

　でも今は違う。

「珀蓮を奪われて、怒ってたのは鳥代だけじゃない。お前にも見せたかったぜ。こう、紅茶のカップを睨にらみつけて黙り込んだ早苗は、引き込まれそうなくらいに綺麗だったんだからな」

「へぇ」

　自慢気に言う広兼に、王伊は笑った。

「なんか、珀はく御ご前ぜんにしても、早苗さんにしても、僕の新祢にしても、相手が魔女でも物もの怖おじしないよね」

「ああ」

「強い」

「そうだな」

「他にはいないね」

「だから」

「手に入れる」

「逃のがしてたまるか」

「うん」

「当然だろ？」

　二人は目を合わせてにやりと笑った。
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　その日はまだ暗い内から慌ただしく、早苗さなえは義あ姉ね達が出かける準備に忙ぼう殺さつされた。王宮から迎えの馬車が来た時には屋敷はひどいありさまで、義姉達は馬車に乗る時に早苗にこう釘くぎをさすのを忘れなかった。

「いい？　今日中に全部片付けておくのよ」

　早苗は笑って答えた。

「はい、お義ね姉え様。いってらっしゃい。お気をつけてね」

　早苗は義姉達が馬車の中に入ったのを見届けると、御ぎよ者しやの男にも手を振った。

「よろしくね」

　彼は義姉達が出かける時は必ず御者を務める信頼できる男だった。どうやら先日重い荷物を運ばされた際の筋肉痛はもう治ったらしい。

「お嬢様も、お気をつけて」

　御者の男は早苗に頭を下げた。そして馬車は動き出した。

　義姉達を見送ってから一息ついた早苗は、嵐あらしの後のような周囲の惨状を見み渡わたして少し困ったような顔をした。

　玄関先であるというのに、色とりどりのスカーフが散らかり靴くつが転がっている。慌あわてていてぶつけてしまったのか花か瓶びんも落ちて割れてしまっていて、今け朝さ早苗が生いけたばかりの花がその花びらを散らしていた。

　これが義姉達の部屋まで続いている。

　これでは予定の時間より遅れそうだ。まずその連絡をせねばなるまいと、彼女は踵きびすを返した。
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　東の国の王宮は慌あわただしかった。

　今日入国するのは北の王妃と南の二人の妃きさきである。西の王族は明日やってくる予定だ。王族の来訪なので、それは失礼がないように応対しなくてはいけない。王宮の中央に設けられた広場で、歓かん待たいの楽団や警護の軍人達の前に立った鳥とり代しろは、まっすぐに入り口を見み据すえていた。

「お兄様。ねぇ。ずっと、何を怒っていらっしゃるの？」

　同じように隣に立ち、こっそりと鳥代に話しかけてきたのは彼の妹だ。智ち莢さやという。十三歳とまだ幼く、身につけたドレスにはレースがふんだんに使われていて可愛らしい。けれど非常に賢かしこく、その機知には時に大人の方が舌を巻くくらいだった。

「怒ってるように見えるか？」

「ええ。とても」

　鳥代は妹を見て片目を瞑つぶってみせた。

「その通りだ。俺は怒っている」

　智莢は大げさなくらいに目を見開いた。この兄がこんなふうに怒りを表現するのは非常に珍しいことだった。いつもなら怒っている時は真っ赤な顔で怒ど鳴なりつけてくるのに。

「誰に怒っていらっしゃるの？」

「これからやってくる人にだよ」

「ええ？　なんですって？」

　これからやってくるのは北の王妃だ。先ほどこの都みやこに入ったという先さき触ぶれが来たので、もうまもなく王宮に到着するはずである。

　北の王妃はそれは美しい女性である。去年の舞踏会で智莢も挨あい拶さつをしていた。におい立つような美女だった。女好きの兄がその王妃に対してこんなふうに怒りを露あらわにするなんて、理由は一つしか思い当たらない。

「ちょっとお兄様。お相手は他国の王妃様なのよ。痴ち情じようのもつれで外交にひびを入れないでね」

「馬鹿かお前は」

　鳥代は呆れたような声を出した。

「あら。違うの？」

「違うよ」

「ならなぜ？」

　大きな目をくりんと見開いた妹姫の柔らかい髪を、鳥代はくしゃくしゃと撫なでた。遠くでガラガラと大きな音が聞こえた。

「妹よ。愛とは時に戦って勝ち得るものなのだ」

　智莢は怪訝そうに顔をしかめた。

「お兄様、熱でもあるのではない？」

「失礼な。ほら。前を向け。馬車が来るぞ」

　言って鳥代が示した方から、ちょうど黒い精せい悍かんな馬に引かれた馬車が入ってくるところだった。周囲を騎馬隊が固めている。楽団が歓待の音楽を奏かなで始めた。馬車と騎馬隊は作法通りの距離で馬を止め、そして軽やかに馬から下りた騎馬隊長が馬車の扉とびらを開けた。

　まず肉感的な脚がちらりと見えて、それはすぐドレスの裾すそで隠された。色は濃い赤だ。白い手がすっと車内から伸び、騎馬隊長が恭うやうやしくその手を取った。騎馬隊の一人がさっと黒い日ひ傘がさを差した。そうしてできた影の下に、北の王妃は現れた。

　間違いなく、文句なしに美しい女性だった。珀はく蓮れんの持つ美しさとは質が違う。人を惑まどわす類たぐいの美しさだ。すらりと背が高く、赤い唇くちびるが目をひいた。

　鳥代は歩を進めた。傲ごう慢まんな女王のような王妃の前で、跪ひざまずく。

「ようこそ、おいでくださいました。北の王妃殿下」

　王妃はにっこりと微笑んだ。

「お久しぶりです鳥代殿下。お元気そうでなによりです」

「いいえ、私の心は先日から曇どん天てんです」

　彼は顔を上げた。

　王妃が。

　近くに立っている。

　自分が射い抜ぬくような目をしていることを自覚していた。

　きっと、怒りを、露わにしている。

　この。目の前の、毒々しいほどに派手な美女。

「妃殿下。私の雪結晶をどこへお隠しになったのかお教え願いたい」

　王妃は一瞬目を細めただけだった。

　彼女は微笑んで言った。

「大切なものならば、宝石箱の奥に入れて隠しておくのがよろしくてよ」

　よく言う。

　鳥代は答えた。

「隠すにはもったないない至高の宝石です」

「愚おろかね」

「日の光の下でこそあれは輝かがやきを増すのですよ」

「――よく」

　王妃は微ほほ笑えんだ。

「考えてから、ものをおっしゃった方がよろしいわ。私が誰なのか、ご存知なのでしょう？」

「存じ上げております。けれど、そんなことは、関係ないでしょう。私はただ、私の宝石をこの手に取り戻せればそれでよいのですよ」

　言いながら心の中で笑ってしまう。

　取り戻せればそれでいいなんて噓うそだ。

　取り戻しただけでは足りない。彼女に絡からみついた枷かせを外はずし、自由になった彼女をこの手におさめなければ、満足などできない。

　そのための障害は、すべて潰つぶす。

　恐ろしくはなかった。

　目の前のこの、明らかに人でない美女に恐怖など微み塵じんも抱かなかった。

　鳥代は目を細めた。

「どうか、お返し願いたい」

　ふいに、王妃の雰ふん囲い気きが変わった。

　全く。そのまとう空気が。ひどく、どろどろとした、押しつぶされるような空気。威い圧あつ的てきで、圧倒的な。怒りだ。これは。きっと。王妃は、魔女だ。この時確信した。疑っていたわけではないが、今疑う余地さえもなくなった。こんなもの、人であるはずがない。こんな、目をした人間がいるわけがないのだ。

「東の王子殿下が」

　魔女は言った。

「こんなにつまらない方だったなんて、ひどく残念だわ」

　鳥代は笑った。

「光栄です」





[image: ]






　魔女は。

　ずっと。

　二百年以上前から。

　生きていた。

　もちろん愛したことも、愛されたことだってある。

　けれど彼女はいつも気まぐれだった。

　プライドが高く。

　他者と馴なれ合わず。

　今王妃として生きていてもそれは変わらない。煩わずらわしくなったら消えればいいのだ。

　彼女は、まったく、魔女そのものだった。

　魔女とは、彼女のような者のことを言うのだ。

　それはもう既すでに人ではない。

　享きよう楽らく的てきな異能者。

　それが魔女なのだ。

　悪でも善でもなく。

　ただ、魔女なのだ。




　舞踏会は、三日後にせまっていた。

















To be continued.










　あとがき




　お手に取っていただき、ありがとうございます。

　初めまして。ええと、山やま咲さき黒くろと申します。

　こんな日が来るとは、夢にも思っていませんでした。

　昔むかしから「物語」の続きを考えるのが好きで、それが高じてこんなかんじになっています。楽しんでいただけたら幸いです。

　予定外の上下巻仕様になってしまいました。申し訳ございません。

　下巻となる続編も頑がん張ばります。




「物語」の定番といえば、やはりシンデレラでしょうか。白雪姫かも。正直眠り姫ではないような気がします。赤ずきんちゃんとか。日本でいうとかぐや姫、桃太郎。それらの続きや実情を妄もう想そうし出すと止まりません。

　赤ずきんちゃんと狼おおかみが実は共きよう謀ぼうしていたとか、かぐや姫と桃太郎が実は恋仲だったとか。

　今回の場合は、シンデレラと白雪姫と眠り姫に出てくる魔女と継まま母ははが同一人物だったら、という妄想が大爆発でした。

　もしこの三つの物語の悪役が同一人物だったら、なんだかこの、三組のカップルを一度に相手する魔女（継母）は大変そうだな、と。同情に近い感情を抱きました。個々ならまだ攻略できても、三組一緒になるとなるべくなら関わりたくありません。

　シンデレラの王子様は、かなりの猪ちよ突とつ猛もう進しん馬ば鹿かだと思います。ガラスの靴くつ片方だけの手がかりで一晩しか会ってない女を捜し出してしかも奥さんにするってどうなんでしょう。私が王子の母親なら大反対です。踊ってる間しか話してないだろうに結婚って。許しません。それを承しよう諾だくするシンデレラもどうなんでしょう。完全に金目当てですね。抜け目がありません。

　白雪姫はかなり図ずう々ずうしいと思います。誰もいない家に入ってご飯食べてあげく寝るってどうなんでしょう。世が世なら不法侵入で訴うつたえられてます。小人さん達がいい人達だったからよかったようなものの。危険人物ですね。王子も死体にキスするのはどうなんでしょう。かなり危険人物ですね。

　そう考えると眠り姫は比較的まともな気がします。眠り姫はひたすら受け身ですし。生まれたばかりでいきなり魔女に呪いをかけられて、騙だまされていきなり眠らされて、寝てたらいきなり知らない王子にキスされて。ああ。眠ってる初対面の女性にいきなりキスするってのも現実的には完全に犯罪ですが。常識で考えたらありえないですが。もう少し自制心を持てと言いたいですが。

　王子って基本的に手が早いですね。

　困ったものです。

　今回のお話では、そんな困った要素をなるべく一般的な常識にそって改変しました。なるべくですが。楽しんでいただけたら幸いです。

　さておき。

　皆々様に御お礼れい申し上げます。

　この本に関わっていただいた皆々様。

　この本を手に取っていただいた皆々様。

　そもそもの発端である『二丁目七番地』を、ずっとずっと見守っていてくださった皆々様。

　本当に、本当にありがとうございます。

　心から、本当に、ここに書ききれないくらいの、感謝、御礼申し上げます。

　これからもどうか、よろしくお願いいたします。











山咲黒







著者

山咲 黒

Kuro Yamasaki




引越し先はいつも海の近くでした。

でも海は塩辛いので苦手です。

川の方が好きです。

水瓶座です。水瓶座は、ゼウスに拉致されたトロイの王子ガニメーデスの姿をした星座らしいですが、王子の名前の音が蟹股を連想させてくれて面白いので嫌いじゃありません。

よろしくお願いいたします。







イラスト

起家一子

Ichiko Okiya




７月生まれ。蟹座。Ｏ型。

うちのダックスは凶暴なので、おとなしくて可愛いコに癒されたいです。

近くに犬と猫と１日遊べる所があれば幸せなんですが……。








電子版　ビーズログ文庫


姫ひめ君ぎみ達たちの晩ばん餐さん


食前酒アペリテイフは赤あかい森もりで






著者／山やま咲さき 黒くろ


イラスト／起おき家や一いち子こ







2013年9月30日電子版（EPUB3）ver.1.0制作



発行者　浜村弘一


発行所　株式会社 エンターブレイン


http://www.enterbrain.co.jp/


デザイン　田熊理子






(c)2008 Kuro YAMASAKI


PUBLISHED BY ENTERBRAIN, INC.


本電子書籍はビーズログ文庫『姫君達の晩餐　食前酒は赤い森で』


（2008年10月24日発行　初刷）を元にして制作しております。






[image: ]



item/image/Jyujika.jpg





item/image/cover.jpg
i39P0 Yamasdki
. SiligE
AV






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p059.jpg





item/image/Ringo.jpg





item/image/p030.jpg





item/image/p036.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		０　そもそもすべてが始まった



		１　あるところに一人の魔女がいました



		２　この世で一番美しいのは誰？



		３　それが唯一絶対の真実でなくてはならない



		４　こんな展開は予想してない



		５　そして馬車は動き出した



		あとがき



		奥付











item/image/Kutu.jpg





item/image/p006.jpg





item/image/p007.jpg





item/image/p005.jpg
A
D
BOEDRDES.
RERT E D LIRS






item/image/Bara.jpg





item/image/p062.jpg





